
令和元年東日本台風（台風第19号）

災害対応報告書

令和３年３月

佐久市



は　じ　め　に

　　　　　　　　　　　　　　佐久市長　　　　　　　　　　　　　

　令和元年１０月１２日、佐久市がこれまで経験したことのない規模の台風第１９号

（後に「令和元年東日本台風」と名称が定められた）が日本列島に上陸しました。市

内の河川は複数箇所で氾濫し、その中でも千曲川沿いの建物流出や滑津川の決壊、ま

た、志賀川、谷川、片貝川などの氾濫により甚大な被害を受け、市民生活にも大きな

影響を与えました。

　これまで「災害の少ないまち」ということを卓越性としてきましたが、令和元年東

日本台風災害を受け、災害はいつどこで起こるかわからないということを改めて認識

し、被害を繰り返さない改良復旧・機能強化により、「災害に強い佐久市」を目指し

てハード・ソフト両面での対策を進めてきました。

　また、復旧・復興に当たっては、多くのボランティアの皆様や友好都市をはじめ多

くの自治体の皆様から人的・物的支援をいただきました。多くの皆様のお力添えによ

り災害からの復旧・復興が推し進められたのはもちろんのことですが、何よりもその

お気持ちが私たちの強い支えとなりました。

　改めて、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

　台風接近時からの対応を振り返ってみますと、台風が上陸した２日前の１０月１０

日から防災行政無線で台風情報を提供し始め、前日の１１日からは職員体制を「災害

警戒体制」とし、情報収集や事前対策、避難所開設準備などを進めてきました。そし

て、台風が最接近した１２日には「非常体制」とし、全体体制で災害対応に当たって

きました。

　私を含め、多くの職員が不眠不休で対応に当たりましたが、後になって振り返ると

「これはこうした方がよかった」などの反省や教訓が出てきました。こうした反省・

教訓や当時の気象状況、被害状況等を「令和元年東日本台風（台風第１９号）災害対

応報告書」としてまとめ記録を残し、後世に伝えるとともに、今後も起こりうる自然

災害対応への一助として生かしていきたいと思います。
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台風第１９号に関する気象状況

◆降り始めから降り終わりの最大観測値

（参考）初谷　５６８ミリ

　　　　　　　　　　 （１０月１１日 １５時～１０月１３日 １時）

◆気象台記録　２４時間最大降水量

　佐久　３０３.５ミリ（１０月１２日 ０時～２４時）

（参考）初谷　５４６ミリ（１０月１２日 ０時～２４時）

◆気象台記録　１時間最大降水量

　佐久　３５ミリ（１０月１２日 １４時～１５時）

（参考）初谷　５７ミリ（１０月１２日 １５時～１６時）

各種法令等の主な適用状況

◎『災害救助法』適用※（令和元年１０月１２日）

　　※適用自治体は１４都県３９０市町村で過去最大の適用

◎『特定非常災害』認定※（令和元年１０月１８日）

　　▶「特定非常災害の被害者の権利利益の保全等を図るための特別措置に関する法律」

　　※台風災害としては初の指定

◎『激甚災害』指定（令和元年１１月１日）

　　▶「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法律」

◎『非常災害』指定※（令和元年１１月１日）

　　▶「大規模災害からの復興に関する法律」

　　※平成２８年（２０１６年）熊本地震に続いて２例目の指定

台風の名称

気象庁は、令和２年２月１９日に令和元年台風第１９号の名称を「令和元年

東日本台風」と定めました※。このため、表現が混在している箇所があります。

※気象庁が台風に名称を定めるのは、昭和５２年の「沖永良部台風」以来
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気象庁・長野地方気象台発表の主な事前情報（３日前～当日まで）

　台風の接近に際し、気象庁・長野地方気象台は、台風の位置情報、現

況、今後の予想や防災事項といった情報を発表している。

　市では、事前準備に重要なこの情報を、職員への周知、また、市民へ

防災行政無線等による注意喚起を行うなど、早めの対策に向けた情報の

周知を行った。

【３日前】令和元年１０月９日

◆　令和元年１０月９日 １７時１２分　気象庁 予報部発表

　　関東甲信地方では、１２日から１３日にかけて暴風、警報級の大雨

　や高波となるおそれがあります。

　　１０日１８時から１１日１８時までの２４時間に予想される雨量

　　関東甲信　およそ５０ミリ

出典「気象庁ホームページ」　　　　
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令和元年　台風第１９号に関する関東甲信地方気象情報　第２号

令和元年１０月９日１７時１２分　気象庁予報部発表

　大型で猛烈な台風第１９号の影響により、小笠原諸島では１２日にかけ

て大しけや猛烈なしけとなる見込みです。うねりを伴う高波に厳重に警戒

してください。また、関東甲信地方では、１２日から１３日にかけて暴風、

警報級の大雨や高波となるおそれがあります。

［台風の現況と予想］

　大型で猛烈な台風第１９号は、９日１５時には小笠原近海にあって、１

時間におよそ１５キロの速さで北北西へ進んでいます。中心の気圧は９１

５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は５５メートル、最大瞬間風速は

７５メートルで、中心から半径２４０キロ以内では、風速２５メートル以

上の暴風となっています。

　台風は、日本の南で次第に北のち北東に進路を変えて、非常に強い勢力

を保ったまま、１２日から１３日にかけて西日本から東日本に接近し、上

陸するおそれがあります。

［防災事項］

　小笠原諸島では、台風の強風域に入っており、海上は大しけの状態とな

っています。大しけの状態は１２日にかけて続き、１０日から１１日は猛

烈なしけとなる見込みです。うねりを伴った高波に厳重に警戒し、強風に

注意してください。台風の動向によっては、１０日から１１日にかけて暴

風となる可能性もあります。

　関東甲信地方（小笠原諸島を除く）では、台風の北上に伴って１０日は

うねりを伴ってしける所があり、１１日から１３日にかけて広い範囲で大

しけや猛烈なしけとなるおそれがあります。また、風や雨も強まって、１

２日から１３日にかけて暴風や警報級の大雨となるおそれがあります。う

ねりを伴う高波に厳重に警戒し、暴風、土砂災害、低い土地の浸水、河川

の増水や氾濫に警戒してください。なお、台風の動向によっては、暴風や

警報級の大雨の期間が１１日からとなる可能性があり、１２日から１３日

頃は高潮のおそれもあります。

［量的予想］

＜波の予想＞

　１０日に予想される波の高さは、うねりを伴い

　　小笠原諸島　１０メートル
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　　伊豆諸島　　　５メートル

　　関東地方　　　３メートル　

　その後、台風の北上に伴って、伊豆諸島と関東地方では波がさらに高ま

る見込みです。

＜風の予想＞

　１０日に予想される最大風速（最大瞬間風速）

　　小笠原諸島　２３メートル（３５メートル）

　　伊豆諸島　　１５メートル（２５メートル）

　その後、台風の北上に伴って、伊豆諸島、関東地方、甲信地方でも強風

や暴風となるおそれがあります。

＜雨の予想＞

　１０日１８時までに予想される２４時間雨量は、多い所で

　　小笠原諸島　　６０ミリ

　その後、１１日１８時までの２４時間雨量は、多い所で

　　小笠原諸島　　およそ　５０ミリ　

　　伊豆諸島　１００から１５０ミリ

　　関東地方　　５０から１００ミリ

　　甲信地方　　　およそ　５０ミリ　です。

［補足事項］

　今後発表する台風情報、早期注意情報、警報、注意報、気象情報に留意

してください。
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【２日前】令和元年１０月１０日

◆　令和元年１０月１０日 ５時２６分　気象庁 予報部発表

　　台風は非常に強い勢力を保ったまま、１２日から１３日にかけて、

　西日本から東日本に接近し、上陸するおそれがあります。全国的に暴

　風や警報級の大雨、猛烈なしけとなる可能性があります。

　　１１日６時から１２日６時までの２４時間に予想される雨量

　　関東甲信地方　１００から２００ミリ（多い所）

出典「気象庁ホームページ」　　　　
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◆　令和元年１０月１０日 １７時４２分　長野地方気象台発表

　　

　　長野県では、台風第１９号の影響で、１２日から１３日にかけて風が

　強くなり、大雨となる所があるでしょう。暴風や、大雨による土砂災害、

　低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。

　　１１日１８時から１２日１８時までの２４時間に予想される雨量

　　県内　１００から１５０ミリ（多い所）

【参考】

　気象庁・長野地方気象台からの事前情報を参考に、市が行った

　防災行政無線等による事前の情報提供

防災行政無線・さくネット等

防災行政無線・さくネット等

防災行政無線・さくネット等

日　時

１０月１０日 １２時３０分

１０月１１日 １３時００分

１０月１２日　 ８時００分

内　容

台風１９号の警戒

台風１９号の警戒

台風１９号の警戒
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令和元年　台風第１９号に関する関東甲信地方気象情報　第３号

令和元年１０月１０日１７時４２分　気象庁予報部発表

　大型で猛烈な台風第１９号の影響により、小笠原諸島では１２日にかけ

て猛烈なしけや大しけが続き、関東地方と伊豆諸島では１１日から大しけ

や猛烈なしけとなるため、うねりを伴う高波に厳重に警戒してください。小

笠原諸島では１１日にかけて土砂災害に厳重に警戒し、関東甲信地方では

１２日から１３日にかけて、低い土地の浸水、土砂災害、河川の増水や氾

濫、暴風に厳重に警戒してください。

［台風の現況と予想］

　大型で猛烈な台風第１９号は、１０日１５時には父島の南西の海上にあ

って、１時間におよそ２０キロの速さで北へ進んでいます。中心の気圧は

９１５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は５５メートル、最大瞬間風

速は７５メートルで、中心から半径２４０キロ以内では風速２５メートル

以上の暴風となっています。

　台風は、日本の南を北北西に進み、次第に進路を北東に変えて、非常に

強い勢力を保ったまま、１２日午後から１３日にかけて、紀伊半島から東

日本の太平洋側に接近・上陸し、東日本を進むおそれがあります。

［防災事項］

　小笠原諸島では風が非常に強く、海上はうねりを伴った猛烈なしけとな

っており、この状態は１１日にかけて続き、１２日も大しけとなるでしょ

う。

　うねりを伴った高波に厳重に警戒し、強風に注意してください。台風の

動向によっては、１０日夜から１１日午前中にかけて暴風となる可能性も

あります。また、小笠原諸島では降り始めからの総雨量が１００ミリを越

える大雨となっており、１１日にかけて土砂災害に厳重に警戒してくださ

い。

　関東地方と伊豆諸島の海上ではしけており、１１日から１３日にかけて

広い範囲で大しけや猛烈なしけとなるおそれがあります。また１１日は伊

豆諸島や関東地方南部で前線の影響で大雨となるおそれがあり、関東甲信

地方では１２日から１３日にかけて暴風や警報級の大雨となるおそれもあ

ります。

　うねりを伴った高波、暴風、土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や

氾濫に厳重に警戒し、竜巻などの激しい突風や落雷に注意してください。

発達した積乱雲の近づく兆しがある場合には、建物内に移動するなど安全
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確保に努めてください。また、１２日から１３日は高潮のおそれもありま

す。

［量的予想］

＜波の予想＞

　１１日に予想される波の高さは、うねりを伴い

　　関東地方　　　６メートル

　　伊豆諸島　　１０メートル

　　小笠原諸島　１０メートル

　その後、台風の北上に伴って、伊豆諸島と関東地方では波がさらに高ま

る見込みです。

＜風の予想＞

　１１日に予想される最大風速（最大瞬間風速）

　　関東地方　　１５メートル（２５メートル）

　　伊豆諸島　　２０メートル（３０メートル）

　　小笠原諸島　２３メートル（３５メートル）

　その後、台風の北上に伴って、関東地方、甲信地方、伊豆諸島でも暴風

となるおそれがあります。

＜雨の予想＞

　１１日１８時までに予想される２４時間雨量は、いずれも多い所で

　　関東地方　　１００ミリ

　　甲信地方　　　４０ミリ

　　伊豆諸島　　１２０ミリ

　　小笠原諸島　　８０ミリ

　その後、１２日１８時までの２４時間雨量は、いずれも多い所で

　　関東地方　　３００から５００ミリ

　　甲信地方　　３００から４００ミリ

　　伊豆諸島　　２００から３００ミリ　です。　

　その後も、台風の接近に伴い、総雨量が更に増えるでしょう。　

［補足事項］

　今後発表する台風情報、早期注意情報、警報、注意報、気象情報、竜巻

注意情報に留意してください。
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令和元年　台風第１９号に関する長野県気象情報　第１号

令和元年１０月１０日１７時４２分　長野地方気象台発表

　長野県では、台風第１９号の影響で、１２日から１３日にかけて風が強

くなり、大雨となる所があるでしょう。暴風や、大雨による土砂災害、低

い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。

［台風の現況と予想］

　大型で猛烈な台風第１９号は、１０日１５時には父島の南西の海上にあ

って、１時間におよそ２０キロの速さで北へ進んでいます。中心の気圧は

９１５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は５５メートル、最大瞬間風

速は７５メートルで、中心から半径２４０キロ以内では、風速２５メート

ル以上の暴風となっています。

　台風は、日本の南を北北西に進み、次第に進路を北東に変えて、非常に

強い勢力を保ったまま、１２日午後から１３日にかけて、紀伊半島から東

日本の太平洋側に接近・上陸し、東日本を進むおそれがあります。

［防災事項］

　１２日から１３日にかけては、中部と南部を中心に、暴風による果実の

落果等の農作物や農業施設の被害、倒木等による停電や交通障害に警戒し

てください。また、長野県では、土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水

や氾濫に警戒してください。

［量的予想］

＜雨の予想＞

　長野県では、１２日午後から１３日にかけて非常に激しい雨の降る所が

ある見込みです。

　１１日１８時から１２日１８時までの２４時間に予想される雨量は、多

い所で１００から１５０ミリの見込みです。

　その後も１３日にかけて総雨量は更に増えるでしょう。

＜風の予想＞

　台風の北上に伴い、１２日午後から１３日にかけて風が強くなり、中部

と南部を中心に暴風となる所がある見込みです。

［補足事項］

　今後発表する台風情報、警報、注意報、気象情報等に留意してください。
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【前日】令和元年１０月１１日

◆　令和元年１０月１１日 ５時５９分　長野地方気象台発表

　　長野県では、台風第１９号の影響で、１２日昼過ぎから１３日にか

　けて風が強くなり、非常に激しい雨が降る所があるでしょう。暴風、

　大雨による土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒して

　ください。

　　１２日６時から１３日６時までの２４時間に予想される雨量

　　中部　２００ミリから３００ミリ

出典「気象庁ホームページ」　　　　
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◆　令和元年１０月１１日 １１時３７分　長野地方気象台発表

　　大型で非常に強い台風第１９号は、１２日夕方から１２日夜遅くにか

　けて長野県に最も接近する見込みです。長野県では１２日昼過ぎから

　１３日にかけて、大雨や暴風となる所がある見込みです。土砂災害、低

　い土地の浸水、河川の増水・氾濫、暴風に警戒してください。

　　１１日１２時から１２日１２時までの２４時間に予想される雨量

　　中部　１２０ミリ（多い所）

◆　令和元年１０月１１日 １６時５２分　長野地方気象台発表

　　長野県では、台風第１９号の影響で、１２日から１３日にかけて風が

　強く吹き、大雨となる所があるでしょう。暴風や、大雨による土砂災害、

　低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。

　　１１日１８時から１２日１８時までに予想される２４時間降水量

　　中部　２００ミリ（多い所）

　　１２日１８時から１３日１８時までに予想される２４時間降水量

　　中部　１００から１５０ミリ（多い所）
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令和元年　台風第１９号に関する長野県気象情報　第２号

令和元年１０月１１日０５時５９分　長野地方気象台発表

　長野県では、台風第１９号の影響で、１２日昼過ぎから１３日にかけて

風が強くなり、非常に激しい雨が降る所があるでしょう。暴風、大雨によ

る土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。

［台風の現況と予想］

　大型で非常に強い台風第１９号は、１１日３時には父島の西海上にあっ

て、１時間におよそ２０キロの速さで北北西へ進んでいます。中心の気圧

は９２５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は５０メートル、最大瞬間

風速は７０メートルで中心の東側３７０キロ以内と西側２８０キロ以内で

は風速２５メートル以上の暴風となっています。

　台風は、日本の南を北北西へ進み、次第に進路を北東に変えて、非常に

強い勢力を保ったまま、１２日夕方から１２日夜遅くにかけて、東日本に

かなり接近または上陸し、その後は東日本から東北地方を進むおそれがあ

ります。

［防災事項］

　１２日昼過ぎから１３日にかけて、中部と南部を中心に、暴風による果

実の落果等の農作物や農業施設の被害、倒木等による停電や交通障害に警

戒してください。

　また、１２日昼過ぎから１３日にかけて、長野県では、大雨による土砂

災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。竜巻など

の激しい突風、落雷にも注意が必要です。発達した積乱雲が近づく兆しが

ある場合は、建物内に移動するなど安全確保に努めてください。

［量的予想］

＜雨の予想＞

　長野県では、１２日明け方から雷を伴って１時間に３０ミリ以上の激し

い雨が降り、その後、１２日昼過ぎから１３日にかけて局地的に１時間に

５０ミリ以上の非常に激しい雨となる見込みです。

　１２日６時までに予想される２４時間降水量は、多い所で５０ミリです

が、その後は台風の接近で降水量が多くなり、１２日６時から１３日６時

までに予想される２４時間降水量は、多い所で、

　　北部　２００から３００ミリ

　　中部　２００から３００ミリ

12



　　南部　２００から３００ミリ

の見込みです。

＜風の予想＞

　台風の北上に伴い、１２日朝から風が強くなり、１２日昼過ぎから１３

日にかけて、中部と南部を中心に暴風となる所がある見込みです。

１２日に予想される最大風速（最大瞬間風速）

　　北部　１５メートル（３０メートル）

　　中部　１９メートル（３５メートル）

　　南部　１７メートル（３０メートル）

　その後、１３日にかけて、強い風の吹く所があり暴風となる見込みです。

［補足事項］

　今後発表する台風情報、警報、注意報、気象情報、竜巻注意情報等に留

意してください。
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令和元年　台風第１９号に関する関東甲信地方気象情報　第４号 

令和元年１０月１１日０６時０３分　気象庁予報部発表

　大型で非常に強い台風第１９号の影響により、小笠原諸島では１２日に

かけて、関東地方と伊豆諸島では１３日にかけて猛烈なしけや大しけとな

る見込みです。うねりを伴う高波に厳重に警戒してください。また、小笠

原諸島では１１日は土砂災害や暴風に、関東甲信地方では１２日から１３

日にかけて、土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫、暴風に、そ

れぞれ厳重に警戒してください。

［台風の現況と予想］

　大型で非常に強い台風第１９号は、１１日３時には父島の西にあって、

１時間におよそ２０キロの速さで北北西へ進んでいます。中心の気圧は９

２５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は５０メートル、最大瞬間風速

は７０メートルで、中心の東側３７０キロ以内と西側２８０キロ以内では

風速２５メートル以上の暴風となっています。

　台風は、日本の南を北北西へ進み、次第に進路を北東に変えて、非常に

強い勢力を保ったまま、１２日夕方から１２日夜遅くにかけて、東日本に

かなり接近または上陸し、その後は東日本から東北地方を進むおそれがあ

ります。

　また、関東地方の太平洋側に前線が停滞しており、海上を中心に激しい

雨が降っています。前線は次第に北上し、１１日夜から１２日にかけて北

陸地方から東北地方に停滞する見込みです。

［防災事項］

＜暴風・高波＞

　小笠原諸島では１１日夕方にかけて非常に強い風が吹き、１１日夜にか

けて猛烈なしけとなるでしょう。また、１２日も大しけとなる見込みです。

　関東甲信地方は、１２日から１３日午前中にかけて、風速２５メートル

以上の暴風域に入る見込みです。海上では、１３日にかけてうねりを伴い、

広い範囲で猛烈なしけや大しけとなるでしょう。

　高波や暴風に厳重に警戒してください。

＜大雨・雷・突風＞

　小笠原諸島では、台風の影響で１１日朝にかけて激しい雨が降る見込み

です。これまで降った雨により地盤の緩んでいる所があり、土砂災害警戒

情報が発表されています。土砂災害に厳重に警戒してください。

14



　関東甲信地方では、１１日は前線の影響で激しい雨の降る所があるでし

ょう。１２日から１３日は、台風の影響により広い範囲で１時間に５０ミ

リ以上の非常に激しい雨が降り、局地的に１時間に８０ミリ以上の猛烈な

雨の降るおそれがあります。土砂災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾

濫に厳重に警戒してください。

　また、竜巻などの激しい突風や落雷にも注意が必要です。発達した積乱

雲の近づく兆しがある場合には、建物内に移動するなど安全確保に努めて

ください。

＜高潮＞

　関東甲信地方では、１２日から１３日は高潮のおそれもあります。

［量的予想］

＜波の予想＞

　１２日にかけて予想される波の高さは、うねりを伴い

　　関東地方　　１３メートル

　　伊豆諸島　　１３メートル

　　小笠原諸島　１０メートル

＜風の予想＞

　１２日にかけて予想される最大風速（最大瞬間風速）

　　関東地方の陸上　４０メートル（６０メートル）

　　関東地方の海上　４０メートル（６０メートル）

　　伊豆諸島　　　　４０メートル（６０メートル）

　　甲信地方　　　　２５メートル（３５メートル）

　　小笠原諸島　　　２５メートル（３５メートル）

＜雨の予想＞

　１２日０６時までに予想される２４時間雨量は、いずれも多い所で

　　関東地方　　１５０ミリ

　　甲信地方　　１５０ミリ

　　伊豆諸島　　２００ミリ

　１３日０６時までに予想される２４時間雨量は、いずれも多い所で

　　関東地方　　４００から６００ミリ

　　甲信地方　　４００から６００ミリ

　　伊豆諸島　　３００から５００ミリ　です。

［補足事項］

　今後発表する台風情報、早期注意情報、警報、注意報、気象情報、竜巻

注意情報に留意してください。
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令和元年　台風第１９号に関する長野県気象情報　第３号

令和元年１０月１１日１１時３７分 長野地方気象台発表

　大型で非常に強い台風第１９号は、１２日夕方から１２日夜遅くにかけ

て長野県に最も接近する見込みです。長野県では１２日昼過ぎから１３日

にかけて、大雨や暴風となる所がある見込みです。土砂災害、低い土地の

浸水、河川の増水・氾濫、暴風に警戒してください。

　今後発表する台風情報、警報、注意報、気象情報、竜巻注意情報に留意

してください。
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令和元年　台風第１９号に関する長野県気象情報　第４号

令和元年１０月１１日１６時５２分　長野地方気象台発表

　長野県では、台風第１９号の影響で、１２日から１３日にかけて風が強

く吹き、大雨となる所があるでしょう。暴風や、大雨による土砂災害、低

い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。

［台風の現況と予想］

　大型で非常に強い台風第１９号は、１１日１５時には八丈島の南南西約

５５０キロにあって、１時間におよそ２５キロの速さで北北西へ進んでい

ます。中心の気圧は９２５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は５０メ

ートル、最大瞬間風速は７０メートルで中心の東側３７０キロ以内と西側

２８０キロ以内では風速２５メートル以上の暴風となっています。

　台風は、日本の南を北北西へ進み、次第に進路を北東に変えて、非常に

強い勢力を保ったまま、１２日夕方から夜にかけて、東海地方または関東

地方に上陸し、１３日にかけて速度を速めながら東日本から東北地方を進

む見込みです。

　長野県には１２日夕方から１２日夜遅くにかけて最も接近する見込みで

す。

［防災事項］

　１２日昼過ぎから１３日にかけて、長野県では、暴風による果実の落果

等の農作物や農業施設の被害、倒木等による停電や交通障害に警戒してく

ださい。

　また、長野県では、１２日昼過ぎから１３日にかけて土砂災害、低い土

地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。竜巻などの激しい突風

や落雷にも注意が必要です。発達した積乱雲の近づく兆しがある場合には、

建物内に移動するなど安全確保に努めてください。

［量的予想］

＜雨の予想＞

　長野県では、１２日朝から雷を伴って１時間に３０ミリ以上の激しい雨

が降り、その後、１２日昼過ぎから１３日にかけて局地的に１時間に５０

ミリ以上の非常に激しい雨となる見込みです。長野県の山沿いや東側の地

域を中心に、降り始めからの総降水量が多くなる可能性があります。

　１１日１８時から１２日１８時までに予想される２４時間降水量は、い

ずれも多い所で、
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　　北部　１８０ミリ

　　中部　２００ミリ

　　南部　１８０ミリ

　その後、１２日１８時から１３日１８時までに予想される２４時間降水

量は、いずれも多い所で、

　　北部　１００から１５０ミリ

　　中部　１００から１５０ミリ

　　南部　５０から１００ミリ

の見込みです。

＜風の予想＞

　長野県では、台風の北上に伴い、１２日朝から風が強くなり、１２日昼

過ぎから１３日にかけて暴風となる所がある見込みです。

１２日に予想される最大風速（最大瞬間風速）

　　北部　１７メートル（３０メートル）

　　中部　１８メートル（３０メートル）

　　南部　１７メートル（３０メートル）

の見込みです。

［補足事項］

　今後発表する台風情報、警報、注意報、気象情報、竜巻注意情報に留意

してください。
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令和元年　台風第１９号に関する関東甲信地方気象情報　第６号

令和元年１０月１１日１７時４２分　気象庁予報部発表

　台風第１９号は、非常に強い勢力を保ったまま、１２日夕方から夜にか

けて、東海地方または関東地方にかなり接近、上陸するおそれがあり、記

録的な暴風や昭和３３年の狩野川台風に匹敵する記録的な大雨となるおそ

れがありますので厳重に警戒してください。高波や高潮にも厳重な警戒が

必要です。大雨の状況によっては、大雨特別警報を発表する可能性もあり

ます。

［台風の現況と予想］

　大型で非常に強い台風第１９号は、１１日１５時には八丈島の南南西の

海上にあって、１時間におよそ２５キロの速さで北北西へ進んでいます。

中心の気圧は９２５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は５０メートル、

最大瞬間風速は７０メートルで、中心の東側３７０キロ以内と西側２８０

キロ以内では風速２５メートル以上の暴風となっています。

　台風は、次第に進路を北北東に変えて、非常に強い勢力を保ったまま、

１２日夕方から夜にかけて、東海地方または関東地方にかなり接近、上陸

し、１３日にかけて温帯低気圧の性質を帯びつつ、速度を速めながら東日

本から東北地方を北東に進む見込みです。

［防災事項］

＜暴風・高波・高潮＞

　伊豆諸島では、１２日未明から１３日未明にかけて、関東甲信地方では、

１２日昼前から１３日午前中にかけて、風速２５メートル以上の暴風域に

入る見込みです。海上では、大しけとなっている所があり、１３日にかけ

てうねりを伴い、広い範囲で猛烈なしけや大しけとなるでしょう。１２日

午後は高潮のおそれもあります。また、台風の勢力によっては記録的な暴

風となるおそれもあります。　

　暴風やうねりを伴った高波、高潮、高潮と重なり合った波による、交通

障害や停電、浸水、沿岸施設の損壊、塩害、農作物の管理などに厳重に警

戒してください。

　小笠原諸島では１２日昼前にかけて強い風が吹き、１２日昼前にかけて

うねりを伴い猛烈なしけや大しけとなるでしょう。高波に厳重に警戒して

ください。
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＜大雨・雷・突風＞

　伊豆諸島では、１２日未明から１２日夜遅くにかけて、関東甲信地方で

は、１２日朝から１３日午前中にかけて、台風の影響により広い範囲で１

時間に５０ミリ以上の非常に激しい雨が降り、局地的に１時間に８０ミリ

以上の猛烈な雨の降るおそれがあります。土砂災害、低い土地や地下施設

の浸水、河川の増水や氾濫に厳重に警戒してください。昭和３３年の狩野

川台風に匹敵する記録的な大雨となるおそれもあり、大雨の状況によって

は大雨特別警報を発表する可能性もあります。

　また、竜巻などの激しい突風や落雷にも注意が必要です。発達した積乱

雲の近づく兆しがある場合には、建物内に移動するなど安全確保に努めて

ください。

　小笠原諸島では、これまでに降った大雨により地盤の緩んでいる所があ

ります。引き続き１１日夜のはじめ頃にかけて土砂災害に警戒してくださ

い。

［量的予想］

＜風の予想＞

　１２日にかけて予想される最大風速（最大瞬間風速）

　　関東地方の陸上　４０メートル（６０メートル）

　　関東地方の海上　４０メートル（６０メートル）

　　伊豆諸島　　　　４０メートル（６０メートル）

　　甲信地方　　　　２５メートル（３５メートル）

　　小笠原諸島　　　２０メートル（３０メートル）

＜波の予想＞

　１２日にかけて予想される波の高さは、うねりを伴い

　　関東地方　　１３メートル

　　伊豆諸島　　１３メートル

　　小笠原諸島　　９メートル

＜雨の予想＞

　１２日１８時までに予想される２４時間雨量は、いずれも多い所で

　　関東地方　　５００ミリ

　　甲信地方　　５００ミリ

　　伊豆諸島　　３５０ミリ

　１３日１８時までに予想される２４時間雨量は、いずれも多い所で

　　関東地方　　２００から３００ミリ

20



　　甲信地方　　１００から２００ミリ

　　伊豆諸島　　１００から２００ミリ

［補足事項］

　今後発表する台風情報、警報、注意報、早期注意情報、気象情報、竜巻

注意情報に留意してください。
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【当日】令和元年１０月１２日

◆　令和元年１０月１２日 ６時０６分　長野地方気象台発表（抜粋）

　　長野県では、台風第１９号の影響で、１２日昼過ぎから夜遅くにか

　けて強い風が吹き、暴風となるでしょう。雨も非常に激しく降る所が

　あり、１３日朝にかけて大雨となるでしょう。暴風、大雨による土砂

　災害、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。

　　１２日６時から１３日６時までに予想される２４時間降水量

　　中部　３００ミリ（多い所）

◆　令和元年１０月１２日 １１時２５分　長野地方気象台発表（抜粋）

　　長野県では、台風第１９号の影響で、１２日昼過ぎから夜遅くにか

　けて、非常に強い風が吹く所があるでしょう。暴風に警戒してくださ

　い。雨も非常に激しく降る所があり、１３日朝にかけて大雨となるで

　しょう。大雨による土砂災害に厳重に警戒し、低い土地の浸水、河川

　の増水や氾濫に警戒してください。

　　１２日１２時から１３日１２時までに予想される２４時間降水量

　　中部　２５０ミリ（多い所）
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令和元年　台風第１９号に関する長野県気象情報　第５号

令和元年１０月１２日０６時０６分　長野地方気象台発表

　長野県では、台風第１９号の影響で、１２日昼過ぎから夜遅くにかけて

強い風が吹き、暴風となるでしょう。雨も非常に激しく降る所があり、１３

日朝にかけて大雨となるでしょう。暴風、大雨による土砂災害、低い土地

の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。

［台風の現況と予想］

　大型で非常に強い台風第１９号は、１２日５時には八丈島の南西にあっ

て、１時間におよそ２０キロの速さで北へ進んでいます。中心の気圧は９

３５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は４５メートル、最大瞬間風速

は６５メートルで中心の東側３７０キロ以内と西側２８０キロ以内では風

速２５メートル以上の暴風となっています。

　台風は、次第に進路を北北東に変えて、非常に強い勢力を保ったまま、

１２日夕方から夜にかけて、東海地方または関東地方に上陸する見込みで

す。

　長野県には１２日夕方から夜遅くにかけて最も接近する見込みです。

［防災事項］

　長野県では、１２日昼過ぎから夜遅くにかけて、暴風による果実の落果

等の農作物や農業施設の被害、倒木等による停電や交通障害に警戒してく

ださい。

　また、長野県では、１３日朝にかけて土砂災害、低い土地の浸水、河川

の増水や氾濫に警戒してください。竜巻などの激しい突風や落雷にも注意

が必要です。発達した積乱雲の近づく兆しがある場合には、建物内に移動

するなど安全確保に努めてください。

［量的予想］

＜雨の予想＞

　長野県では、１２日昼過ぎから夜遅くにかけて、局地的に１時間に５０

ミリ以上の非常に激しい雨となる見込みです。長野県の山沿いや東側の地

域を中心に、降り始めからの総降水量が多くなる可能性があります。

１２日６時から１３日６時までに予想される２４時間降水量は、いずれも

多い所で、

　　北部　２５０ミリ

　　中部　３００ミリ
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　　南部　２５０ミリ

の見込みです。

＜風の予想＞

　長野県では、台風の北上に伴い、１２日昼過ぎから夜遅くにかけて暴風

となる所がある見込みです。

　１２日に予想される最大風速（最大瞬間風速）は、

　　北部　１７メートル（３０メートル）

　　中部　１８メートル（３０メートル）

　　南部　１７メートル（３０メートル）

の見込みです。

［補足事項］

　今後発表する台風情報、警報、注意報、気象情報、竜巻注意情報に留意

してください。
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令和元年　台風第１９号に関する関東甲信地方気象情報　第８号

令和元年１０月１２日０６時１５分　気象庁予報部発表

　台風第１９号は、非常に強い勢力を保ったまま、１２日夕方から夜にか

けて、東海地方または関東地方に上陸し、関東甲信地方を進む見込みです。

記録的な暴風や昭和３３年の狩野川台風に匹敵する記録的な大雨となるお

それがありますので厳重に警戒してください。大雨の状況によっては、大

雨特別警報を発表する可能性もあります。高波や高潮にも厳重に警戒して

ください。

［台風の現況と予想］

　大型で非常に強い台風第１９号は、１２日５時には八丈島の南西にあっ

て、１時間におよそ２０キロの速さで北へ進んでいます。中心の気圧は９

３５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は４５メートル、最大瞬間風速

は６５メートルで、中心の東側３７０キロ以内と西側２８０キロ以内では

風速２５メートル以上の暴風となっています。

　台風は、次第に進路を北北東に変えて、非常に強い勢力を保ったまま、

１２日夕方から夜にかけて、東海地方または関東地方に上陸し、１３日未

明にかけて関東甲信地方を進む見込みです。

［防災事項］

　＜暴風・高波・高潮＞

　伊豆諸島は、風速２５メートル以上の暴風域に入っています。今後、伊

豆諸島では、１３日明け方にかけて、関東甲信地方では、１２日昼前から

１３日明け方にかけて暴風域に入る見込みです。台風の勢力によっては記

録的な暴風となるおそれもあります。

　伊豆諸島では、猛烈なしけとなっている所があり、１３日朝にかけてう

ねりを伴い、猛烈なしけや大しけとなるでしょう。関東地方の海上は、大

しけとなっており、１３日昼前にかけてうねりを伴い、猛烈なしけや大し

けとなる見込みです。小笠原諸島では、１２日昼前にかけてうねりを伴い

大しけとなるでしょう。

　伊豆諸島では、１２日昼前から夜遅くにかけて、関東地方では、１２日

昼過ぎから１３日明け方にかけて高潮のおそれがあります。

　暴風やうねりを伴った高波、高潮、高潮と重なり合った波による、交通

障害や停電、浸水、沿岸施設の損壊、塩害、農作物の管理などに厳重に警

戒してください。
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＜大雨・雷・突風＞

　伊豆諸島では、１２日夜遅くにかけて、関東甲信地方では、１３日未明

にかけて、広い範囲で１時間に５０ミリ以上の非常に激しい雨が降り、局

地的に１時間に８０ミリ以上の猛烈な雨の降るおそれがあり、１３日６時

までの雨量は、５００ミリの大雨となる所があるでしょう。

　土砂災害、低い土地や地下施設の浸水、河川の増水や氾濫に厳重に警戒

してください。昭和３３年の狩野川台風に匹敵する記録的な大雨となるお

それもあり、大雨の状況によっては大雨特別警報を発表する可能性もあり

ます。

　また、竜巻などの激しい突風や落雷にも注意が必要です。発達した積乱

雲の近づく兆しがある場合には、建物内に移動するなど安全確保に努めて

ください。

［量的予想］

＜風の予想＞

　１３日にかけて予想される最大風速（最大瞬間風速）

　　関東地方の陸上　４０メートル（６０メートル）

　　関東地方の海上　４５メートル（６０メートル）

　　伊豆諸島　　　　４５メートル（６０メートル）

　　甲信地方　　　　２５メートル（３５メートル）

＜波の予想＞

　１３日にかけて予想される波の高さは、うねりを伴い

　　関東地方　　１３メートル

　　伊豆諸島　　１３メートル

　　小笠原諸島　　６メートル

＜雨の予想＞

　１３日６時までに予想される２４時間雨量は、いずれも多い所で

　　関東地方　　５００ミリ

　　甲信地方　　５００ミリ

　　伊豆諸島　　４００ミリ

［補足事項］

　今後発表する台風情報、警報、注意報、早期注意情報、気象情報、竜巻

注意情報に留意してください。
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令和元年　台風第１９号に関する長野県気象情報　第６号

令和元年１０月１２日１１時２５分　長野地方気象台発表

　長野県では、台風第１９号の影響で、１２日昼過ぎから夜遅くにかけて、

非常に強い風が吹く所があるでしょう。暴風に警戒してください。雨も非

常に激しく降る所があり、１３日朝にかけて大雨となるでしょう。大雨に

よる土砂災害に厳重に警戒し、低い土地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒

してください。

［台風の現況と予想］

　大型で非常に強い台風第１９号は、１２日９時には八丈島の西南西にあ

って、１時間におよそ２０キロの速さで北へ進んでいます。中心の気圧は

９４５ヘクトパスカル、中心付近の最大風速は４５メートル、最大瞬間風

速は６０メートルで、中心の東側３７０キロ以内と西側２８０キロ以内で

は風速２５メートル以上の暴風となっています。台風は、次第に進路を北

北東に変えて、非常に強い勢力を保ったまま、１２日夕方から夜にかけて、

静岡県または関東地方に上陸し、１３日未明にかけて関東甲信地方を進む

見込みです。

　長野県には１２日夕方から夜遅くにかけて最も接近する見込みです。

［防災事項］

　長野県では、１２日昼過ぎから夜遅くにかけて、暴風による果実の落果

等の農作物や農業施設の被害、倒木等による停電や交通障害に警戒してく

ださい。

　また、長野県では、１３日朝にかけて土砂災害に厳重に警戒し、低い土

地の浸水、河川の増水や氾濫に警戒してください。竜巻などの激しい突風

や落雷にも注意が必要です。発達した積乱雲の近づく兆しがある場合には、

建物内に移動するなど安全確保に努めてください。

［実況値］

＜雨の実況＞

　降り始め（１０月１１日１３時００分）から１２日１１時００分までの

降水量（アメダスによる速報値）

　　北相木　　　　　　１４７．０ミリ

　　軽井沢　　　　　　１２８．５ミリ

　　佐久市中込　　　　　８１．０ミリ
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［量的予想］

＜雨の予想＞

　長野県では、１２日昼過ぎから夜遅くにかけて、局地的に１時間に５０

ミリ以上の非常に激しい雨となる見込みです。長野県の山沿いや東側の地

域を中心に、降り始めからの総降水量が多くなる可能性があります。

　１２日１２時から１３日１２時までに予想される２４時間降水量は、い

ずれも多い所で、

　　北部　２５０ミリ

　　中部　２５０ミリ

　　南部　２００ミリ

の見込みです。

＜風の予想＞

　長野県では、台風の北上に伴い、１２日昼過ぎから夜遅くにかけて暴風

となる所がある見込みです。

　１２日に予想される最大風速（最大瞬間風速）

　　北部　１７メートル（３０メートル）

　　中部　２０メートル（３５メートル）

　　南部　１７メートル（３０メートル）

の見込みです。

［補足事項］

　今後発表する台風情報、警報、注意報、気象情報、竜巻注意情報に留意

してください。
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１ 気象の概要

（１）台風第１９号の概要１ （令和元年１０月１０日～１３日）

　１０月６日に南鳥島近海で発生した台風第１９号は、マリアナ諸島を

西に進み、一時大型で猛烈な台風に発達した後、次第に進路を北に変え、

日本の南を北上し、１２日１９時前に大型で強い勢力で伊豆半島に上陸

した。その後、関東地方を通過し、１３日１２時に日本の東で温帯低気

圧に変わった。台風第１９号の接近・通過に伴い、広い範囲で大雨、暴

風、高波、高潮となった。

　雨については、１０日から１３日までの総降水量が、神奈川県箱根で

1,000ミリに達し、東日本を中心に１７地点で500ミリを超えた。

　特に静岡県や新潟県、関東甲信地方、東北地方の多くの地点で３、６、

１２、２４時間降水量の観測史上１位の値を更新するなど記録的な大雨

となった。

　この大雨について、１０月１２日１５時３０分から順次、静岡県、神

奈川県、東京都、埼玉県、群馬県、山梨県、長野県、茨城県、栃木県、

新潟県、福島県、宮城県、岩手県の１都１２県に大雨特別警報を発表し、

最大級の警戒を呼びかけた（１３日８時４０分までにすべて解除）。

　風については、東京都江戸川臨海で最大瞬間風速43.8メートルとなり

観測史上１位を更新したほか、関東地方の７か所で最大瞬間風速４０メ

ートルを超えた。また、台風の接近に伴って大気の状態が非常に不安定

となり、千葉県市原市では竜巻と推定される突風が発生した。

　波については、波高が静岡県石廊崎で１３メートル、京都府経ヶ岬で

９メートルを超える記録的な高波が観測された。高潮については、東京

都三宅島で潮位230センチなど、静岡県や神奈川県、伊豆諸島で、過去

最高潮位を超える値を観測したところがあった。

　この大雨の影響で、広い範囲で河川の氾濫が相次いだほか、土砂災害

や浸水害が発生した。これら大雨による災害及び暴風等により、人的被

害や住家被害、電気・水道・道路・鉄道施設等のライフラインへの被害

が発生した。また、航空機や鉄道の運休等の交通障害が発生した。

　１  出典「台風第19号による大雨、暴風等」（気象庁）
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（２）令和元年台風第１９号に関する長野県気象速報２ 

　１０月１２日から１３日にかけて、台風第１９号の影響により、長野

県では非常に激しい雨降り、強い風が吹いた所があった。

　このため、長野市穂保地区での千曲川堤防の決壊などによる洪水や大

雨で人的被害や建物などの被害、鉄道の運休や航空機の欠航、停電など

の交通障害やライフラインへの影響があったほか、農業被害、土砂災害、

浸水害、洪水害が発生した。

　また、記録的な大雨により、平成２５年８月の運用開始以来、県内

４３市町村に初めて大雨特別警報を発表した。さらに千曲川氾濫発生情

報も発表した。

　この台風の接近・通過に伴い、長野県では１０月１２日０時から１３

日２４時までの総降水量は、笠岳で322.5mm、鹿教湯で322.5mm、軽井沢

で315.0mm、佐久で303.5mm、北相木で395.5mmを観測し、北部と中部を

中心に大雨となった。

　県内の１４の観測地点で、日降水量の統計開始以来の極値を更新した。

【大雨特別警報発表市町村（県内４３市町村）】

長野市、松本市、上田市、岡谷市、

諏訪市、須坂市、小諸市、伊那市、

中野市、飯山市、茅野市、塩尻市

（楢川）、佐久市、千曲市、東御市、

安曇野市、小海町、川上村、南牧

村、南相木村、北相木村、佐久穂

町、軽井沢町、御代田町、立科町、

青木村、長和町、富士見町、原村、

辰野町、宮田村、木曽町、麻績村、

生坂村、筑北村、坂城町、小布施

町、高山村、山ノ内町、木島平村、

野沢温泉村、飯綱町、栄村
提供：気象庁　　

　２　出典「令和元年台風第19号に関する長野県気象速報」（長野地方気象台）
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●　令和元年台風第１９号経路図

出典「台風第19号による大雨、暴風等」（気象庁）　

●　記録的な大雨をもたらした主な気象要因

出典「令和元年台風第19号に伴う大雨の要因について」（気象庁）　
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●　令和元年１０月１２日の海面水温

出典「気象庁ホームページ」（気象庁）　

●　令和元年１０月１２日の海面水温（平年差）

出典「気象庁ホームページ」（気象庁）　
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２ 佐久市における状況　

（１）佐久市における気象情報の発表状況

（２）市内に設置されている雨量計の観測値

　◆24時間降水量（１０月１２日０時～２４時）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ミリ

　◆降り始めから降り終わりまでの降水量

　　　（１０月１１日１５時～１０月１３日１時）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ミリ

情報種別

大雨警報

暴風警報

洪水警報

土砂災害警戒情報

大雨特別警報

発表日時

10月12日(土)
７時40分

10月12日(土)
７時40分

10月12日(土)
８時17分

10月12日(土)
15時５分

10月12日(土)
15時30分

解除（引下）日時

10月13日(日)
８時29分

10月13日(日)
０時57分

10月13日(日)
11時６分

10月13日(日)
７時50分

10月13日(日)
０時57分

発表期間

24時間49分

17時間17分

26時間49分

16時間45分

９時間27分

初谷

546.0

駒込

419.0

佐久

303.5

臼田建設

299.0

望月牧場

293.0
24時間
降水量

初谷

568.0

駒込

433.0

佐久

311.5

臼田建設

303.0

望月牧場

299.0
24時間
降水量
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宮
代
公
会
場

入
澤
集
会
場

上
小
田
切
西
区

公
会
場

美
　
笹

長
者
原

公
民
館

協
西
公
民
館

菅
原
配
水
池

臼
田
建
設

佐
久
建
設

春
　
日

初
　
谷

平
駒
　
込

望
月
牧
場

茂
田
井

上
平
尾

塩
名
田

望
　
月

佐
　
久

14～15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15～16 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 3 1 1 1 0 1 0 2 1
16～17 0.5 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0
17～18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0
18～19 0.5 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1
19～20 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 6 1 5 1 1 1 1 1 0.5
20～21 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 5 0 5 0 0 5 1 1 3.5
21～22 1 0 0 0 0 0.5 0 0 0 1 2 0 0 1 1 0 1 0 0.5
22～23 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0
23～24 0.5 0 0 0 0 1 0 1 1 2 1 1 1 1 2 1 2 1 1.5
計 5.5 0 0 0 0 7.5 0 4 4 6 21 5 14 5 5 9 5 7 8

0～１ 1.5 0 0 0 0 0 0 1 1 1 4 2 4 2 2 4 1 2 1
1～2 1.5 0 0 0 0 0 0 2 1 2 3 2 2 2 1 1 1 2 1
2～3 3.5 0 0 0 0 0 0 2 3 3 14 2 8 4 3 2 2 3 2.5
3～4 4.5 0 0 0 0 0 0 4 6 7 15 4 11 7 8 8 5 7 4.5
4～5 9 0 0 0 0 0 0 7 8 7 23 5 17 9 8 6 6 9 7.5
5～6 2 0 0 0 0 0 0 1 2 4 5 2 4 8 5 2 2 4 2
6～7 6.5 0 0 0 0 0 0 6 5 4 16 5 11 7 4 5 3 4 5
7～8 14 0 0 0 0 0 0 12 10 9 31 13 19 13 8 9 8 11 9
8～9 20.5 0 0 0 0 0 0 19 15 11 31 16 25 16 13 20 13 13 16
9～10 12.5 0 0 0 0 0 0 12 11 11 20 10 17 16 9 13 14 10 12
10～11 14.5 0 0 0 0 0 0 14 13 11 20 11 15 15 11 13 11 13 12.5
11～12 17.5 0 0 0 0 0 0 14 15 9 22 12 18 13 13 13 14 12 16
12～13 24 0 0 0 2.5 15.5 10 18 22 17 33 18 29 15 13 25 19 14 23.5
13～14 26 0 6 14 15 14 13 22 20 14 30 17 27 15 15 22 17 12 23.5
14～15 36 40.5 27 18 20.5 19.5 18.5 37 28 22 54 27 43 22 25 30 32 19 35
15～16 40.5 41.5 31 23.5 29 26 25.5 43 28 30 57 34 30 27 35 19 26 28 28
16～17 25 26.5 19.5 15.5 20.5 20.5 20.5 26 24 22 26 20 28 25 29 19 25 21 26.5
17～18 33.5 29 16.5 17 24.5 13.5 21 18 20 23 32 18 27 21 18 16 20 20 20.5
18～19 41.5 38.5 16.5 19.5 22 0 19.5 17 20 24 39 18 27 21 16 14 23 19 22
19～20 38 34.5 19 15.5 15.5 0 23.5 17 15 18 39 20 34 16 19 22 15 15 25
20～21 11 11 10.5 11 10.5 0 16 5 5 14 24 10 18 15 17 6 9 14 7
21～22 2.5 4 5 5.5 3 0 0 2 3 5 8 3 5 3 3 1 4 4 3.5
22～23 0.5 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0
23～24 0 0 0 0.5 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

計 386 225.5 151.5 140 163 109 167.5 299 275 268 546 270 419 293 276 271 271 256 303.5
0～１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0
１～5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
累
計
雨
量

391.5 225.5 151.5 140.0 163.0 116.5 167.5 303.0 279.0 274.0 568.0 275.0 433.0 299.0 281.0 280.0 276.0 263.0 311.5

場所

日時

１１日
（金）

１２日
（土）

１３日
（日）

（３）当日の降水量

※灰色の網掛けは雨量計の故障により欠測
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　●　アメダス総降水量分布図

提供：気象庁　　　
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アメダス　降水量（ｍｍ）



　●　佐久市の警報等発表状況とアメダス佐久の観測値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和元年１０月１２日）

提供：気象庁　　　
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（４）当日の状況

出典「台風第19号による大雨、暴風等」（気象庁）　

◆市内に設置されている雨量計の主な３時間降水量（最大値）

単位：ミリ　

※最大値を観測した時間帯は雨量計ごとで異なる

初谷

141.0

宮代
公会場

113.0

入澤
集会所

108.5

臼田建設

106.0

駒込

101.0
３時間
降水量
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出典「台風第19号による大雨、暴風等」（気象庁）　

◆市内に設置されている雨量計の主な４８時間降水量（最大値）

単位：ミリ　

※１０月１１日 ０時～１２日 ２４時の４８時間

初谷

567.0

駒込

433.0

入澤
集会所

391.5

佐久

311.5

臼田建設

303.0
４８時間
降水量
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佐久市

出典「台風第19号による大雨、暴風等」（気象庁）　

被害の様子【10月13日　天神】
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佐久市

出典「台風第19号による大雨、暴風等」（気象庁）　

被害の様子【10月13日　原】
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佐久市

出典「台風第19号による大雨、暴風等」（気象庁）　

被害の様子【10月13日　石神】
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（５）観測史上１位を更新した雨

※アメダス観測地（佐久）による統計　

被害の様子【10月13日　志賀川】

３時間降水量

６時間降水量

12 時間降水量

24 時間降水量

48 時間降水量

72 時間降水量

今回の雨量

93.5ミリ

162.5ミリ

260.5ミリ

305ミリ

311.5ミリ

311.5ミリ

これまでの

最大雨量

83ミリ

110ミリ

156ミリ

206ミリ

220ミリ

256ミリ

これまでの最大

雨量との差

10.5ミリ

52.5ミリ

104.5ミリ

99ミリ

91.5ミリ

55.5ミリ
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３ 被害の状況　

　本稿における被害の状況は、令和２年８月３１日現在のものである。

（１）人的被害の状況

単位：人

※佐久広域連合消防本部調

（２）住家の被害状況

◆　罹災証明書の発行状況

単位：件

※税務課調

◆　床上床下浸水被害状況

単位：軒　　　　　　　　　　　　　

※環境政策課調　　　　　　　　　　　　　

　　※「罹災証明書の発行状況」は、税務課で罹災証明書の申請を行い、

　　　証明書が発行された件数

　　※「床上床下浸水被害状況」は、環境政策課へ浸水被害による消毒の

　　　依頼を行い、環境政策課が消毒を実施した軒数

行方不明者

０

重傷

０

軽傷

１８

計

２０

死者

２

床下浸水

９４７

計

１，０８１

床上浸水

１３４

大規模
半壊

１４

半壊

１３３

準半壊

３８

一部損壊

８６

計

２８９

全壊

１８
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◆　住家の被害状況

※税務課調　　　　※環境政策課調

地区名

浅間

(12区)

野沢

(22区)

区　名

相生町

猿久保

小田井下宿

横　根

上平尾

下平尾

常　田

平　塚

根々井

上塚原

大和田

南岩尾

小　計

野沢本町

原

高　柳

跡　部

三　塚

上桜井

下県東

下県西

平　井

糠　尾

竹　田

下　平

東立科

前山北中

前山南

洞　源

件数

１

１

２

１

２

１

８

２

１

１

１

３

１

５

４

６

全壊

２

大規模
半壊

１

１

半壊

１

１

２

１

３

４

５

準
半壊

１

１

１

一部
損壊

１

２

１

１

５

１

２

２

１

軒数

３

５

１

２

１

４

２

１

２

２

２３

１

１

２

２

３

４

３

１

４

２

１

１

４２

９

２８

床上
浸水

１

１

２

４

１

３

４

５

床下
浸水

３

５

１

１

４

２

１

２

１９

１

１

２

２

３

４

３

１

４

２

１

３９

５

２３

罹災証明書の発行状況　(件)
床上床下浸水
被害状況（軒）
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■住宅被害額：約１億７，６００万円

　《算出方法：市が申請窓口となっている災害救助法に基づく、

　　住宅の応急修理制度と公費解体に係る固定資産税評価額から想定》

地区名

望月

(23区)

合 計

区　名

雁　村

下之宮

金　井

湯　沢

岩　下

入片倉

片　倉

比田井

天　神

協　東

高　呂

大谷地

協　西

小　平

小　計

１３０区

件数

 

１

４

２

１

１

１

１５

２８９

全壊

 

１

１

２

１８

大規模
半壊

 

１４

半壊

１

１

３

１３３

準
半壊

 

１

１

４

３８

一部
損壊

 

１

１

１

１

６

８６

軒数

３

３

２

２

１

２

１０

８

１

３

５

４

１１

７８

１，０８１

床上
浸水

 

１

２

４

１３４

床下
浸水

３

３

２

２

１

２

９

６

１

３

５

４

１１

７４

９４７

罹災証明書の発行状況　(件)
床上床下浸水
被害状況（軒）
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◆　罹災証明書の交付区分

◆　主な被害地域

※環境政策課調　

被害の概要

●住家の損害割合　５０％以上
●住家流失　又は　床上１．８ｍ以上の浸水

●住家の損害割合　４０％以上５０％未満
●床上１ｍ以上１．８ｍ未満の浸水

●住家の損害割合　２０％以上４０％未満
●床上１ｍ未満の浸水

●床下・住家の損害割合　１０％以上２０％未満

●床下・住家の損害割合　１０％未満

全壊

大規模半壊

半壊

一部損壊
（準半壊）

一部損壊
（１０％未満）

 

床上浸水

床下浸水

計

前山北中

　３軒

３９軒

４２軒

洞　源

　５軒

２３軒

２８軒

大沢下町

　１軒

６０軒

６１軒

杉の木

１７軒

　６軒

２３軒

常和南

  ６軒

１６軒

２２軒

常和北

　７軒

２１軒

２８軒

平賀上宿

　１軒

２２軒

２３軒

 

床上浸水

床下浸水

計

町　上

　２軒

２１軒

２３軒

西　地

　

２２軒

２２軒

志賀下宿

１４軒

５８軒

７２軒

丸　山

　１軒  

２０軒

２１軒

田口中町

２２軒

２２軒

下　町

　

３４軒

３４軒

清　川

  ５軒

２７軒

３２軒

 

床上浸水

床下浸水

計

下　越

　５軒

３７軒

４２軒

三　分

　２軒

３３軒

３５軒

入　澤

１２軒

６５軒

７７軒
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（３）その他の被害状況

◆　市有施設の主な被害状況

　　　　　　　　※施設所管課調

■あいとぴあ臼田（デイサービス）被害額：５２６．９万円

■コスモホール被害額：約５億２，０００万円

　《算出方法：すべての電気・機械設備等を入れ替えるとした場合の業

　　者の見積による概算工事費を基に算出》

被害内容

洗掘、土砂流入

浸水で機械設備が機能停止

浸水で特殊浴槽動力盤等が
故障

スコアボード一部破損

雨水浸水による事務室床タ

イルカーペット破損

校舎及び武道館の屋根瓦落

下による破損

グラウンドへの土砂流入

備　考

令和２年６月一部供用再開

令和３年８月まで休館予定

仮設電源等を用いて

令和２年度から開館

令和２年１月２２日より
使用可能

令和２年３月修繕完了

令和元年１１月修理済

令和元年１１月修理済

令和元年１１月修理済

施設名

千曲川スポーツ交流広場

コスモホール

臼田図書館

あいとぴあ臼田（デイサービス）

佐久総合運動公園野球場

切原小学校

浅科中学校

望月中学校
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◆　市道の主な被害状況

※土木課調

■被害額：約７億２，０００万円（道路災害）

　《算出方法：実施工事費と概算工事費を基に算出》

◆　一級河川の主な被害状況（２６河川　２００箇所） 

※佐久建設事務所調

地区

浅　間

野　沢

中　込

東

臼　田

浅　科

望　月

計

路線数

２０

４１

６９

３１

８３

３３

７４

３５１

主な被害状況

・法面崩落　・舗装洗掘

・路肩崩落　・法面崩落　・道路崩落

・道路洗掘　・護岸流出　・道路路肩崩落

・法面崩落　・護岸崩落　・法面崩落

・護岸流出　・道路破損　・舗装洗掘

・法面洗掘　・舗装洗掘

・路肩崩落　・舗装洗掘

河川名

箇所数

千曲川

１４

河川名

箇所数

志賀川

１９

滑津川

１７

田子川

６

谷川

６

鹿曲川

１１

片貝川

１６

雨川

１４

霞川

４

須釜川

１

河川名

箇所数

八丁地川

１３

吉沢川

６

湯川

９

布施川

８

香坂川

５

瀬早川

２

中沢川

５

大沢川

１３

河川名

箇所数

石突川

３

倉沢川

３

細小路川

７

濁川

２

宮川

９

小宮山川

２

三井川

４

馬坂川

１
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◆　農産物・農業施設の被害状況

【農地・農業用施設箇所数】

　　　　　　　　※耕地林務課調

※その他：頭首工、橋梁等

■被害額：約１１２億１，１００万円

　《算出方法：災害査定の工事費と概算工事費を基に算出》

【生産物被害】

　　　　　　　　※農政課調

　※その他：大豆、畜産物、水産物

　《被害額算出方法：県の算出基準を基に算出》

【施設関係（パイプハウス等）】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※農政課調

　《被害額算出方法：被災された農業者の皆様が、国・県・市が実施す

　　る補助制度（「強い農業・担い手づくり総合対策支援補助金」）を

　　申請した際の、再取得及び修繕の見積額》

地区

浅　間

野　沢

中　込

東

臼　田

浅　科

望　月

計

田畑

　１０４

　３８１

　２２１

　２１４

　３１７

　　９４

　５４９

１,８８０

農道

　　３２

　　５３

　　４３

　　２６

　　８３

　　１９

　１２６

　３８２

水路

　　６５

　１０２

　１０７

　　５７

　　９３

　　５４

　２４９

　７２７

ため池

　　　１

　　　２

　　　３

　　　６

　　１２

その他※

　　２６

　　２２

　　４９

　　７４

　　７６

　　２７

　　８１

　３５５

計

　２２７

　５５８

　４２１

　３７１

　５７１

　１９７

１,０１１

３,３５６

 

面積（ha）

被害額（千円）

水稲

72.1

81,724

果樹

15.4

7,844

野菜

1.07

2,108

花き

0.05

216

その他※

0.1

4,261

計

88.8

96,153

件数

４３

面積（㎡）

4,371

被害額（千円）

　４５，３２７
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◆　林業施設の被害状況

　　　　　　　　※耕地林務課調

《被害額算出方法：災害査定の工事費と概算工事費を基に算出》

◆　商工業者への罹災証明書発行状況

※商工振興課調

被害の様子【10月13日　印内】

件数

浅間

７

野沢

１１

中込

１２

東

８

臼田

８

浅科

１５

望月

１０

計

７１

 

林道施設

路線数

６９

箇所数

598

延長（ｍ）

35,893

被害額（千円）

６１２，０００
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４ 避難所・避難者の状況　

（１）避難情報発令状況

◆　５段階の警戒レベル

　　令和元年５月２９日より、避難情報の意味を瞬時に理解できるよう、

　気象庁や市から発信される情報を「５段階の警戒レベル」で発信する

　こととなった。

　　これを受け、市ではシールの作成・全戸配布や、出前講座を通じ、

　「５段階の警戒レベル」を周知してきた。

　※令和２年４月に表記の見直しが行われたため、令和３年３月現在の警戒レベルと

　　は一部内容が異なります。

対象地域

内山地区

滑津川付近

香坂・志賀地区

対象世帯
・人数

　 544 世帯

1,555 人　 

  1,556 世帯

4,145 人　 

    874 世帯

2,030 人　 

発令時刻

10月12日

　　10時45分

10月12日

　　14時45分

10月12日

　　15時25分

10月12日

　　16時15分

避難情報

警戒レベル３
避難準備・高齢
者等避難開始

警戒レベル４

避難勧告

警戒レベル４

避難勧告

警戒レベル４

避難勧告

解除時刻

警戒レベル４

に引上げ

10月13日

　　11時40分
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その他施設　避難者数

【10/12（土）　21：00現在】

施設名 避難者数 施設名 避難者数 施設名 避難者数
1 岩村田小学校 29 1 泉保育園 0 1 中込会館 332
2 佐久平浅間小学校 21 2 大沢保育園 2 2 創錬センター 295
3 平根小学校 13 3 城山保育園 56 3 浅間会館 63
4 中佐都小学校 27 4 東保育園 0 4 佐久平交流センター 23
5 高瀬小学校 24 5 平根保育園 0 5 野沢会館 38
6 野沢小学校 70 6 中佐都保育園 0 6 旧布施小学校 59
7 泉小学校 141 7 高瀬保育園 0 7 旧春日小学校 0
8 岸野小学校 10 8 あさしな保育園 0 8 駒の里ふれあいセンター 19
9 中込小学校 103 9 望月保育園 0 9 浅科保健センター 53

10 佐久城山小学校 520 10 泉児童館 0 10 駒場公園（創造館） 0
11 東小学校 294 11 岸野児童館 0 11 佐久長聖高校 2
12 臼田小学校 15 12 野沢児童館 0 12 ヘルシーテラス佐久南 0
13 田口小学校 55 13 佐久浅間児童館 0 13 佐久平総合臼田キャンパス 2
14 切原小学校 36 14 中込児童館 0 14 農村環境改善センター 40
15 青沼小学校 196 15 田口児童館 16 15 大沢地区社会体育館 50
16 浅科小学校 34 16 城山児童館 14 16 望月地域コミュニティセンター 35
17 望月小学校 64 17 東児童館 0 17 桜ヶ丘地域ふれあいセンター 25
18 浅間中学校 22 18 平根児童館 0 18 御鹿の郷地域ふれあいセンター 21
19 野沢中学校 10 19 岩村田児童館 0 19 佐久大学 0
20 中込中学校 30 20 中佐都児童館 0 20 中央隣保館 0
21 東中学校 133 21 浅科児童館 0 21 下町公会場 0
22 臼田中学校 180 22 高瀬児童館 0 22 あいとぴあ臼田 0
23 浅科中学校 4 23 小田井児童館 0 23 原区公民館（田口） 60
24 望月中学校 17 24 臼田児童館 0 24 馬坂特農館 3

合計 2,048 25 望月児童館 0 25 御馬寄コミュニティセンター 17
合計 88 26 下水道管理センター 8

合計 1,145

市内全体の状況
避難所開設数 75
避難者合計人数 3,281

＜１０月１２日（土）　２１時時点＞

小中学校　避難者数 保育所・児童館　避難者数

【10/12（土）　21：00現在】 【10/12（土）　21：00現在】

（２）最大避難者数

　避難者が最も多かったのは１０月１２日 ２１時時点で､７５箇所の避

難所に合計３，２８１名が避難した。

◆　指定避難所等の開設状況（１０月１２日 ２１時時点）
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５ ライフラインの状況　

（１）電気

　　暴風により、市内各地で倒木が発生し、広い範囲で停電が発生した。

　１０月１３日より、中部電力（株）の社員２名がリエゾンとして市へ

　派遣され、主に市民からの停電状況の問い合わせに対応した。

（２）水道

　　河川の増水で道路が流されたことなどにより、水道管が破損し、い

　くつかの地域で断水が生じた。断水への対応として、佐久水道企業団

　が断水地域へ給水車を派遣した。

　　

（３）通信

　　携帯電話大手３社（ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ、ソフトバンク）の携

　帯電話サービス（音声通話・パケット通信）が利用しにくい（つなが

　りにくい）状況が発生していた。

被害の様子【10月13日　小海線（滑津－北中込駅間）】
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◆　ライフラインの被害状況

※下水道課調　　　　　　　　※電気、上水道、通信はホームページ等により確認

■下水道関連施設被害額：約４０億９，８００万円（市下水道課所管）

　　　　　　　　　　　：約５４０万円（南佐久環境衛生組合所管）

　《算出方法：災害査定の工事費と概算工事費を基に算出》

電　気

上水道

下水道

通　信

事業主体

中部電力（株）

佐久水道企業団

赤谷簡易給水施設

市　下水道課

南佐久環境衛生組合

ＮＴＴドコモ

ＫＤＤＩ

ソフトバンク

被害内容
●停電発生戸数（最大）

　１０月１３日　２時時点　

５，５０８戸

●停電期間

　１０月１２日～１０月１７日

●市内断水戸数（最大）

　２０５戸

●断水期間

　１０月１２日～１０月１８日

●現在も給水タンクを設置

●下水道管理センター浸水に

　より機能停止

●浅科塩名田水管橋が流失

●志賀農集　一部浸水被害

●常和農集　一部浸水被害

●入沢地区　管路流出３か所

●携帯電話が繋がりにくくなる

●１０月１８日までに

　全キャリアで回復

備　考

令和２年７月より

通常給水予定

現在、一部仮設で対応中

令和３年３月本復旧完了

予定

現在、仮設で対応中

令和３年３月本復旧完了

予定

令和２年６月復旧済

令和元年１２月復旧済

令和元年１０月２か所復

旧済

令和２年１０月１か所復

旧完了予定
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６ 道路の状況　

（１）高速道路

　　上信越自動車道、中部横断自動車道は、１０月１２日に通行止めと

　なった。１３日には、通行止めのほとんどが解消されたが、佐久－碓

　氷軽井沢ＩＣ間において、盛土変状や路面クラックが確認されたこと

　から、全面での通行止め解除に時間を要することとなった。

　【上信越自動車道】

　　１０月１２日～１３日　全線通行止め

　　　　　１３日～１６日　佐久IC－松井田妙義IC間で通行止め

　　　　　１６日～２３日　佐久IC－碓氷軽井沢IC間で通行止め

　　　　　２３日～  通行止め解除（一部１車線対面通行）

　【中部横断自動車道】

　　１０月１２日～１３日　全線通行止め

　　　　　１３日～　通行止め解除

（２）国県道

　【254号線】

　　台風災害により、以下の道路が通行止めとなっていたが、10月29日

　にいずれも解除された。

　　

　【141・142号線】

　　石神の交差点付近が冠水し、通行できない状況だった。

　【県道】

　　複数路線で路面冠水等により交通規制がかかる。

（３）市道

　　市は、台風による冠水への警戒のため、１０月１１日から、佐久平

　駅南・東側アンダーパス（ミレニアムパーク横）を通行止めとした。

　アンダーパスの通行止めは、台風通過後、安全が確認できた後に解除

　した。
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７ 公共交通機関の状況

８ 香坂ダムの放流

　

（１）ＪＲ北陸新幹線

　　千曲川の下流が決壊し、長野市にある長野新幹線車両センターが浸

　水し、１０編成計１２０車両が被害を受けた。これにより、東京－長

　野駅間と金沢－上越妙高駅間でそれぞれ折り返し運行となったが、１０

　月２５日から東京－金沢駅間で運行再開となった(運行本数は減少)｡

（２）ＪＲ小海線

  　台風災害後、線路下の盛り土が流出するなどし、小諸－小淵沢駅間

　で運転見合わせとなった。その後、１０月１８日より小諸－中込駅間

　で運行が再開され、２０日からは、中込-小海駅間での運転が再開さ

　れたことで、小諸－小海駅間は台風災害後約一週間での運行再開とな

　った｡

　　大きな影響を受けた小海-野辺山駅間も､１１月１日に運転が再開さ

　れる見込みのため､これにより全線で運行再開となった｡

（３）しなの鉄道

  　台風災害後、橋の損傷などにより、上田－田中駅間が運休となった｡

　１０月末現在も同区間の運休が続いており、臨時バスやＪＲ北陸新幹

　線による代替輸送が行われた。

　

（１）香坂ダム放流の経過

　　・放流ゲート２門が設置されており、第１号ゲート（幅1.7m×高さ

　　　2.0m）は常時全開（EL.804.0m）

　　・１０月１２日　１８時に香坂ダム操作規程で定められた水位

　　　（EL.816.0m）に達したため、第２ゲート（幅0.5m×高さ0.8m）

　　　を全開

　　・ゲート全開にあたり、下流の住民へは広報車により注意喚起

　　・１３日 １１時に、規程で定められた水位（EL.806.5m）まで低下

　　　したため、第２ゲートを閉鎖し、通常運用に移行

59

７

８



９ 災害廃棄物の受け入れ　

◆　１０月１４日～３１日

◆　１１月１日～１１月３０日

◆　１２月１日～１２月２２日

◆　１月２６日～

受入時間

９時～１７時

受入場所

うな沢第二最終処分場

宇とう南沢処理場

受入内容

家具、衣類、畳、金属、布団、

家電、有害廃棄物、その他ごみ

コンクリートがら、ブロック、

土砂　他

受入時間

９時～正午

13時～15時30分

受入場所

旧勝間園跡地

宇とう南沢処理場

受入内容

家具、衣類、畳、金属、布団、

家電、有害廃棄物、その他ごみ

コンクリートがら、ブロック、

土砂　他

受入時間

９時～正午

13時～15時30分

受入場所

旧勝間園跡地

受入内容

家具、衣類、畳、金属、布団、

家電、有害廃棄物、その他ごみ

受入時間

日曜日（概ね月２

回程度開場、相談

者及び被災家屋の

公費解体申請者）

９時～正午

13時～15時30分

受入場所

旧勝間園跡地

受入内容

家具、衣類、畳、金属、布団、

家電、有害廃棄物、その他ごみ
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10 台風、低気圧等接近時及び通過後の対応　

（１）災害対策本部等の設置状況

　◆　災害対策本部会議の開催状況

（２）掲示板・メール配信による庁内情報伝達

　◆　台風第１９号

日　　時

１０月８日(火)   ８時２２分

１０月１１日(金)  １０時００分

１０月１２日(土)  １４時００分

１１月２日(土) 　０時００分

体　　制

警戒の準備体制

警戒本部　設置

災害対策本部　設置

災害復旧・復興推進本部

第１回

第２回

第３回

第４回

日　　時

１０月１５日(火)   １５時３０分～

１０月１７日(木)   　８時３０分～

１０月２４日(木)   １７時３０分～

１１月１日(金)　 　１４時３０分～

日　　時

10月8日 8時22分

10月9日 9時3分

10月10日 9時00分

10月10日 12時30分

10月11日 13時00分

情報発信手段

掲示板

掲示板

掲示板

防災行政無線

防災行政無線

内　　容

台風19号に関する情報提供について

台風19号に関する情報提供について

台風19号に関する情報提供について

台風19号に対する警戒について

台風19号に対する警戒について
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　◆　低気圧等による大雨

日　　時

10月11日 17時2分

10月12日 8時00分

10月12日 8時23分

10月12日 10時11分

10月12日 10時46分

10月12日 14時31分

10月13日 15時21分

情報発信手段

メール配信

防災行政無線

メール配信

メール配信

メール配信

メール配信

メール配信

内　　容

台風19号に対する厳重警戒について

台風19号に対する警戒について

台風19号に対する厳重警戒について

職員の非常参集について

内山地区の避難準備・高齢者等避難

開始について

災害対策本部の設置について

今後の職員体制について

日　　時

10月14日 11時20分

10月21日 9時26分

10月21日 18時00分

10月22日 7時32分

10月22日 12時37分

10月24日 7時56分

10月24日 10時34分

10月24日 16時00分

10月24日 18時46分

10月25日 12時49分

10月25日 15時54分

10月28日 7時57分

10月28日 16時8分

10月29日 8時9分

情報発信手段

防災行政無線

掲示板

メール配信

メール配信

メール配信

掲示板

掲示板

防災行政無線

メール配信

メール配信

メール配信

掲示板

掲示板

掲示板

内　　容

雨に対する警戒について

台風20・21号に対する警戒について

今晩から明日いっぱいにかけての雨

について

最新の気象情報について

今後の気象情報

被災箇所の応急対策と今後の大雨

について

最新の気象情報について

雨に対する警戒について

大雨に対する警戒について

雨量・河川に対する警戒について

パトロールの実施について

明日29日に予想される雨について

明日29日に予想される雨について

本日予想されている雨について
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11 受援関係

受入期間(実日数)

10月18日～10月28日(10日)

10月28日～11月8日(11日)

10月28日～11月8日(9日)

10月20日～10月28日(9日)

10月20日～10月28日(9日)

10月23日～10月24日(2日)

10月23日～11月8日(12日)

11月7日～11月12日(5日)

10月28日～11月29日(24日)

11月18日～11月29日(10日)

11月18日～11月29日(10日)

11月25日～11月29日(5日)

11月25日～11月29日(5日)

10月23日～11月7日(13日)

10月23日～11月1日(10日)

11月18日～11月29日(10日)

10月18日～11月1日(15日)

10月22日～11月1日(11日)

11月18日～11月29日(10日)

10月28日～11月16日(17日)

11月5日～11月15日(9日)

10月23日～10月24日(2日)

10月24日～11月7日(13日)

11月18日～11月29日(11日)

10月23日～10月29日(5日)

11月18日～11月29日(11日)

11月18日～11月29日(11日)

都道府県

北海道

岩手県

秋田県

埼玉県

東京都

神奈川県

富山県

石川県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

大阪府

市町

ニセコ町

大樹町

大船渡市

能代市

朝霞市

和光市

久喜市

吉川市

桶川市

小金井市

茅ケ崎市

富山市

射水市

小松市

関ケ原町

岐阜市

静岡市

岡崎市

伊勢市

泉佐野市

枚方市

泉大津市

受入課等

生活環境課

耕地林務課

土木課

生活環境課

環境政策課

税務課

土木課

耕地林務課

土木課

耕地林務課

土木課

耕地林務課

耕地林務課

耕地林務課

生活環境課

土木課

生活環境課

生活環境課

土木課

耕地林務課

土木課

税務課

耕地林務課

耕地林務課

生活環境課

耕地林務課

耕地林務課

実(延)人数

5人(35人)

1人(11人)

2人(18人)

5人(11人)

6人(18人)

1人(2人)

4人(26人)

1人(5人)

1人(24人)

2人(10人)

1人(10人)

1人(5人)

2人(10人)

6人(39人)

6人(24人)

2人(10人)

4人(19人)

4人(22人)

1人(10人)

3人(17人)

3人(27人)

1人(2人)

1人(13人)

1人(11人)

2人(10人)

1人(11人)

1人(11人)

担当業務

災害ごみ受入

耕地等の災害調査・設計

道路等の災害調査・設計

災害ごみ受入

床下消毒

現地調査・罹災証明発行

道路等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

道路等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

道路等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

災害ごみ受入

道路等の災害調査・設計

災害ごみ受入

災害ごみ受入

道路等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

道路等の災害調査・設計

現地調査・罹災証明発行

耕地等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

災害ごみ受入

耕地等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

　

（１）自治体からの人的支援

※総務課調

63

11



受入期間(実日数)

11月6日～11月15日(9日)

11月18日～11月29日(11日)

11月18日～11月29日(10日)

11月5日～11月14日(9日)

11月1日～11月29日(26日)

11月5日～11月29日(16日)

11月11日～12月27日(35日)

10月18日～10月24日(4日)

11月6日～12月26日(37日)

11月11日～11月29日(15日)

11月1日～11月29日(20日)

11月6日～11月22日(9日)

11月5日～11月8日(4日)

10月18日～10月30日(9日)

10月21日～10月25日(4日)

10月18日～10月25日(5日)

都道府県

兵庫県

奈良県

和歌山県

熊本県

鹿児島県

長野県

合計

市町

芦屋市

西宮市

生駒市

有田市

熊本市

肝付町

長野県

茅野市

岡谷市

諏訪市

下諏訪町

富士見町

小諸市

軽井沢町

佐久税務署

受入課等

耕地林務課

耕地林務課

耕地林務課

耕地林務課

耕地林務課

耕地林務課

土木課

税務課

土木課

土木課

土木課

耕地林務課

耕地林務課

生活環境課

生活環境課

生活環境課

実(延)人数

4人(18人)

1人(11人)

4人(20人)

1人(9人)

1人(26人)

9人(36人)

3人(36人)

13人(15人)

6人(42人)

4人(18人)

6人(20人)

3人(9人)

1人(4人)

16人(18人)

8人(8人)

11人(12人)

担当業務

耕地等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

道路等の災害調査・設計

現地調査・罹災証明発行

道路等の災害調査・設計

道路等の災害調査・設計

道路等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

耕地等の災害調査・設計

災害ごみ受入

災害ごみ受入

災害ごみ受入

３７団体（１都１道１府１６県　１県２８市７町１機関　計１５９人（７１１人））

被害の様子【災害廃棄物の処理①】
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受入期間(実日数)

令和2年4月1日～令和3年3月31日

令和2年1月1日～3月31日

12月9日～令和2年3月31日

令和2年4月1日～令和3年3月31日

12月9日～令和2年3月31日

令和2年1月1日～3月31日

12月9日～令和2年3月31日

令和2年4月1日～令和3年3月31日

令和2年1月1日～3月31日

令和2年4月1日～令和3年3月31日

都道府県

群馬県

神奈川県

石川県

福井県

岐阜県

静岡県

愛知県

長野県

合計

市町

高崎市

茅ケ崎市

小松市

坂井市

多治見市

静岡市

岡崎市

茅野市

受入課等

耕地林務課

生活環境課

耕地林務課

土木課

耕地林務課

生活環境課

土木課

耕地林務課

土木課

土木課

人数

1人

1人

1人

(交替有)

1人

1人

1人

1人

1人

1人

1人

(交替有)

担当業務

農道等災害復旧等

公費解体制度設計等

農道等災害査定対応等

市道等災害復旧等

農道等災害査定対応等

がれき処理制度設計等

市道等災害査定対応等

農道等災害復旧等

市道等災害査定対応等

市道等災害復旧等

◆　中長期職員派遣【地方自治法第252条の17による派遣】

※総務課調

被害の様子【災害廃棄物の処理②】

８団体　（８県　８市　計１０人）
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品目

布団６点セット

毛布（１０枚入り）

マスク（５０枚入り）

毛布（１０枚入り）

寝具一式

カラーコーン

コーンバー

軍手

ポリ袋

土嚢袋

ブルーシート

寝具一式

カラーコーン

コーンバー

土嚢袋

マスク

土嚢袋

軍手

肌着（男女）

生理用品（昼用）

生理用品（夜用）

カラーコーン

コーンバー

カラーコーン

コーンバー

府県

岩手県

秋田県

神奈川県

新潟県

岐阜県

愛知県

大阪府

福岡県

合計

市町

大船渡市

能代市

由利本荘市

茅ケ崎市

加茂市

関ヶ原町

岡崎市

八尾市

太宰府市

数量

７

４

２０

１０

５０

５０

２５

１０８

3,000

1,200

３０

４０

４０

２０

1,000

1,000

1,200

７２０

各１００

７２０

７６８

２０

２０

１２０

６０

単位

組

箱

箱

箱

組

個

本

組

枚

枚

枚

組

個

本

枚

枚

枚

組

枚

枚

枚

個

本

個

本

（２）自治体からの物的支援

※契約課調

９団体　（１府７県　８市１町）
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品　目

飲料水（５００ｍｌ）

フリーズドライ　

紙コップ

防災マット（厚さ4㎝×横１m×縦２ｍ）

・缶パン６０缶　ビスコ２０箱　

水50０ml２４本入×２５６箱　

ウェットティッシュ　４１０袋

カイロ　３８２０個

非常時用食料

　ビスコ２０箱　

　野菜スープ　２４袋×４３箱

　そぼろ　２４袋×１８箱

　ポテトサラダ　２４袋×２６箱

　ハンバーグ　２４袋×２６箱

　筑前煮　２４袋×２６箱

　牛丼　　２４袋×３５箱

　中華丼　２４袋×３５箱

飲料水（２ℓ）

飲料水（５００ｍｌ）

携帯ラジオ（名古屋市の方より支援い

ただいたもの）

スプレー消毒剤（パストリーゼ７７　

５００ｍｌ）

トンパック 

団体名等

千曲設備様

JA浅間様

イオン様

イノアックコーポ

レーション様

双信電機様

コープながの様

長野県庁企業局

竹花美幸県議

ドーバー酒造株式

会社〔軽井沢ブル

ワリー〕様

(株)日興建設様

青木あすなろ建設

(株)様

数量

1,200

200

500

216

240

528

7

240

300

単位

本

食

個

枚

本

本

台

本

袋

（３）民間団体等からの物的支援

※契約課調

左記のとおり
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12 災害ボランティア　

　佐久市社会福祉協議会が１０月１４日に佐久市災害ボランティアセン

ターを開設し、被災された方の要望を確認しながら、多くのボランティ

アの方に活動していただいた。

　被災家屋の片付けなどといった活動を行ってきたが、被災された方の

ご要望や災害廃棄品の片付け状況などの見通しを踏まえ、１１月８日を

もって、佐久市災害ボランティアセンターの活動を終了した。

※佐久市社会福祉協議会調（延べ人数）　　　　

活動件数

28件

13件

13件

1件

0件

17件

16件

12件

0件

7件

6件

0件

2件

2件

0件

0件

0件

0件

2件

0件

0件

0件

0件

119件

活動日

10月14日

  　 15日

  　 16日

  　 17日

  　 18日

  　 19日

  　 20日

  　 21日

  　 22日

  　 23日

  　 24日

  　 25日

  　 26日

  　 27日

  　 28日

  　 29日

  　 30日

  　 31日

11月 1日

11月 2日

11月 3日

11月 4日

11月 5日

合　計

ボランティア数

234人

225人

140人

15人

0人

150人

281人

91人

0人

57人

17人

0人

13人

12人

0人

0人

0人

0人

8人

0人

0人

0人

0人

1,243人
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13 支援金・義援金　

　令和元年東日本台風による甚大な被害に対し、多くの皆さんから心温

まるご支援をいただきました。

　皆さんからお寄せいただいた災害支援金（ふるさと納税寄附金を含む。）

は、被災された方への支援のほか、新たに設置した「防災対策基金」等

へ積み立て、災害に強い、安心安全なまちづくりへの事業に活用させて

いただきました。

※令和２年３月３１日時点　企画課調　　　　　　　　　　　

支援金：自治体に対する寄附で、使い道は自治体に任せるもの

義援金：被災者に対する寄附で、自治体が寄附を受け付け、ルールに基

　　　　づいて被災者に配分するもの

被害の様子【復旧の様子（11月6日）】

件数

2,076件

561件

種別

支援金

義援金

金額

66,108,516円

38,965,066円
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14 被災者の生活再建に向けた支援制度申請状況　

※福祉課・建築住宅課調

◆　市営住宅等入居人数

※建築住宅課調

該当数

２名

１０４組

１９８世帯

２０５世帯

２０５世帯

－

－

－

支援制度

災害弔慰金

災害見舞品（寝具）

災害見舞金

災害支援金

災害義援金

被災者生活再建支援金

（県・市独自）

被災者生活再建支援金

（被災者生活再建支援法）

住宅の応急修理

内容

災害で亡くなった方の

遺族に弔慰金を支給

被災世帯に寝具を支給

被災世帯に見舞金を支給

被災世帯に支援金を支給

被災世帯に義援金を支給

住宅が半壊した世帯に支援金を支

給

住宅が全壊・大規模半壊した

世帯に支援金を支給

住宅の被害の程度に応じ必要最小

限度の応急修理費用を市が負担

申請数

－

－

－

－

－

１１８世帯

３２世帯

８８件

世帯数

１１世帯

人数

３４名
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15 対応状況・記録写真　

◆　市の主な対応状況

内容

台風１９号の警戒

万全の体制構築

台風１９号の警戒

台風１９号の警戒

【警戒レベル３】
対象：内山地区

避難場所開設
対象：平賀・三家・中込新町

避難場所開設
対象：志賀

【警戒レベル４】

対象：内山地区

【警戒レベル４】

対象：滑津川付近

大雨特別警報発表

【警戒レベル４】

対象：香坂・志賀地区

市内全小中学校開設

身を守る最善の行動を

雨に対する警戒

避難場所開設
対象：蕃松院近隣

避難場所開設
対象：蕃松院・宮東団地近隣

避難場所開設
対象：上中込

今後の気象情報、
各対策部の現状、対応等

今後の気象情報、
各対策部の現状、対応等

防災行政無線・さくネット等

緊急部長会議

災害警戒本部設置

防災行政無線・さくネット等

防災行政無線・さくネット等

非常体制【職員】

避難準備・高齢者等避難開始発令
【防災行政無線・さくネット等】
【エリアメール】

防災行政無線・さくネット等

防災行政無線・さくネット等

災害対策本部設置

避難勧告発令
【防災行政無線・さくネット等】
【エリアメール】

避難勧告発令
【防災行政無線・さくネット等】
【エリアメール】

Ｊアラート

避難勧告発令
【防災行政無線・さくネット等】
【エリアメール】
防災行政無線・さくネット等
【エリアメール】

防災行政無線・さくネット等
【エリアメール】

避難勧告解除

災害対策本部会議

防災行政無線・さくネット等

防災行政無線

防災行政無線

防災行政無線

災害対策本部会議

災害対策本部会議

災害復旧・復興
推進本部移行

日時

10月10日　12時30分

10月11日　 9時00分

10月11日　10時00分

10月11日　13時00分

10月12日　 8時00分

10月12日　10時11分

10月12日　10時45分

10月12日　12時45分

10月12日　12時55分

10月12日　14時00分

10月12日　14時45分

10月12日　15時25分

10月12日　15時30分

10月12日　16時15分

10月12日　16時46分

10月12日　20時40分

10月13日　11時40分

10月13日　16時45分

10月14日　11時20分

10月14日　14時15分

10月14日　17時35分

10月14日　19時20分

10月15日　15時30分

10月17日　 8時30分

11月 2日   0時00分
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被害の様子【湯川（10月13日）】

被害の様子【大沢（10月13日）】
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被害の様子【前山（10月13日）】

被害の様子【太田部（10月13日）】
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被害の様子【杉の木（10月13日）】
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被害の様子【杉の木（10月13日）】
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被害の様子【杉の木（10月13日）】
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被害の様子【杉の木（10月13日）】
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被害の様子【内山（10月13日）】

被害の様子【黒田（10月13日）】
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被害の様子【常和（10月13日）】

79

15



被害の様子【志賀（10月13日）】
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被害の様子【香坂（10月13日）】

被害の様子【上中込（10月13日）】

81

15



被害の様子【清川（10月13日）】
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被害の様子【入沢（10月13日）】

83

15



被害の様子【三分（10月13日）】

被害の様子【宮代（10月13日）】
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被害の様子【丸山（10月13日）】

被害の様子【湯原新田（10月13日）】
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被害の様子【中津橋（10月13日）】

被害の様子【塩名田（10月13日）】
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１）当日の

　　　気象データ

（気象庁提供）
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10月13日　常和



２）支援・サービス

（市ホームページ・

　　市広報紙別冊）
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トップページ くらし・手続き いざというときに 防災・消防 令和元年台風19号関係
令和元年台風第19号に伴い受けられる支援やサービス等

更新日� 2019年10月29日

1 相談窓口・通訳

2 罹災（りさい）証明の発行

3 お風呂

4 ごみ

5 住宅の消毒・提供・修理・融資・保険金

6 下水道・し尿汲み取り

7 携帯電話の充電、公衆無線ＬＡＮ

8 見舞品（寝具）の支給・支援金・貸付け等

9 教育・子育て

10 農業・商業

11 税金・保険料関係

12 予防接種

13 その他

令和元年台風第19号に伴い受けられる支援やサービス等

申請や届け出方法等につきまして、それそれの所管課等（出張所を除く）にお問い合わせください。

更新履歴

令和元年10月29日(1-4 休日相談窓口を追加しました。)
令和元年10月28日(5-5 住宅の応急修理、5-6自然災害による住宅災害保険金、12-1 予防接種、13-4 所証明手数料の免除を追加しました。)

1 相談窓口・通訳

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 健康相談
(窓口相談・個別訪問・
地区へ出向いての相談
等）
こころと体の健康相談
をお受けします
（PDF� 453KB）

市民 64歳までのこころや体に関
する一般健康相談

無料 不要 健康づくり推進課
各支所

健康づくり推進課
健康増進係
62-3189
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

65歳からのこころや体に関
する一般健康相談

高齢者福祉課
各支所

高齢者福祉課
高齢者福祉係
62-3157
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

2 通訳・相談 市民 定住外国人支援推進員によ
る中国語、ポルトガル語、

無料 不要 移住交流推進課 移住交流推進課
交流推進係
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タイ語の通訳・相談 62-3283

3 納税相談 納税義務者 被害に遭われた方の納税の
相談について、佐久市役所
本庁舎収税課で相談窓口を
設置

 不要 収税課 収税課
収税係
62-3043

4 休日窓口の開設 市民 日時
11月2日（土曜）
11月3日（日曜）
11月9日（土曜）
11月10日（日曜）
いずれも午前9時から午後5
時まで
場所
佐久市役所本庁2階　福祉課
申請・相談内容
1　被災者生活再建支援金支
給申請
2　住宅の応急修理
3　健康相談
4　その他相談
休日窓口の開設について
（PDF� 47KB）

 既に発行され
ている方はお
持ちくださ
い。

福祉課
建築住宅課
健康づくり推進課
高齢者福祉課　ほか

福祉課
地域福祉係
62-2919

2 罹災（りさい）証明の発行

 項目 対象 内容 割合 担当課 問合せ先

1 罹災証明書の発行 市民 居住する家屋が受けた被害状況に
ついて、必要な証明書を発行しま
す。
被害の程度の判定のために、随時
現地調査を行いますので、発行ま
で日数を必要とします。
※協力団体　長野県行政書士会

無料 税務課
各支所

税務課　資産税係
62-3040
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

2 被災届出証明書の発行 市民 居住する家屋以外の物件等に受け
た被害状況について、被災者から
市に届出があった旨を証明しま
す。
被害写真等による確認のみで証明
を行います。
※協力団体　長野県行政書士会

無料 税務課
各支所

税務課　資産税係
62-3040
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

3 罹災証明書の発行 市内商工業者等 事業所等の被災状況について、必
要な証明書を発行します。

無料 商工振興課 商工振興課
商工振興労政係
62-3265

3 お風呂

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 入浴の提供 市民 佐久市福祉会館
10月15日から無料
10月21、28日、11月5
日、6日、11日、18日、25
日、26日は休館日となりま
す。

無料 不要 生活環境課 生活環境課
環境衛生係
62-3094

2 入浴の提供 市民 「あいとぴあ臼田」の一般
入浴施設を10/15から無料
開放し、時間も10� 00～
19� 00（通常は16� 00）
まで時間延長。平日だけで
なく土日も開放していま
す。

無料 不要 高齢者福祉課 あいとぴあ臼田
81-5555

3 入浴の提供 市民 「長寿閣」の一般入浴施設
を10/15から無料開放し、
利用時間も10� 00～19�
00（通常は15� 00）まで

無料 不要 高齢者福祉課 長寿閣
67-5575
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時間延長しています。な
お、土、日、祝日は休館
日。22日（火曜）は営業し
ます。

4 入浴の提供（外部サイ
ト）

罹災証明書を
受けた住家に
居住している
者（佐久市以
外で罹災証明
書を受けた方
も対象となり
ます)

「布施温泉」、「穂の香乃
湯」、「もちづき荘」、
「ゆざわ荘」にて、被災さ
れた方に日帰り入浴を無料
で提供します。
期間　令和元年10月24日～
令和2年1月31日
入浴提供について（PDF�
125KB）

無料 初回のみ罹災
証明書の写し
が必要となり
ます。（入浴
許可証を発行
します）
罹災証明書が
発行されるま
では、各施設
にて「入浴受
付書」を記入
してくださ
い。

観光課 布施温泉
53-0181
穂の香乃湯
58-0033
もちづき荘
52-2515
ゆざわ荘
52-0022

5 入浴料の割引（外部サ
イト）

罹災証明書を
受けた方
(佐久市在住
の方に限りま
す)

平尾温泉みはらしの湯で
は、被災された方の入浴料
を割引します。
期間 令和元年12月末まで

大人・中人
800円→400
円
小人
400円→200
円
未就学児
100円
3歳未満
無料

写しをご持参
ください。

観光課 平尾温泉みはらしの
湯
68-0261

4 ごみ

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 災害ごみ 市民 災害ごみの受入れ
うな沢第2最終処分場
宇とう南沢処分場
にて当面の間実施します。
10月27日までは
午前9時から午後5時まで
10月28日からは
午前9時から正午
午後1時から午後3時半まで
※協力団体　佐久市建設業
協会

無料 不要 生活環境課 生活環境課
環境衛生係
62-3094

5 住宅の消毒・提供・修理・融資・保険金

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 消毒薬などの配付 床上浸水の被
害を受けた方

区より報告のあった方又は
それ以外で床上浸水の被害
を受けた方に消毒薬などを
配付します。窓口は佐久市
保健センターと各支所で
す。

全対象者に1
セット無料配
布

不要 健康づくり推進課
各支所

健康づくり推進課
保健予防係
62-3527
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

2 床下消毒 市民 噴霧器による消石灰の散布 無料 不要 環境政策課
各支所

環境政策課
環境保全係
62-2917
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111
各経済建設環境係

3 市営住宅の提供 市民 自宅が被災等で使用できな 使用料3か月 不要 建築住宅課 建築住宅課
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い被災者に対し、市営住宅
を最長1年間提供します。

無料
4か月目以降
は各団地の最
低額の使用料
※り災証明書
（全壊、大規
模半壊、半
壊）の提出が
あれば1年間
無料

（あれば減免
期間の延長）

住宅係
62-3430

4 災害復興住宅融資（外
部サイト）

罹災証明書を
交付されてい
る方
※その他の条
件もあります

住宅復旧のための建設・購
入資金ならび補修資金に対
する融資
申込期間　罹災日から2年以
内

建設・購入な
らびに補修の
場合につい
て、それぞれ
融資金利、限
度額、償還期
間等がありま
す。

写し及び原本
の提示が必要
となります。

建築住宅課 住宅金融支援機構災
害専用ダイヤル
0120-086-353
受付時間
9� 00～17� 00

5 住宅の応急修理 全壊・大規模
半壊・半壊・
一部損壊（準
半壊）の
り災証明が発
行された方

被災されたご自宅を応急修
理する場合、被害の程度に
応じ必要最小限度の応急修
理費用を佐久市が負担しま
す。
被災された皆様へ
（R.1.10.28版）（PDF�
863KB）

上限59万5千
円(一部損壊
(準半壊)の場
合上限30万
円)

原本の提示が
必要となりま
す。

建築住宅課 建築住宅課
建築係
62-6637
住宅係
62-3430

6 自然災害による住宅災
害保険金

佐久市勤労者
互助会加入の
方

床上浸水 18,000円 写しでも可
(修理業者に
よる見積書も
必要)

商工振興課 商工振興課
商工振興労政係
62-3265

床上浸水以外 被害の程度に
よる
9,000円から
90,000円

6 下水道・し尿汲み取り

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 下水道使用料の
減免

市民 被災した方の下水道使用料 未定 写しでも可 下水道課 下水道管理センター
63-0101

2 し尿汲み取り料金の減
免(補助)

市民 家屋等への浸水が原因で、
汲み取りが必要になった方
への汲み取り料金の減免

未定 写しでも可 生活環境課 佐久平環境衛生組合
62-1119

7 携帯電話の充電、公衆無線ＬＡN

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 携帯電話等充電 どなたでも 充電ケーブルを持参してい
ただければ、携帯電話等を
無料で充電可。市役所、各
支所にて。
利用可能時間　8:30～
17:15
（土日祝日を除く）

無料 不要 契約課
各支所

契約課
用度係
62-3084
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

2 公衆無線ＬＡＮ
（Wi-Fi）解放

どなたでも 市内28ヶ所の公共施設で、
利用規約同意のみ（認証不
要）でWi-Fiを利用可。
利用可能時間　24時間（各
施設の開館時間内）
1回あたり接続時間　15分
（何度でも接続可能）

無料 不要 広報情報課 広報情報課
情報政策係
62-3923

3 携帯電話等充電 どなたでも 佐久情報センターで、充電
ケーブルを持参していただ
ければ、携帯電話等を無料
で充電可。
利用可能時間　9:00～

無料 不要 広報情報課 佐久情報センター
64-5556
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18:00
休館日（月曜、祝日の翌
日）除く

4 携帯電話等充電 どなたでも 10/16～「あいとぴあ臼
田」の窓口にて、携帯電話
等を無料で充電可能

無料 不要 高齢者福祉課 あいとぴあ臼田
81-5555

8 見舞品（寝具）の支給・支援金・貸付け等

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 災害見舞金・見舞品
（寝具）の支給

市民 災害による怪我及び家屋に
被害を受けた世帯に見舞金
及び見舞品を支給します。

被害の程度に
よる
(3万円から
10万円）

不要 福祉課 福祉課　地域福祉係
62-2919

2 被災者生活再建支援金
の支給

市民 災害により家屋に著しい被
害を負った世帯に支援金を
支給します。
被災者生活再建支援制度の
ご案内（PDF� 164KB）

被害の程度や
世帯数による
(37万5,000
円から300万
円）

必要 福祉課
各支所

福祉課　地域福祉係
62-2919
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

3 災害弔慰金の支給 市民 災害により亡くなられたご
遺族に、弔慰金を支給しま
す。

500万円
(世帯主)
250万円(そ
の他)

不要 福祉課
各支所

福祉課　地域福祉係
62-2919
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

4 災害障害見舞金の支給 市民 災害により負傷や疾病にか
かり、別に定める程度の障
害があるとき、障害見舞金
を支給します。

250万円
(世帯主)
125万円
(その他)

不要 福祉課
各支所

福祉課　地域福祉係
62-2919
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

5 災害援護資金の貸付け 市民 災害により家屋等に被害を
受けた世帯に貸付けを行い
ます。

被害の程度に
よる
(150万円か
ら350万円)

必要 福祉課
各支所

福祉課　地域福祉係
62-2919
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

9 教育・子育て

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 児童手当の認定請求 児童手当受給
者

児童手当認定請求時の添付
書類を本人の申立書をもっ
て代えることができます。
※支所でも受付はできま
す。

 不要 子育て支援課 子育て支援課
子育て支援係
62-3149

2 児童扶養手当の認定請
求

児童扶養手当
受給者

児童扶養手当認定請求で特
例措置が受けられる場合が
あります。

 写しでも可 子育て支援課 子育て支援課
子育て支援係
62-3149

3 長野県母子父子寡婦福
祉資金貸付制度

ひとり親家庭 福祉資金の貸付けに関して
特例措置が受けられる場合
があります。

 写しでも可 子育て支援課 子育て支援課
子育て支援係
62-3149

4 保育の提供 児童 災害や病気によって家庭で
の保育が困難な方は、保育
を受けられる場合がありま

 不要 子育て支援課 子育て支援課
保育係
62-3149
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す。（保育所等入所、一時
保育事業、病児保育事業）

5 ランドセルの提供 児童 ランドセルを災害により使
用できない児童に提供

無料 不要 学校教育課 学校教育課
学務係
62-3478

6 学用品の提供 児童・生徒 学用品の提供 無料 不要 学校教育課 佐久地域こども応援
プラットフォーム学
用品リユース実行委
員会
090-3473-8387

7 教科書の提供 児童・生徒 教科書を災害により使用で
きない児童に提供

無料 不要 学校教育課 学校教育課
学務係
62-3478

10 農業・商業

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 共済金の支払い 市民
（農業者）

農業共済加入者について
は、共済金が支払われる可
能性があるため、農業共済
組合へお問い合わせくださ
い。

 不要 農政課 長野県農業共済組
合　東信地域センタ
ー
住所� 佐久市塩名田
390
電話� 58-2580
FAX� 58-2590

2 融資に関する相談 市民
（農業者）

金融機関からの融資につい
て、融資の迅速化や既存融
資にかかる返済猶予等の貸
付条件の変更等について適
時的確な措置を講ずるよ
う、国から各金融機関に要
請が行われているので、各
金融機関へお問い合わせく
ださい。

 場合によって
は必要となり
ます。

農政課 各金融機関

3 農地の災害復旧補助 被災耕作者 農地の法面復旧や土砂だし
等に要する費用の一部補助
（補助要件等あるため、事
前相談が必要）

10分の9以内
(上限あり)

不要 耕地林務課 耕地林務課
農村整備係
62-3247

11 税金・保険料関係

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 市県民税
固定資産税
の納期の延長

納税義務者 災害を理由として、交通の
途絶等により納付期限まで
に納付することができない
納税者は、期限の延長を受
けることができます。

普通徴収納税
者　2か月以
内
特別徴収納税
義務者　
30日以内
(災害時納期
未到来分)

不要 税務課 税務課
市民税係
資産税係
62-3040

2 法人市民税
市たばこ税
入湯税
の申告期限の延長

納税義務者 災害を理由として、交通の
途絶等により申告期限まで
に申告することができない
納税者は、申告期限の延長
を受けることができます。

納税者　2か
月以内
特別徴収納税
義務者　
30日以内
(災害時申告
期限未到来
分)

不要 税務課 税務課
市民税係
62-3040

3 固定資産税の減免 納税義務者 所有する固定資産の損害を
受けた納税者は、損害の程
度に応じて固定資産税の減
免を受けることができま
す。

全部～10分
の4
(災害時納期
未到来分)

不要 税務課 税務課
資産税係
62-3040

4 市県民税の減免 納税義務者 所有する住宅等の損害金額
（保険金、損害賠償金等に

全部～8分の
1

不要 税務課 税務課
市民税係
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より補てんされるべき金額
を除く。）が、それらの価
格の10分の3以上あり、前
年の合計所得金額が1,000
万円以下の納税者は、市県
民税の減免を受けることが
できます。
災害による市県民税の減免
について（PDF� 122KB）

(災害時納期
未到来分)

62-3040

5 医療機関での受診の際
に保健証が無い場合

市民 災害により保険証を紛失又
は家庭に残したまま避難し
ているため、医療機関等に
提示できない場合は、氏
名、生年月日、連絡先（電
話番号等）、住所を口頭に
てお伝えいただくことで、
保険適用による受診ができ
ます。

 不要 国保医療課
各支所

国保医療課
国保年金係
医療給付係
62-3164
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

6 納税の免除等 国民健康保険
加入者がいる
世帯主(国保
税に滞納がな
い者に限る）

現在居住している住宅が全
壊及び半壊の場合(罹災証明
により判断）、今後納期が
到来する額の納付を、免除
又は軽減することができま
す。
国民健康保険税の減免につ
いて（PDF� 187KB）

全壊� 免除
半壊� 3分の
2減額
（災害時納期
未到来分）

写しでも可 国保医療課
各支所

国保医療課
国保年金係
62-3164
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111　

7 医療機関等での窓口負
担について

国民健康保険
加入者
後期高齢者医
療保険の被保
険者

次のいずれかに該当する方
は窓口でその旨を伝えてい
ただくことで窓口（診療・
調剤及び訪問看護）での支
払いが不要となります。
（令和2年1月末まで）
1　住家の全半壊、全半焼、
床上浸水又はこれに準ずる
被災をされた方
2　主たる生計維持者が死亡
し又は重篤な傷病を負われ
た方
3　主たる生計維持者の行方
が不明である方
4　主たる生計維持者が業務
を廃止、又は休止された方
5　主たる生計維持者が失職
し、現在収入がない方

免除 不要 国保医療課
各支所

国保医療課
国保年金係
62-3164
医療給付係
62-2915
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111　

8 保険料の免除等 国民年金第1
号被保険者
（20歳以上
60歳未満の
方）

住宅等の財産が、概ね2分の
1以上の損害を受けたとき、
免除等を受けることができ
ます。

免除
一部免除
納付猶予

写しでも可 国保医療課
各支所

国保医療課
国保年金係
62-3164
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111　

9 保険料の免除等 後期高齢者医
療保険の被保
険者

住宅、家財等が著しく損害
(罹災証明により判断）を受
けたとき、免除等を受ける
ことができます。

全壊� 免除
半壊� 8割減
額
（災害時納期
未到来分）

写しでも可 国保医療課
各支所

国保医療課
医療給付係
62-2915
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

10 介護保険料の減免 介護保険第1
号被保険者
（65歳以上
の方）

災害により、住宅等が10分
の3以上の損害を受けた時、
介護保険料の免除を受ける
ことができます。
介護保険料の減免申請につ
いて（PDF� 96KB）

減額または免
除

写しでも可 高齢者福祉課 高齢者福祉課
介護保険事業係
62-3154
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減免申請書（様式第14号）
（PDF� 89KB）

11 介護サービス利用者の
利用料の免除

介護サービス
利用者

次のいずれかに該当する方
は、介護サービス事業所に
その旨を伝えていただくこ
とで利用料が免除となりま
す。(令和2年1月末まで)
1 住家の全半壊、全半焼、
床上浸水又はこれに準ずる
被災をされた方
2 主たる生計維持者が死亡
し又は重篤な傷病を負われ
た方
3 主たる生計維持者の行方
が不明である方
4 主たる生計維持者が業務
を廃止、又は休止された方
5 主たる生計維持者が失職
し、現在収入がない方

免除 不要 高齢者福祉課
※各支所でも受付け
はできます

高齢者福祉課
介護保険給付係
62-3154

12 予防接種

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1
高齢者インフルエンザ
予防接種自己負担費用
の免除

65歳以上の
方

次のいずれかに該当する方
は佐久市内のインフルエン
ザ実施医療機関にその旨を
伝えていただくことで自己
負担が免除となります。(令
和元年10月28日から12月
31日まで)
1 住家の全半壊、全半焼、
床上浸水又はこれに準ずる
被災された方
2 主たる生計維持者が死亡
し又は重篤な傷病を負われ
た方
3 主たる生計維持者の行方
が不明である方
4 主たる生計維持者が業務
を廃止、又は休止された方
5 主たる生計維持者が失職
し、現在収入がない方
佐久市からのお知らせ
（PDF� 131KB）
医療機関一覧（PDF�
105KB）

自己負担
1,000円免除 不要 健康づくり推進課

各支所

健康づくり推進課
保健予防係
62-3527
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

13 その他

 項目 対象 内容 割合 罹災証明 担当課 問合せ先

1 マイナンバーカード及
び通知カードの再発行

市民 災害によりマイナンバーカ
ード及び通知カードを紛
失、破損したとき(罹災証明
により判断）

無料 原本確認が
必要となりま
す。

市民課
各支所

市民課　市民戸籍係
62-3087
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111

2 占用料等の減免 市民・事業者 公園施設等にキッチンカー
等を設置し、被災された方
あるいは、支援のためのボ
ランティア活動に従事する
方に無料で飲食等を提供す
る場合

無料 不要 公園緑地課 公園緑地課
公園管理係
62-3424

3 図書の損害賠償 利用者 災害により、借りている図 免除 不要 中央図書館 中央図書館
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お問い合わせ 担当課ページへ

書等を損傷、滅失した場合 67-2111

4 諸証明手数料の免除
各種証明手数料の免除
について（PDF�
127KB）

罹災証明書ま
たは被災届出
証明書の交付
を受けた方
で、被災によ
る保険請求や
融資、公的支
援・援助等を
受けるために
証明書等が必
要な方。

住民票に関する証明書、戸
籍に関する証明書、印鑑証
明書、印鑑登録の再発行の
手数料の免除

免除 罹災証明書ま
たは被災届出
証明書をご提
示ください。
(写しでも可)

市民課
各支所・各出張所

市民課 市民戸籍係
62-3087
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111
浅間出張所
67-2505
野沢出張所
62-0271
中込出張所
62-0059
東出張所
67-3534

所得証明書、課税証明書、
土地・家屋関係証明書等の
手数料の免除

税務課
各支所・各出張所

税務課
市民税係 資産税係
62-3040
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111
浅間出張
67-2505
野沢出張
62-0271
中込出張
62-0059
東出張所
67-3534

納税証明書の手数料の免除 収税課
各支所・各出張所

収税課 管理係
62-3043
臼田支所
82-3111
浅科支所
58-2001
望月支所
53-3111
浅間出張
67-2505
野沢出張
62-0271
中込出張
62-0059
東出張所
67-3534

総務部　総務課
電話� 0267-62-3002（総務・文書法規）・0267-62-3019（人事）
ファクス� 0267-63-1680
お問い合わせはこちらから
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３）市民アンケート

　 調査結果

　 検証報告書
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令和元年東日本台風

(台風第１９号)に

関する市民アンケート

調査結果検証報告書

令和２年３月２３日

危機管理課

令和元年東日本台風

(台風第１９号)に

関する市民アンケート

調査結果検証報告書

令和２年３月２３日

危機管理課
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◆調査目的

　令和元年１０月に発生した台風第１９号により、佐久市は大きな被害

を受けた。今回の台風被害を教訓とし、今後の災害対応に生かしていく

ため、アンケート調査を実施した。

◆調査対象

　９３区９８５世帯

　令和元年１１月１５日現在で、「床上・床下浸水」が２軒以上あった

地域９３区９８５世帯に調査。

　（住民基本台帳より無作為で抽出）

◆調査方法

　郵送により調査票を配布・回収

◆調査期間

　令和元年１２月２７日（金）～令和２年１月１４日（火）

◆調査形式

　選択式（一部記述式）

◆回収率

　５７．７％（５６９世帯）【令和２年２月１８日（火）最終回答】

　回答世帯：５６９世帯　１，７０２名

◆集計上の留意事項

　・アンケートには、その一部又は全部の回答がないものも含まれる。

　・複数回答可能な設問があること等のため、回答数（n）は回収した

　　アンケートの総数と必ずしも一致しない。
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◆　あなた自身と、ご家族のことについてお聞きします。

（１）世帯構成を教えてください。

　●災害発生時、あなたを含めた同居家族は何人でしたか。

　　①回答世帯数　569世帯

　　②平　　　均　2.99人/世帯（1,702人/569世帯）

　　③回 答 合 計　1,702人

　●災害発生時、あなたを含めた同居家族の中に、以下のような方々は

　　いらっしゃいましたか。あてはまるものに○をしてください。

●４人に１人が「要配慮者」
　子どもや高齢者、支援が必要な人、いわゆる「要配慮者」は448人であり、回
答者全体（1,702人）の26％と、回答者の４分の１以上を占めている。
　つまり、４人に１人は「要配慮者」である。
　また、要配慮者に小・中・高校生を加えた631人のうち、65歳以上の高齢者が
49％、乳幼児・小学生といった、自分で避難することが難しい子どもが24％、障
がいがあるなどの理由で介護を要する人が12％いる。
　このことから、自分だけで避難することができない「要配慮者」をどのように
逃がすかが、今後の課題である。
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（２）お住まいの地域、居住年数についてお聞きします。

　●お住まいの地区はどちらですか。

　「その他」は行政区以外の回答があった世帯数

　●佐久市での居住年数は何年ですか。

●居住年数 １０年以上の住民が約９割
　回答数が多かった地区は、臼田・中込・東といった、今回の台風災害で大きな
被害を受けた地域であった。
　佐久市での居住年数は、10年以上佐久市に住んでいるとの回答が約９割であ
った。同一市内に10年以上居住していれば、近所や区、学校や仕事といった、
地域のあらゆる面で繋がりができているはずである。
　今回の台風災害を受け、今後の施策展開へ生かしていくためには、地域の繋が
りが形成されていたのか、（されていたとして）その繋がりは避難の際に生かせ
たかを検証する必要がある。
　いずれにせよ、避難の主体は個人であるが（自助）、個人の力だけでは逃げ切
れない人が相当数いることを地域住民や行政が認識し、地域で助け合い、避難に
つなげるための取り組み（共助、近助）をより推進することが重要である。
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■①内容を理解している

■②見た覚えがない

■③内容を覚えていない

n＝562

①内容を理解している

30％

②見た覚えがない

15％

③内容を覚えていない

55％

◆　普段からの備えについてお聞きします。

　（１）佐久市の防災マップを見たことがありますか。

●佐久市防災マップの理解度不足
　佐久市防災マップは「平成30年３月」に作成、全戸配布している。また、市
ホームページでも公開しており、住民はもちろん、佐久市に拠点を持つ企業も、
それを確認することができる。
　しかしながら、「見た覚えがない」などの回答が７割に及び自然災害への関心
度がないことが分かる。これにより、災害が発生した際、どこへ、どのように逃
げるのかの判断がつきにくくなり、避難が遅れる、といった結果につながるもの
と考える。
　これほど多くの住民が防災マップの内容を理解していないのは、佐久市にこれ
まで大規模災害がなかったことが一因として挙げられる。しかし、「災害の少な
いまち」は、災害が「起こらないまち」ではないことを、住民も行政も認識し直
す必要がある。
　その中で、令和２年度は、台風災害の直後で住民の防災意識も高いことから、
このタイミング絶好の機会と捉え、再度防災マップを発行し、全戸配布にとどま
らず、粘り強く周知に努め、自分の周りで想定されている災害に対する理解を深
めてもらう必要がある。
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0 100 200 300

①災害発生前から思っていて、事前に準備していた

②災害発生前から思っていたが、準備はしていなかった

③近いうちに起きそうだと思っていた

④ここ数年の間に起きそうだと思っていた

⑤被害を受けるような水害は起きないだろうと思っていた

⑥水害によって被害を受けるということを知らなかった

⑦水害の発生が想定されていない地域に住んでいる

■回答数

n＝592

88

154

32

35

240

18

25

　（２）お住まいの地域が洪水などの水害によって避難が必要になる、

　　　　と災害発生前から思っていましたか。

●「災害が少ないまち」 が 「災害が起らないまち」と過信
　回答の41％は「今回のような災害は起きない」と考えていたとの結果が出た。
「佐久市は災害の少ないまち」を「災害が全く起こらないまち」と考えていた住
民が４割いた、という結果である。
　一方で、避難が必要になると予め考えていた住民も41％いた。ただし、その
半数以上は準備をしていなかった。
　佐久市が「災害のないまち」と考える住民は殆どいないと推測するなかで、い
かに、事前に（日頃から）避難の準備をしてもらうか、が課題である。
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■①知っている

■②知らない

n＝554

①知っている

27％

②知らない

73％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

①電話

②FAX

③メール

④スマートフォンアプリ

⑤知っているが登録していない

■回答数

n＝160

14

8

80

17

41

　（３）佐久市情報配信サービス「さくネット」を知っていますか。

　（４）上記（３）で「知っている」とお答えした方にお聞きします。

　　　さくネットに登録していますか。

●防災無線の補完率を高める
　さくネットを知らないとの回答が７割を超えている上、知っている人の半数は、
知っていても登録をしていない現状である。
　一方で、登録している媒体に目を向けると、半数がスマートフォンアプリとな
っており、スマートフォン向けの情報発信は有効であると考えられる。
　さくネットは、屋内や降雨時に有効な情報配信サービスであることから、その
優位性を示し、住民の積極的な加入を促進することが必要である。
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0 100 200 300 400 500

①テレビ

②ラジオ

③新聞

④インターネット

⑤携帯電話・スマートフォン

⑥SNS

⑦防災行政無線

⑧その他

■回答数

n＝1,226

416

64

21

254

36

272

76

87

　（５）防災情報は、どのような方法で収集していますか。

　「⑧その他」の主な意見

　　　・消防団からの情報

　　　・地域の有線放送

　　　・区長、民生児童委員など地域の役員からの情報　　　など

●佐久ケーブルテレビの加入率を上げることが有効となる
　回答者の34％はテレビからの情報を得ており、次いで携帯電話・スマートフォ
ンが22％、防災行政無線が21％となっている。
　テレビは、テロップを活用することで正確かつ速やかな情報発信が可能である
が、特に民放各社のニュースの場合、システムのネットワークは構築され、活用
しているが、佐久市や長野県の情報がなかなか発信されないこともある。
　このため、佐久ケーブルテレビなど地元のテレビ局が地域の情報を発信するな
ど、住民が欲しい情報を届けるための有効な手段となり得る。
　携帯電話やスマートフォンに対する情報発信は、上記の結果のほか、94.8％と
いう携帯電話・スマートフォンの普及率（総務省「通信利用動向調査（2017年）」）
を考えても、十分有効であるといえる。
　今後は、防災行政無線の音声を携帯電話・スマートフォンへ直接発信できる方
法も検討し、より確実で有効な情報の伝達方法を探っていく。
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■①決めていた

■②決めていなかった

n＝553

①決めていた

33％

②決めていなかった

67％

■①決めていた

■②決めていなかった

n＝561

①決めていた

46％

②決めていなかった

54％

　（６）災害時、家族等（遠方の方含む）と連絡を取る方法を決めて

　　　　いますか。

　（７）災害時、どこに避難するかを事前に決めていましたか。

●家族の安否確認が「混乱や移動によるリスク」を防ぐ鍵になる
　約７割の回答者が、家族と連絡を取る方法を決めていないことが分かった。災
害時は、通信障害や停電、回線の混雑やサーバーに不具合が生じるなどの理由で、
音声通話やメールの送受信に障害が発生する。
　こうしたときに、事前に連絡を取る方法を決めていないことで、パニックとな
り、お互いに探し合うなどの行動をとることで、危険箇所等へ侵入するなど、冷
静な判断力効かない恐れがある。
　こうした障害の影響を極力回避する方法として、災害伝言ダイヤル171や、遠
くの親せきに中継してもらい、家族間で安否確認を行う、といった方法等を習得
する機会として、出前講座等で周知する。

●避難が必要となる災害は「起こることはない」という意識の表れ
　約半数が、どこへ避難するかを事前に決めていなかった。
　避難先を予め決めていなかったということは、市の避難所が指定開設されてか
ら、そこへ向かう為の準備をし、避難行動へと移るため、周囲の状況が分からな
い中での避難となり、避難する際も危険にさらされることとなる。
　また、災害が起これば行政がしっかりした避難所を開設するから大丈夫だろう、
という行政任せとも受け取れる。
今後は、災害対応の基本は「自助」であること、その一つに、「自主避難」があ
ること。「公助」には限界があることも住民に理解してもらう必要がある。
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■①決めていた

■②決めていなかった

n＝562

①決めていた

33％

②決めていなかった

67％

■①準備していた

■②準備していなかった

n＝215

①準備していた

64％

②準備していなかった

36％

　（８）災害時、何を持って避難するかを事前に決めていましたか。

　（９）上記（８）で「決めていた」とお答えした方にお聞きします。

　　　持って行くものは事前に準備していましたか。

●避難所等の早めの開設時間を設定
　何を持って避難するかを「決めていた」が全体の３分の１だが、その約４割は
決めていたにも関わらず持出品の準備をしていなかった。
　その分、避難が必要だと知ってから、持出品を準備しており、避難行動に移る
までに時間を費やすことが分かる。
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■①内容をよく理解している

■②聞いたことはある

■③知らない

n＝560

①内容をよく理解している

33％

②聞いたことはある

57％

③知らない

10％

　（10）平成31年度から始まった「５段階の警戒レベル」を知ってい

　　　　ますか。

●従来の「避難勧告・指示」に捉われ、警戒レベル周知が必要
　「５段階の警戒レベル」は、国が改定し、令和元年５月29日より運用開始さ
れた。佐久市では、広報さくライフの特集や生活便利帳、防災タウンページへの
掲載に加え、シールを作成して全戸配布するなど、周知方法を工夫した結果、９
割が「内容を理解している」、「聞いたことはある」の回答結果だった。
　しかしながら、約７割は、「警戒レベル」と聞いても「どうしていいか分から
ない」、ともいえる。
　このため、警戒レベルについて、さらなる周知が必要となる。

　※現在、国では、今回の台風災害を受け、警戒レベル制度の見直しを検討して
いる。
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■①避難した

■②避難しなかった

n＝564
①避難した

82％

②避難しなかった

18％

0 100 200 300 400

①家族

②近所の人

③親戚、友人

④消防団

⑤自主防災組織（区）

⑥警察・消防

⑦民生児童委員

⑧一人で避難

⑨その他

■回答数

n＝527

11

35

3

5

7

10

13

76

367

◆　今回の台風での、避難時のことについてお聞きします。

　（１）あなたは避難しましたか。

　（２）あなたは誰と一緒に避難しましたか。

　「⑨その他」の主な意見

　　　　　・ペット

　　　　　・息子の家族などの親族

　　　　　・ヘルパーなど介護者　　　等

●約１割の「一人で避難した人」のリスクを地域でカバーする体制づくり
　８割を超える回答者が、家族又は近所の人と避難している。
　そのほかにも、消防団や区の役員、自主防災組織など地域住民と一緒に避難し
たとしており、回答の多くは複数人で避難したと回答している。
　その一方で、１割弱は一人で避難している。
　避難の際は、避難経路にどのような危険リスクがあるか分からないため、複数
人で避難する体制の構築が求められる。
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　（３）あなたが避難した場所、おおよその時刻を教えてください。
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避難者が住んでいる地域
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■記載なし
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【佐久城山小学校】

資
料

121



0

2

4

6

8

10

12

14

16

【内山  ➡  城山小学校】避難した時刻

10
月
12
日
 A
M

10
月
12
日
 1
2時

〜
13
時

10
月
12
日
 2
1時

〜
22
時

10
月
12
日
 1
3時

〜
14
時

10
月
12
日
 1
4時

〜
15
時

10
月
12
日
 1
5時

〜
16
時

10
月
12
日
 1
6時

〜
17
時

10
月
12
日
 1
7時

〜
18
時

10
月
12
日
 1
8時

〜
19
時

10
月
12
日
 1
9時

〜
20
時

10
月
12
日
 2
0時

〜
21
時

10
月
12
日
 2
2時

〜
23
時

10
月
12
日
 2
3時

〜
24
時

10
月
13
日

そ
の
他

n＝49

2 2

000000

3

14
13

7

33
2

世帯数

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

【平賀  ➡  城山小学校】避難した時刻

10
月
12
日
 A
M

10
月
12
日
 1
2時

〜
13
時

10
月
12
日
 2
1時

〜
22
時

10
月
12
日
 1
3時

〜
14
時

10
月
12
日
 1
4時

〜
15
時

10
月
12
日
 1
5時

〜
16
時

10
月
12
日
 1
6時

〜
17
時

10
月
12
日
 1
7時

〜
18
時

10
月
12
日
 1
8時

〜
19
時

10
月
12
日
 1
9時

〜
20
時

10
月
12
日
 2
0時

〜
21
時

10
月
12
日
 2
2時

〜
23
時

10
月
12
日
 2
3時

〜
24
時

10
月
13
日

そ
の
他

n＝34

0

1

00

1

00

2

8

5

6

22

0

7

世帯数

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

【常和  ➡  城山小学校】避難した時刻

10
月
12
日
 A
M

10
月
12
日
 1
2時

〜
13
時

10
月
12
日
 2
1時

〜
22
時

10
月
12
日
 1
3時

〜
14
時

10
月
12
日
 1
4時

〜
15
時

10
月
12
日
 1
5時

〜
16
時

10
月
12
日
 1
6時

〜
17
時

10
月
12
日
 1
7時

〜
18
時

10
月
12
日
 1
8時

〜
19
時

10
月
12
日
 1
9時

〜
20
時

10
月
12
日
 2
0時

〜
21
時

10
月
12
日
 2
2時

〜
23
時

10
月
12
日
 2
3時

〜
24
時

10
月
13
日

そ
の
他

n＝5

11

2

1

世帯数

122



0

2

4

6

8

10

12

14

16

避難した時刻

10
月
12
日
 A
M

10
月
12
日
 1
2時

〜
13
時

10
月
12
日
 1
3時

〜
14
時

10
月
12
日
 1
4時

〜
15
時

10
月
12
日
 1
5時

〜
16
時

10
月
12
日
 1
6時

〜
17
時

10
月
12
日
 1
7時

〜
18
時

10
月
12
日
 1
8時

〜
19
時

10
月
12
日
 1
9時

〜
20
時

10
月
12
日
 2
0時

〜
21
時

10
月
12
日
 2
1時

〜
22
時

10
月
12
日
 2
2時

〜
23
時

10
月
12
日
 2
3時

〜
24
時

10
月
13
日

そ
の
他

n＝51

1
0000

2

1

5

12

14

7

1
00

8

世帯数

避難者が住んでいる地域

■中込

■香坂

■平賀

■志賀

■岩村田

■田口

n＝51

中込

47％

香坂

27％

平賀

12％

志賀6％

田口2％

岩村田6％

【市民創錬センター】
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【東小学校】　　　　　　　　　　　【青沼小学校】

【東中学校】　　　　　　　　　　　【泉小学校】

【中込小学校】　　　　　　　　　　【田口小学校】
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「①台風の前日までに考えた人」が実際に避難した時刻
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■①台風の前日までに考えた

■②台風当日の午前中に考えた

■③台風当日の夕方までに考えた

■④避難は考えなかった

　　　　　　　　　n＝454

①台風の前日までに考えた
6％

②台風当日の午前中に
考えた
31％

③台風当日の夕方までに
考えた
41％

④避難は考えなかった
22％
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　（４）避難することをいつから考えましたか。
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「③台風当日の夕方までに考えた人」が実際に避難した時刻
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「④避難は考えなかった人」が実際に避難した時刻
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●降り始めからの雨量２００ミリを目途に職員体制を確立
　避難したとする人の51％が10月12日15時～17時の間に避難したとしている。
これは、市が「警戒レベル４ 避難勧告」を発令し、「小中学校を避難所として
開設した」タイミングであり、気象庁が「大雨特別警報」を発表した時間帯であ
る。また、19時以降に避難行動をとった人は少数であることから、夜の避難は
危険と判断した人が多かった結果とも考えられるので、「垂直避難」をさらに促
進する。
　ただし、今回の台風災害では、日本接近の一週間前から報道機関より天気予報
などで報じられているほか、防災行政無線でも接近の数日前から注意喚起してい
ることから、接近の前日（11日）や当日（12日）の午前中といった、早い段階
での「自主避難」への理解を進める。
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0 50 100 150 200

①テレビ・ラジオからの情報

②隣近所等の声掛け

③消防団等の声掛け

④防災行政無線・エリアメール

⑤その他

■回答数

n＝620

74

115

131

158

142

　（５）避難を始めたきっかけは何ですか。

　「⑤その他」の主な意見

　　　・区長や区の役員からの声掛け

　　　・家族、親戚などからの声掛け

　　　・水位や川の様子を自分で確認して　　　等

●避難行動を起こすきっかけは「声掛け」が有効
　防災行政無線や緊急速報メール（エリアメール）による情報がきっかけとなり、
避難した回答が25％と最も多かった。
　一方で、消防団等の声掛けや隣近所等の声掛けを合わせると40％となり、「人
からの声掛け」が、避難のきっかけとして最も多いものであった。
　ただし、中には声をかけられても避難しない人もいたことから、声のかけ方や
伝え方を工夫するなどすることで、より多くの人を避難させられると考える。
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①テレビ・ラジオ

②SNS

③インターネット

④消防団・区長・民生児童委員等

⑤エリアメール

⑥防災行政無線

⑦その他

■回答数

n＝649

97

22

39

142

106

214

29

　（６）避難情報は、どのような方法で知りましたか。

　「⑦その他」の主な意見

　　　・家族、親族からの声掛け、遠くに住む家族からの連絡

　　　・地域の方からの声掛け

　　　・市役所に電話して確認した　　　等

●情報を知った人が、隣近所に声掛けし逃がすための仕組みづくりが必要
　回答の３割超が、ひと伝えに避難情報を知ったという結果となった。
　先の（５）と合わせて考えても、人の声掛けがいかに避難させることが有効か
が分かる。
　また、防災行政無線（22％）や緊急速報メール（エリアメール）（16％）な
ど、行政からの情報も避難に生かされている。特に、防災行政無線は「災害時聞
こえない、聞き取りにくい」という声も寄せられるが、逆を返せば、「聞こえて
いる」とも言える結果である。
　また、実際には、その情報を避難のきっかけとしている人も多くいることが分
かる結果である。
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■①積極的に行った

■②行政からの情報を待つなど、

　受け身だった

n＝454

①積極的に行った

48％
②行政からの情報を待つなど、

受け身だった
52％

■①十分だった

■②不十分だった

n＝454

①十分だった

37％

②不十分だった

63％

　（７）あなたは、自分から積極的に情報収集しましたか。

　（８）あなたは、自身の情報収集は十分だったと思いますか。

●自身や家族の身を守るために最低限の出来ること
　情報の収集を積極的に行った人と、行政からの情報を待つだけだった人の割合
がほぼ半々だった。
　情報収集が受け身であった人たちは、避難先での物資の供給なども行政任せで
ある可能性があることから、積極的な情報収集の重要性を伝えていく必要がある。

●なぜ不十分だったかを考える
　６割からの回答が「不十分だった」と振り返っている。
　「不十分だった」ものは「情報」なのか情報を収集する「意識」だったのか、
でも変わってくる。まずは情報を収集する「意識付け」が必要と考える。
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■①声を掛け合って避難した

■②声を掛け合わなかった

n＝435

①声を掛け合って避難した

64％

②声を掛け合わなかった
36％

■①徒歩

■②自動車

■③その他

n＝461

①徒歩

8％

②自動車
88％

③その他

4％

　（９）避難の際、隣近所で声を掛け合って避難しましたか。

　（10）どのような方法で避難しましたか。

　「③その他」の主な意見

　　　・消防署、消防団の車　・自家用車　・市の公用車、バス　等

●約９割が１０年以上居住していることが功を奏した
　回答の６割超が、隣り近所で声を掛け合って避難した。
　この「共助」の割合を増やしていく取り組みを進め、逃げ遅れゼロを目指す。
　一方で、４割弱の人は声をかけずに避難した。地域コミュニティは、日頃のあ
いさつなどの声掛けから始まることから、地域の防災・減災活動の一歩は「あい
さつ」からを強調することで、地域の調和を育む。

●交通弱者が人的被害を拡大する
　約９割近い回答が「車（自家用車）で避難した」としている。
　車での避難は、人や荷物を一度に運べるほか、雨に濡れなくて済むため、多く
が移動手段としたものと考える。
　しかし、車での避難には、避難所での駐車に限りがあり、駐車に時間を費やす
ことで自身だけでなく、他の避難者への支障をおよぼすほか、今回の人的被害を
生んでしまった要因も移動中の発生であった。避難の際は徒歩が原則であり、車
で避難するなら早いうちに、ということを周知する必要がある。
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■①感じた

■②感じなかった

n＝452

①感じた

48％②感じなかった
52％
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身の危険を感じた方が避難した時刻
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　（11）避難する際、身の危険を感じるようなことはありましたか。

　◆どのような危険を感じたか
　　・道路の冠水や浸水など　　

　　・河川が増水し、決壊するかと思った

　　・雨や風が強く、車の運転に危険を感じた

　　・避難の際、通行止めになっている箇所があり引き返した

　　・携帯電話に「警戒レベル５」の文字が出ていた
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■①10分以内

■②30分以内

■③30分以上

n＝456

①10分以内

74％

②30分以内
23％

③30分以上

3％

0 100 200 300 400

①河川の氾濫

②暴風雨による水害・風害

③土砂崩れ・土石流

④その他

■回答数

n＝545

349

13

94

89

　（12）どの災害から身を守るために避難しましたか。

　「④その他」の主な意見

　　　・ダムの放流や決壊

　　　・橋が落ちてしまい、孤立してしまうと思った

　　　・木が倒れてくると思った　　　　　　　　　　　　等

　（13）避難した場所まで、自宅からおおよそどのくらいの時間がか

　　　　かりましたか。

●河川氾濫・土砂災害に係わる自然災害に注視
　市内には30の一級河川が流れているほか、用水も多く流れており、大雨によ
る氾濫などの水害から身を守るため、避難した人が多かった。

●小学校区単位は有効
　回答の約７割は、「10分以内に避難できた」としている。
　移動手段や避難先との距離にもよるが、避難に時間がかかる人については、日
頃からの持ち出し品を備え、避難開始の決断を早めにするよう促していく必要が
ある。
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■①知っている

■②周囲にはいない

■③知らない

n＝450

①知っている

48％

②周囲にはいない
25％

③知らない

27％

■①している

■②していない

n＝120

①している

19％

②していない
81％

　（14）あなたの周りやご近所で、避難に時間がかかる方や一人では

　　　　避難できない方がいるかご存知ですか。

　（15）ペットを飼っている方にお聞きします。

　　　　あなたは、ペットと避難するための準備をしていますか。

　◆どのような準備をしていたか

　　・エサやペットシーツなど「持出品」の準備

　　・ケージやリードなど「避難する」ための準備

　　・ペットを２階に避難させるなど「垂直避難」の準備

●地域で「災害時支え合いマップ」の更新・要配慮者を支える体制づくり
　「知っている」「周囲にはいない」を含め、約７割が地域の実態を踏まえている。
　一方で、各区の「災害時支えあいマップ」が最新な状態になっているか危惧す
るのと同時に、逃げおくれゼロの支え合い体制がとれているのか疑問である。
　また、「災害時支えあいマップ」があるにもかかわらず「知らない」とする回
答が４分の１以上いることは、「災害時支えあいマップ」が周知され有効に機能
していない可能性もあることから、その更新を含め、地域へ周知を進めたい。
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■①避難した

■②ペットを預けて避難した

■③ペットを家に残して避難した

n＝112

①避難した

28％

②ペットを預けて
避難した

7％

③ペットを家に

　　残して避難した

65％

■①ペットも同じ場所に避難させたい

■②ペット専用の受入スペースがあれ
　ば避難してもよい

■③ペットを預けるのは難しい

■④その他

n＝201

①ペットも同じ場所に

避難させたい　　

29％

②ペット専用の受入スペースが
あれば避難してもよい　　

40％

③ペットを預ける

のは難しい　

18％

④その他

13％

　（16）あなたはペットと一緒に避難しましたか。

　（17）あなたは、避難所にペットと避難することどう考えますか。

　「④その他」の主な意見

　　　・アレルギーがある人もいるので、避難させるなら場所を考えてほしい

　　　・人命が第一　・ペットは車中泊させるのがよい

　　　・本件は行政の怠慢である。行政の考え方を知りたい。山梨県のある市では

　　　　ペット同伴での避難ができるような体制の市もある。犬の登録で税金を徴

　　　　収しているのだから考えておくべきである　　　　　　等

●避難時におけるペットの扱いと周知が必要
　ペットの避難については、様々な意見が寄せられた。
　「ペットと一緒に避難したか」という設問では、ペットを預けるか２階などに
避難させたうえで、飼い主のみ避難所へ避難したという回答が約半数であった。
　また、飼い主自身が、避難所へペットを連れていくことでトラブルの原因にな
ると考えている人が多かった。
　ペットを避難所へ避難させることについても意見はまちまちで、「ルールがあ
れば避難させてもよい」という意見もあれば、「ペットが人と同じところにいる
ことが不快だ」、「アレルギーがある」という意見もある。
　また、避難所によって職員の対応も苦慮したことから、今後、環境省のガイドラ
インを参考にするなどし、ペットの避難に関する市の基準等を設ける必要がある。
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0 20 40 60

①避難するタイミングがわからなかったから

②避難に必要な情報が収集できなかったから

③市から「避難勧告」等が発令されなかったから

④その他

■回答数

n＝109

15

33

44

17

　（18）「避難しなかった」とお答えした方にお聞きします。

　　　　なぜ避難しなかったのですか。

　「④その他」の主な意見

　　　・自分が住んでいる地域は災害の想定がされておらず、自宅にいる方が安全

　　　　と判断した

　　　・介護が必要な家族やペットがいたため、避難は難しいと判断した

　　　・近所の方や地域に聞いて、避難は必要ないと判断した　　　等

●まずは「自主避難」を考えることが必要
　最も多かったのは「市から指示がなかったから」という回答で、４割以上を占
める。市が全地域を把握し、都度、地域に適切な警戒レベルを発信することは時
間的猶予がない。他の問いでもあったが、行政任せの考えや、行政が全てやって
当たり前という考えの住民が一定数いることを認識すると、適切な地域に、適切
なタイミングで適切な状況把握と判断に基づき、発信することは必要になる。
　避難するタイミングが分からなかったり、情報が収集できなかったりした人が
いる一方で、自分が住んでいる地域の災害想定を知った上で避難しなかった人も
いた。避難所に避難することだけが避難ではない、ということも、周知していく
必要があるといえる。
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■①避難していた

■②避難していなかった

n＝518

①避難していた

13％

②避難していなかった
87％

■①避難した

■②避難しなかった

n＝501

①避難した

48％②避難しなかった
52％

◆　「大雨特別警報」が発表された時の状況についてお聞きします。

（１）大雨特別警報が発表される前に、自主的に避難していましたか。

（２）大雨特別警報が発表された時、自主的に避難しましたか。

●大雨特別警報は、解析数値によるもの、その前に避難してもらうことが
重要
　大雨特別警報が出たことで避難した回答者が半数近くいた。
　大雨特別警報の発表は、テレビやラジオのほか、Jアラートでも伝達された。
このＪアラートが避難につながったことから、Ｊアラートの自動音声による情報
発信も、住民に避難を促すために有効な手段の一つである。
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■①何らかの行動をした

■②この情報では何もしなかった

n＝460

①何らかの

　　行動をした

52％

②この情報では
　　何もしなかった

48％

（３）大雨特別警報を聞いて、何らかの行動をしましたか。

　◆具体的に、どんな行動をとったか

　　　・避難を開始した

　　　・避難の準備を進め、避難経路の確認を行った

　　　・水や食料、生活用品などの持出品を準備した

　　　・家族や近所で避難について話し合った

　　　・浸水被害を防ぐため、土のう積みや、家電を２階へ運ぶなどした

　　　※　大雨特別警報が出る前に避難を完了している人もいた
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■①持って行った

■②持って行かなかった

n＝425
①持って行った

73％

②持って行かなかった
27％
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n＝459

◆　市が開設した避難所へ避難した方へお聞きします。

（１）避難する際、非常用の持出品を持って行きましたか。

　※その他

　　・懐中電灯　・薬　・充電器　　等

●食べ物、飲み物を持って避難した人が多い
　避難した約７割は、避難の際、何かしらの物を持っていた。
　その多くは食べ物・飲み物を自身で準備していた。
　一方、何も持たずに避難してきた人の共通点として、「急に避難することにな
ったから」という意見が挙げられる。事前に準備できていないため、自分に必要
なものの一部又は全部が準備できず、とりあえず避難した、という人であった。
　また、何も持たずに避難してきた人は、「避難所と言われ避難したのに食べ物
や飲み物、布団などがなかった」など「行政任せ」な意見も散見された。
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■情報提供

■物資の準備・配布

■寒さ

■トイレ

■その他

n＝280

情報提供

11％

その他
40％

●避難する時季によって課題が異なる
　「困ったこと」についての意見は、大きく５つに分類される。
　最も多かったのは、「寒かった」という意見で55件（17％）だった。
　次いで、「物資の準備・配布」に関する意見が53件（17％）あった。
　内容は、「毛布や食料が不足していた」というものが多かったほか、「敷物が
欲しい」という意見も多かった。
　「その他」の意見では、「眠れなかった」という意見が最も多く、33件挙げられた。
理由としては、「床が硬かった」「明るかった」「うるさかった」といったものがあった。
　また、「子どもと避難したが、子どもが遊んでおり、他の避難者に『うるさい』
と怒られた。謝ったところ『謝らなくていいからあなたがどうにかしろ』と言わ
れ、辛かった」という意見があった。
　保護者が子どもを注意することはもちろん重要だが、避難所にいる職員が注意
を促すなど、避難者同士が少しでも避難所での生活でストレスを感じないよう、
配慮する必要がある。

「困った点」に対する意見の分布

トイレ
14％

寒さ
17％

物資の準備・配布
17％

　（２）避難所でのことについてお聞きします。

　　●困ったこと、不便に感じたことは何ですか

　◆主な意見◆

　●情報提供【36件】

　　・テレビ、ラジオがなく、情報が全くなかった

　　・外の様子、家の周りの様子がわからなかった

　　・避難所での情報の伝達がなかった

　●物資の準備・配布【53件】

　　・毛布の数が足りなかった、毛布が薄かった

　　・床に敷くマットや段ボールベッドなどが欲しかった

　　・食事やペットボトルの水が足りなかった

　●その他【128件】

　　・眠れなかった　　　・携帯電話、スマートフォンの充電ができなかった

　　・プライバシーがなかった

　　・ペット関連

　　（ペットの避難を断られた/ペットが人と同じ空間にいて不愉快だった）
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■職員の対応

■情報提供

■物資の準備・配布

■その他

n＝270

情報提供

2％

その他
5％

「良かった点」に対する意見の分布

職員の対応
81％

物資の準備・配布
12％

　　●職員の対応で「良かった点」「悪かった点」は何ですか

　　「良かった点」について

　◆主な意見◆

　●職員の対応【220件】

　　・夜中に帰ろうとした避難者を怒り、引き留めていた

　　・声掛けや親切な対応など、避難者への気遣い、心配りがよかった

　　・笑顔で接してくれて、ありがたかった

　　・丁寧、親切で行き届いた対応だった

　　・マスクを配ってくれた

　　・夜中眠れないとき、保健師に話を聞いてもらい大変助かった

　　・自分も被災者であるにもかかわらず、対応が落ち着いていた

　　・特に高齢者への対応がよかった。

　　・早い対応がよかった。見ていて気持ちよかった。

　　・雨だったため、いろいろ手伝ってもらった

　　・快適に過ごせるよう、一生懸命対応してくれた

　　　（雨が入り込んだところの清掃、防水、声掛け）

　　・休みなく対応してくれた

　　・授乳中の人優先で、他の所へ移れてよかった

　　・市長や副市長による避難所への訪問はありがたいと思った。

　●物資の準備・配布【32件】

　　・物資の供給にあたり、周囲に気を配っていたのがよかった

　　・物資の供給がスムーズでよかった

　●その他【13件】

　　・職員へのお礼

　　　（「自分の家庭もあるにもかかわらず、親切にしていただいた。

　　　　感謝しかない」など）
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●職員対応に対する評価が高い
　「職員の対応でよかった点」についての意見は、４つに分類される。
　「職員の対応」についての意見が最も多く、220件（81％）と、多くの意見が
あった。
　このような災害対応が初めての中、避難所ごとに、職員が臨機応変に対応した
ことに対する評価や、避難者への気遣いに対する評価が多かった。
　よかった点として挙げられた意見については、今後、万が一避難所を開設する
場合に同様の対応がとれるよう、全職員で共有していく必要がある。
　また、職員自身も被災者であり、家庭もある中で一生懸命動いてくれたことに
対する感謝などのお礼が多く寄せられた。
　また、「物資の準備・配布」に対する意見も32件（12％）寄せられたが、内
容は、毛布や食事、温かい飲み物が用意されていた、というものが多かった。　
　避難所ごとの状況により、温かいお茶や食べ物を供給することが難しい場合も
あるかと思うが、可能な範囲で工夫して対応することは重要である。
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■職員の対応

■情報提供

■物資の準備・配布

■ペット関係

n＝62

情報提供

23％

ペット関係
6％

「悪かった点」に対する意見の分布

職員の対応
53％

物資の準備・配布
18％

　「悪かった点」について

　◆主な意見◆

　●職員の対応【33件】

　　・対応が初めてのせいか、他人事のような感じで緊張感がなかった

　　・初めてのことで不慣れな様子があった

　　・質問がしづらい感じがした

　　・ルールではなく、もう少し柔軟に対応できれば細かいところまで対応できた

　　　のでは、と感じた

　　・行政として、どういうサービスが提供できるかがわからなく、職員も何をし

　　　たらよいかわかっていない印象を受けた

　　・ただいるだけの職員はいらない

　　・避難者への気遣いができている職員とできていない職員の差が大きい

　　・ブルーシートの用意ができると分かっていたら、早めに敷いてほしかった

　　・ご飯の弁当をいつもらいに行っていいか、連絡をしてくれない

　　・避難所職員と地区の役員との連携を密に取ってほしい

　　・緊急時は区長も忙しいので、副区長や公民館長が電話に対応できる体制を

　　　取ってほしい

　　・朝、避難所に行ったら、閉鎖した、と言われ帰された。

　　・危機意識をもって、想定外をもっと事前に想定した方がよいと思う

　●情報提供【14件】

　　・外の状況を教えてほしい/周囲の様子や情報を教えてほしかったが全くなか

　　　った

　　・もっと情報がわかるようにしてほしかった/情報が少なかった

　　・地区のリアルタイムの被害状況を知らせてほしかった

　　・地元消防団が必死で見回っている様子なので、連携を取り大丈夫なことは

　　　避難所内の放送などで伝えてほしかった

144



●職員対応は、評価が高い一方で課題も
　「職員の対応で悪かった点」についての意見も、４つに分類される。
よかった点と同様、「職員の対応」についての意見が最も多く、33件（53％）
の意見があった。
　よかった点では、一生懸命対応してくれた職員への姿勢が評価される一方で、
「他人事のように感じた」「職員が何をしたらいいかわかっていないと感じた」
「職員間で対応に差があった」との意見が多く挙げられた。
　今後は、職員の防災教育や避難所運営実践訓練を行い、どの職員が対応しても
「よかった点」に挙げられるような対応ができるよう、職員のスキルアップが必
要である。
　このほか、情報の少なさについても14件（23％）の意見が挙げられている。
高齢者など情報弱者には、何らかの情報提供が難民意見の中には、避難所にいる
職員が積極的に情報を収集・整理し伝えるための体制構築することも必要と考え
る。

　●物資の準備・配布【11件】

　　・もう少し早く準備がされていればよかった

　　・毛布、食べ物や飲み物が少ない

　　・テレビを設置してほしい

　●ペット関係【4件】

　　・ペットと避難してきた方に対して指示がなかった

　　・ペットと一緒に避難した方に対し、職員が嫌な顔をした
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■10月12日

■10月13日 0-6時

■10月13日 6-12時

■10月13日 12時-

n＝67

10月13日 0-6時
40％

10月13日 12時-
7％

帰ったタイミング

10月12日
16％

10月13日 6-12時
36％

　　●避難所からは、どのタイミングで帰りましたか

　◆その他「帰ったタイミング」で挙げられた意見◆

　　・安全確認ができたので

　　・外が静かになったので（雨・風）

　　・皆が帰り始めたから

　　・台風が過ぎたとき

　　・河川の水量が減り、決壊の心配がないと説明を受けたとき

　　・雨が止み、水が引けたから

　　・断水、停電が解消されたので

　　・区長や消防団の指示で帰宅

　　・職員から帰宅の許可が出たので

●暗い中、雨風が止んだから即帰宅、は危険
　台風が通過した10月13日の午前中に、避難者の約８割が帰宅している。
　意見の中には、夜が明けきらないうちから、「まだ暗いが雨が止んだので帰っ
た」、という意見が多くあった。足元が暗い中での帰宅は、ライトを使っても手
元しか照らすことはできず、周辺の状況が分からないために被害を受けてしまう
ことが考えられる。
　また、雨が止んだから帰る、というのも、河川の増水や氾濫している可能性が
あり、避難所からの帰宅途中で被害を受ける可能性が高い。
　職員もこうした可能性を考慮し、帰ろうとする避難者を引き留めることも必要
である。

146



0 50 100 150 200 250 300 350 400

①避難を始める

②積極的に情報収集を行う

③非常用の持出品を準備する

④地域で話し合う

⑤その他

■回答数

n＝903

210

76

37

343

237

◆　これからのことについてお聞きします。

（１）今後、同じような自然災害が起きた場合、今回の

　　　避難経験を生かし、ご自身で改善しようとする点はありますか。

　「⑤その他」の主な意見

　　　・早めに、安全な知り合いの家などに避難する

　　　・避難所の選定をもっと知っておく

　　　・危険を感じたら近所へ声掛けし、早めに自主避難する

　　　・過去に起きた災害について知る

　　　・ペットの処遇を考える

　　　・この程度の雨ならもう避難しない　　　　等

●改善点として最も挙げられたのは「持出品の準備」＝自助
　今回の台風災害の教訓として、「非常用持出品を準備すること」を改めて考え
る、とした回答が、343件（38％）と最多であった。
　次いで、自身で積極的な情報収集を行う、が237件（26％）となった。
　今後、出前講座など住民への防災基礎知識の習得機会を通じて、こうした点を
中心に伝えることが望まれると考える。
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　　最後に、今回の避難についてご意見、ご提案がありましたら

　ご自由にお書きください。

◆市への要望等
　・災害の起きない街づくりをしてほしい。

　・今回の決壊、氾濫箇所を踏まえ、危険個所を把握し、早期の工事着工が必要。

　・滑津川の氾濫と香坂ダム放流の関係を調べ、公表してほしい。

◆職員対応について
　・避難所として開設されていない「総合体育館」に着いたとき、「中込小学校に

　　避難しろ」と言われた。川が溢れそうな中、どこが危険かも確かめず、マニュ

　　アルだけで指導しないでほしい。

　・床上浸水で、うな沢第二最終処分場に廃棄物を持って行った時「不法投棄では」

　　と言われ、行きづらかった。職員の態度が悪い。

　・市役所の電話に出ないのは不安に感じた。

◆物資について
　・他の家族と仕切るものがほしい。

　・床に敷くもの（段ボールなど）を用意していただけるといい。

　・予備電源がないのは、いかがなものか。

　・自分で色々持ち込めない人もいるので、温かいものやシートを市が準備してい

　　てほしい。

　・スマートフォンの充電器を用意してほしい。

◆避難所について
　・避難場所の検討をしてほしい。中込小学校、中込中学校、臼田中学校などは河

　　川に隣接しており、避難所として適切か心配。

　・なるべく自宅近くに避難所がほしい。

　・高台にある運動公園に避難所を造ってほしい。

　・避難所を開設するタイミング。

　・ハザードマップの避難所の○×とその洪水や地震などの区分と送られてきた避

　　難所開設の場所が異なったとき、どうすればいいかわからなかった。

◆避難について
　・避難場所にいる職員から、もっと情報を伝達してほしい。

　・災害時、避難所から帰る人への注意をもっと払うべき。

　・避難指示は早いに越したことはない。

　・どのタイミングで家を出て避難所へ行くのか、自宅の２階へ垂直避難するか、

　　判断がつかなかった。

　・避難命令が出た時は、迷わず早めに行動することの大切さを知った。
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◆情報提供について
　・各戸に市からの情報が確実に届くよう改善が必要。スマホ、インターネットで

　　情報を得られない場合の対策が必要。

　・防災無線が聞き取りづらい・聞こえない時があった。

　・明るいうちに防災行政無線などで避難を呼びかけたのは正解だった。

　・避難所にいても被災状況の詳細が分からなかった。

◆要配慮者について
　・要配慮者がいる家族を市側は把握しているか。デイサービスを利用している高

　　齢者は優先的にそこへ避難できるようにした方がよい。指定の避難所ではトイ

　　レなど整備されていない。

　・集団行動が苦手、他人の視線が気になる、といった発達障害の子どもも、実際

　　に避難の際大変だった。そうした人たちが優先的に利用できるスペースが必要。

　・家族に避難困難者がいて避難が不安だった。どこかにお願いすれば　事情を理

　　解してもらえ、対応してくれるシステムはあるか。

　・高齢化で誘導も大変なので、明るいうちに早めの避難が大切だと思う。地区の

　　細かいマップを作成すると役立つと思う。

　　（どの家に要介護者がいるのか、など）

　・高齢者は、声をかけても動かない人が多い。

　・体育館での避難の際、介助が必要な方がいた。介助者は、周りの人に気を使い

　　大変そうであった。

　・酸素製造機を持参してもよいのか。コンセントを使用できるか等わからず、携

　　帯用ボンベを使用したが、携帯用ボンベは警報が鳴ることがあるため、一緒に

　　避難している人へ利用上の注意事項を一度周知してほしい。

　・夫が消防団活動にあたっていた為、まだ子どもが小さく、避難するのが大人一

　　人ではやっとだった。

◆ペットについて
　・ペットも家族なので、ペットの避難情報が欲しい。

　・ペットも一緒に避難できる環境の整備を。

　・ペットも家族なので一緒に避難できたらと心より願う。夫は犬２匹のために家

　　に残った。

　・ペットの避難所を検討し、配信を希望する。ペットがいるから避難しなかった、

　　という人も多かった。

◆住民が自分自身で取り組もうとするもの
　・今回の災害を身近に感じ、必要な準備を事前にするよう心掛けたい

　・避難場所をしっかり確認していなかったことが、勉強不足だった

　・情報を早く知り、避難したい

　・防災意識を一人ひとりが高める必要性がある。
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◆住民が地域で取り組もうとするもの
　・地域ごとの対応ができる体制の構築。

　・隣近所の声掛けの大切さを感じた。

　・佐久市まちづくり出前講座で「防災・減災」について学ばせていただいたこと

　　が非常に役立った。今後とも、意識を高めるために、継続的にこういった講座

　　をお願いすることが大切だと思った。

　・区と連携し、消防団が各戸へ避難の声掛けや安否確認等、大変心強かった。区

　　の防災訓練で災害について学んで、地域で話し合っており、心構えができてい

　　たことは有意義だった。

　・高齢者は、比較的声をかけてもなかなか行動に移さない。今こそ地域で話し合

　　いを行う最大のチャンスだと思う。防災関係だけでなく、日常においても「向

　　こう三軒両隣」の精神が欲しい。

◆その他意見
　・避難しろ、と言われただけでは行動の取りようがない。

　・雨のピークが過ぎた夜11時頃までにどんどん帰ってしまう人がいて危険だった。

　・自主避難は判断が難しく、大雨強風の中での避難は無理がある。

　・停電の復旧状態が分からず、疲れ果てた。

　・停電状況やいつ復旧するかなどの情報がほしかった。

　・停電が続き、中部電力に電話してもはっきりせず、どこが停電していて、いつ

　　まで続くのか見通しが立たず、不安だけが続いた。

　・地元支所の動きが悪く、行政からの情報が入ってこなかった。

　・有事の際は、行政と民間会社との連携を強くしていただき、エリアメールで避

　　難が分かったが、会社が帰してくれなかった。危険であればもう少し早く退社

　　命令を出してもらえる体制がとれるよう、検討していただきたい。

　・80代、90代の方が自分で運転して避難所まで行っていたが心配。

　・一人暮らしのおばあさんが、10月12日は怖かったと話してくれた。午前に市へ

　　電話したら「まだ避難所が開設されていない」、午後になり市へ電話したら「そ

　　のままそこにいてください」とのこと。区の方も、誰も電話をかけてくれず不

　　安だった。
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４）消防団（水防団）

　 活動アンケート

　 　　 検証報告
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回
答

い
ま
い
ち
全
体
に
浸
透
し
て
い
な
い
気
が
す
る
。

事
前
に
区
長
と
顔
合
わ
せ
、
連
絡
先
の
交
換
を
し
て
い
た
た
め
、
円
滑
に
連
絡
調
整
が
で
き
た
。

区
と
協
力
し
情
報
共
有
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
現
区
長
と
消
防
団
初
め
て
の
大
き
な
台
風
で
し
た
が
、
協
力
で
き
ま
し
た
。

消
防
団
と
区
と
の
連
携
が
う
ま
く
と
れ
て
い
た
。

以
前
よ
り
、
中
佐
都
区
長
会
と
班
長
以
上
幹
部
で
、
４
月
に
顔
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
区
と
の
連
携
は
と
れ
た
と
思
う
。

特
に
な
し
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

各
区
長
と
の

連
携
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

や
っ
て
お
い

て
よ
か
っ
た
思
う
。

区
長
と
の
連

絡
が
出
来
た
こ
と
に
つ
い
て
は
効
果
が
あ
っ
た
。
と
て
も
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
レ
ベ
ル
ま
で
は
ま
だ
い
っ
て
い
な
い
。

効
果
の
あ
る

区
と
な
か
っ
た
区
が
あ
っ
た
。

区
と
情
報
交

換
が
密
に
と
れ
て
い
た
と
思
う
の
で
効
果
が
あ
っ
た
と
思
う
。

完
全
に
機
能

し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
効
果
は
あ
っ
た
と
思
う
。

効
果
の
あ
る

区
と
そ
う
で
も
な
か
っ
た
区
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

1
9
号
に
関
し

て
は
あ
ま
り
効
果
を
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
地
区
で
は
人
的
被
害
が
大
き
く
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

・
上
中
込
で

一
定
の
効
果
あ
り
（
一
応
避
難
は
行
っ
た
模
様
）
。
・
下
越
地
区
で
避
難
は
行
わ
れ
ず
（
誰
が
避
難
指
示
を
出
す
の
か
で
、
問
題
あ
り
）
。

・
警
戒
危
険
区

域
の
住
民
の
安
全
を
順
位
づ
け
の
参
考
に
は
な
る
が
、
予

想
を

超
え

た
台

風
の

為
効

果
が

あ
っ

た
か

は
一

概
に

言
え

な
い
。
・

危
険

な
場

所
を

見
に

行
く

よ
り
、
災

害
時

に
ど

の
よ

う
な

連
携

を
と

れ
る

か
確

認
が

で
き

て
い

れ
ば

よ
か

っ
た

と
思

う
。

情
報
共
有
を

以
前
に
し
て
い
た
た
め
、
台
風
後
の
災
害
確
認
に
て
区
と
消
防
で
ス
ム
ー
ズ
に
危
険
個
所
の
状
況
を
確
認
で
き
た
。

作
戦

の
内

容
を

共
有

し
た

こ
と

に
よ

り
、
土

砂
災

害
警

戒
情

報
が

発
表

さ
れ
た

段
階

で
区

へ
連

絡
を

行
い
、
各

区
に

お
け

る
避

難
所

開
設

が
迅

速
に

行
わ

れ
た
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上
原

区
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際
に

土
砂

災
害

警
戒
区
域
に
お
け
る
災
害
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
自
主
避
難
を
行
う
市
民
に
対
す
る
対
応
は
で
き
た
。

効
果
あ
り
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作
戦
の
こ
と

を
考
え
る
余
裕
な
し
。
２
０
分
団
に
お
い
て
は
特
別
効
果
が
あ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

各
班
、
班
長

と
区
長
さ
ん
と
で
、
被
災
現
場
等
の
確
認
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。

当
分
団
で
は

「
さ
く
の
絆
」
作
戦
に
基
づ
く
命
令
が
な
か
っ
た
が
、
土
の
う
準
備
等
に
関
し
て
各
班
長
と
区
長
の
連
絡
は
あ
っ
た
。

そ
れ
ほ
ど
効

果
を
感
じ
な
か
っ
た
。

≪
台
風
第
１
９
号
対
応
に
伴
う
消
防
団
（
水
防
団
）
活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
≫

Q1
.消
防
団
と
区
で
情
報
共
有
し
た
「
さ
く
の
絆
」
作
戦
の
効
果
は
あ
っ
た
か
？

分
団 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

評
価 4 1 1 1 1 3 1 1 2 3 1 2 3 4 3 4 1 2 1 5 1 3 4

回
答
（
評
価

）

①
効
果
が
あ
っ
た

②
お
お
む
ね
効
果
が

あ
っ
た

③
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い

④
あ
ま
り
効
果
は
な

か
っ
た

⑤
効
果
は
な
か
っ
た

分
団
数

1
0 3 5 4 1

【
ま
と
め
】

〇
本
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
区
と
消
防
団
と
で
被
害
想
定
箇
所
等
の
情
報
共
有
を

図
っ
た
。

〇
既
に
区
と
連
携
し
た
取
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
た
地
区
も
あ
る
が
、
今
年
度
、
全
地

区
で
実
施
し

　
た
こ
と
に
よ
り
連
携
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。
 

〇
総
体
的
に
一
定
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
半
面
、
地
区
に
よ
っ
て
は
連
携
が
図
ら
れ
な

か
っ
た
な
ど

　
温
度
差
が
あ
っ
た
。

〇
区
役
員
並
び
に
団
幹
部
は
任
期
に
よ
り
交
代
す
る
こ
と
か
ら
、
現
地
確
認
や
防
災
訓

練
な
ど
を
継

　
続
的
に
実
施
す
る
。

■
1
.
効
果
が
あ
っ
た
  

■
2
.
お
お
む
ね
効
果
が
あ
っ
た
 

 ■
3
.
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
  

■
4
.
あ
ま
り
効
果
は
な
か
っ
た
 

 ■
5
.
効
果
は
な
か
っ
た
 

 

1
7
％「
さ
く
の
絆
」
作
戦
の
効
果
は
あ
っ
た
か
？

4
4
％

1
3
％

2
2
％

4
％

全
体
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回
答

良
か
っ
た
。

適
正
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

災
害
活
動
中
の
た
め
確
認
等
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
適
正
で
あ
っ
た
か
の
確
認
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

適
正
だ
と
思
う
。

妥
当
だ
と
思
う
。

他
の
地
区
の
避
難
勧
告
等
の
情
報
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

事
前
に
招
集
し
巡
回
を
始
め
て
お
り
、
早
期
に
土
の
う
作
成
を
行
っ
て
い
た
。
活
動
中
に
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
確
認
す
る
の
は
難
し
い
。

適
正
で
あ
っ
た
と
思
う
。
危
険
な
場
所
、
通
行
止
め
等
の
連
絡
が
あ
っ
て
も
い
い
。

情
報
量
が
多
す
ぎ
た
と
い
う
意
見
あ
り
。
雨
の
中
で
の
活
動
中
、
電
話
が
う
ま
く
使
え
ず
確
認
し
づ
ら
い
。

概
ね
よ
か
っ
た
が
、
遅
い
時
も
あ
っ
た
。
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
に
問
題
な
し
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

適
正
で
あ
っ

た
と
思
う
が
、
そ
れ
を
上
回
る
自
然
の
猛
威
と
い
う
も
の
を
感
じ
た
。

情
報
量
の
不

足
。

情
報
が
早
く

入
る
地
域
と
そ
う
で
な
い
地
域
の
格
差
が
大
き
い
。
第
三
方
面
隊
の
情
報
は
遅
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

ど
ち
ら
と
も
言

え
ず
。
・

10
月

12
日

時
点

で
15

分
団

管
轄

区
域

内
情

報
な

し
。
・

10
月

14
日

蕃
松

院
裏

山
崩

落
の

可
能

性
に

つ
い

て
下

町
、
中

町
、
丸

山
地

区
、
防

災
無

線
連

絡
は
あ
っ
た
も
の
の
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
配
信
な
し
。
注
）佐

久
市
か
ら
の
情
報
は
あ
っ
た
模
様
。

・
他
地
区
の
状
況
を

見
る

に
は

良
い

と
思

わ
れ

る
。・

活
動

中
は

見
ら

れ
る

状
態

で
は

な
か
っ
た
。・

団
員
に
対
し
て
の
招
集
に
は
役
立
っ
た
。・

情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
感
じ
が
あ
っ
た
。・

他
地
区
の
情
報
が
入
っ
て
き

た
の

で
、入

沢
区

の
状

況
も

オ
ク

レ
ン

ジ
ャ

ー
か

ら
の

連
絡

が
来

る
も

の
と

信
じ

こ
ん

で
い

た
感

あ
り

疑
問

を
感

じ
た
。

適
正
だ
と
思

い
ま
す
。

適
正
で
あ
る

か
の
判
断
は
難
し
い
が
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
よ
り
早
い
情
報
発
信
を
心
掛
け
る
べ
き
。

適
正
と
思
わ

れ
る
。

２
カ

月
前

の
こ

と
な

の
で

オ
ク

レ
ン

ジ
ャ

ー
の

情
報

自
体

消
去

し
て

し
ま

っ
た
。残

っ
て
い
た
と
し
て
も
期
限
切
れ
で
見
れ
な
い
の
で
何
と
も
言
え
な
い
。注

意
報
や
警
報
は
発
表
さ
れ
て
か
ら
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
で
送
信
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
早
い
に
こ
し
た
こ
と
な
い
。そ

の
こ
と
を
考
え
る
と
適
正
で
は
な
い
か
。

１
２
日
が
土

曜
日
だ
っ
た
の
で
、
団
員
招
集
と
い
う
点
で
は
も
う
少
し
早
く
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
。

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ

ー
よ

り
方

面
隊

及
び

住
民

か
ら

の
要

請
で
活
動
し
た
部
分
が
大
き
い
。
20

日
の
自
宅
待
機
以
降
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
よ
り
被
害
状
況
に

差
が

あ
っ

た
面

も
あ

り
、
方

面
隊

レ
ベ

ル
で

判
断

す
る

手
も

あ
っ

た
と

思
う
。

適
正
だ
っ
た

と
思
う
。

Q２
.「
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
よ
る
情
報
の
内
容
と
タ
イ
ミ
ン
グ
は
適
正
で
あ
っ
た
か
？

分
団 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

評
価 1 1 3 1 1 2 3 2 4 2 1 1 5 5 3 4 1 3 1 4 4 4 1

回
答
（
評
価

）

①
適
正

②
お
お
む
ね
適
正

③
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い

④
あ
ま
り
適
正
で
は

な
い

⑤
適
正
で
は
な
い

分
団
数

9 3 4 5 2

【
ま
と
め
】

〇
送
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
概
ね
妥
当
で
あ
っ
た
が
、
災
害
対
応
活
動
中
に
よ
り
確
認
で

き
な
い
状
況

　
で
も
あ
っ
た
。

〇
今
後
、
各
地
区
の
状
況
が
全
分
団
で
共
有
で
き
る
よ
う
、
部
長
以
上
幹
部
間
で
の
「

L
I
N
E
」
グ
ル

　
ー
プ
化
な
ど
も
検
討
し
、
写
真
や
通
行
止
め
箇
所
等
の
情
報
共
有
化
を
検
証
す
る
。

〇
全

団
員

が
登

録
す

る
「

オ
ク

レ
ン

ジ
ャ

ー
」

と
併

せ
て

、
防

災
行

政
無

線
情

報
が

確
認

で
き

る

　
「
さ
く
ネ
ッ
ト
」
へ
の
登
録
も
促
す
。

■
1
.
適
正
 

 

■
2
.
お
お
む
ね
適
正

 
 

■
3
.
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
  

■
4
.
あ
ま
り
適
正
で
は
な
い
  

■
5
.
適
正
で
は
な
い
  

2
2
％

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
内
容
と
タ
イ
ミ
ン
グ
は

適
正
で
あ
っ
た
か
？

3
9
％

1
3
％

1
7
％

9
％

全
体

資
料
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回
答

あ
る
程
度
は
活
用
・
・
・
実
際
の
被
害
と
水
防
計
画
が
違
っ
た
為
。

活
用
し
て
い
な
い
。

重
要
水
防
区
域
の
確
認
見
回
り
は
で
き
た
。
決
壊
場
所
は
重
要
水
防
区
域
で
あ
っ
た
。

特
に
活
用
し
て
い
な
い
。

特
に
活
用
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

活
用
で
き
な
か
っ
た
。

活
用
は
な
か
っ
た
。

土
の
う
用
砂
置
き
場
程
度
。

そ
こ
ま
で
の
余
裕
が
な
く
、
ひ
た
す
ら
現
場
対
応
に
追
わ
れ
た
。

今
回
は
、
活
用
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
水
防
区
域
は
把
握
で
き
て
い
た
。

活
用
し
て
い
な
い
。
地
元
の
危
険
区
域
は
大
体
把
握
。

浸
水
想
定
区
域
の
早
め
の
避
難
の
呼
び
か
け
。

活
用
し
な
か
っ
た
。

活
用
に
つ
い
て
は
両
方
。
各
消
防
団
員
が
浸
水
想
定
区
域
を
把
握
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
浸
水
及
び
想
定
被
害
が
大
き
か
っ
た
。

活
用
は
で
き
な
か
っ
た
。

千
曲
川
（
塩
名
田
）
の
水
位
の
状
況
を
把
握
し
、
区
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
住
民
に
対
し
避
難
準
備
と
避
難
を
勧
め
る
活
動
。
ま
た
、
高
齢
者
等
要
配
慮
者
に
対
し
避
難
所
へ
同
行
し
た
。

活
用
な
し
。

活
用
し
重
点
的
に
見
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
て
い
な
い
。

重
要
水
防
区
域
の
確
認
等
し
た
が
、
想
定
外
の
場
所
が
多
す
ぎ
て
困
惑
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
箇
所
の
参
考
と
し
た
。

活
用
し
て
い
な
い
。

Q3
.「
水
防
計
画
」
を
活
用
し
た
か
？
（
活
用
し
た
場
合
、
「
重
要
水
防
警
戒
区
域
」
の
確
認
な
ど
具
体
的
に
）

分
団 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

評
価 2 5 1 5 5 5 5 2 5 5 1 5 1 5 3 5 1 5 1 5 2 1 5

回
答
（
評
価

）

①
活
用
し
た

②
若
干
活
用
し
た

③
ど
ち
ら
と
も
言
え

な
い

④
あ
ま
り
活
用
し
な

か
っ
た

⑤
活
用
し
な
か
っ
た

分
団
数

6 3 1 0 1
3

【
ま
と
め
】

〇
本
年
度
よ
り
、
冊
子
配
布
範
囲
を
班
長
以
上
か
ら
部
長
以
上
と
し
、
「
佐
久
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」

　
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
　
　

〇
来
年
度
発
行
予
定
の
水
防
計
画
に
つ
い
て
、
今
回
の
被
災
状
況
を
踏
ま
え
た
見
直
し

と
、
消
防
団

（
水
防
団
）
の
活
動
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
検
討
す
る

■
1
.
活
用
し
た
 

 

■
2
.
若
干
活
用
し
た

 
 

■
3
.
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
  

■
4
.
あ
ま
り
活
用
し
な
か
っ
た
 

 ■
5
.
活
用
し
な
か
っ
た
 

 

5
7
％

水
防
計
画
を
活
用
し
た
か
？

2
6
％ 1
3
％

4
％

全
体

153



（
１
）
団
員
招
集
状
況
（
要
し
た
時
間
な
ど
）

　 LI
NE
で

の
招
集
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
円
滑
に
連
絡
が
で
き
た
。

な
し

な
し

早
め
の
招
集
に
よ
り
活
動
が
で
き
た
。

携
帯
電
話
で
の
連
絡
の
や
り
と
り
が
難
し
い
と
感
じ
た
。

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
等
の
導
入
の
検
討
。

職
業
柄
、
集
ま

り
に
く
い
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
比
較
的
、
各
班
と
も
大
勢
集
ま
っ
て
く
れ

た
。

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
情
報
で
事
前
に
準
備
で
き
た
。

個
々
へ
の
連
絡
が
行
き
届
か
な
い
所
が
あ
っ
た
。

普
段
の
連
絡
を
し
っ
か
り
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

事
前
に
各
部

長
へ

の
連

絡
を

行
っ

て
い

た
の

で
、
招

集
は

早
期

に
行

え
た
。

予
想
進
路
だ
っ
た
事
も
あ
り
、
早
め
の
対
応
が
出
来
た
。

各
詰
所
が
招

集
場

所
で

良
い

の
か
。
一

か
所

に
招

集
し

た
ほ

う
が

良
い
か
。

14
部
：
前
日
か
ら

の
準
備
と
当
日
も
早
く
集
合
し
良
か
っ
た
。1
5部

：
初
動
に
つ
い
て
は
良
く
な
か

っ
た
。

初
動
の
遅
れ

曜
日
的
に
集
め
や
す
か
っ
た
。

も
っ
と
人
数
を
確
保
し
た
か
っ
た
。

 
 

 

 
 

 

人
数
確
保
の
た
め
、
前
も
っ
て
団
員
へ
出
動
に
対
す
る
呼
び
か
け
や
意
識
付
け
を
す
る
べ
き
で
あ

っ
た
。

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
て
あ
ら
か
じ
め
連
絡
が
入
っ
て
い
た
た
め
早
い
対
応
が
出
来
た
。

集
ま
る
人
数
が
思
っ
た
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。

日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
考
え
て
い
く
。 

 
 

Q4
.各
活
動
に
お
け
る
効
果
的
で
あ
っ
た
点
や
反
省
点
な
ど
は
？

分
団 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③ ① ② ③

（
１
）
団
員
招
集
状
況
（
要
し
た
時
間
な
ど
）
　
　
（
２
）
水
防
活
動
（
積
み
土
の
う
、
排
水
な
ど
）
　
（
３
）
巡
回
活
動
（
河
川
や
土
砂
災
害
危
険
個
所
な
ど
）
　
（
４
）
避
難
誘
導
（
消
防
車
両
に
よ
る
広
報
や
戸
別
訪
問
な
ど
）
 

 

　
　
①
効
果
的
で
あ
っ
た
点
・
・
・
 

 
①
効
果
的
で
あ
っ
た
点
・
・
・
 

 
　
①
効
果
的
で
あ
っ
た
点
・
・
・
 
 

 
　
　
①
効
果
的
で
あ
っ
た
点
・
・
・
 

 
 

　
　
②
反
省
点
・
・
・
 

 
 

②
反
省
点
・
・
・
 

 
 

　
②
反
省
点
・
・
・
 
 

 
 

　
　
②
反
省
点
・
・
・
 

 
 

　
　
③
改
善
策
・
・
・
 

 
 

③
改
善
策
・
・
・
 

 
 

　
③
改
善
策
・
・
・
 
 

 
 

　
　
③
改
善
策
・
・
・
 

 
 

土
曜
日
で
あ

っ
た
が
仕
事
等
で
来
ら
れ
な
い
者
あ
り
。
時
間
差
で
早
め
の
活
動
開
始
で

も
よ
か
っ
た

と
思
う
。

（
２
）
水
防
活
動
（
積
み
土
の
う
、
排
水
な
ど
）
 

 

 土
の
う
を
積
む
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
く
、
家
庭
へ
汚
水
が
流
れ
た
。

用
水
路
の
把
握
。

分
団
全
体
で
ま
と
め
て
土
の
う
づ
く
り
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
に
で
き
た
。

土
の
う
袋
の
ス
ト
ッ
ク
が
各
班
に
少
な
か
っ
た
。

あ
る
程
度
の
枚
数
は
常
時
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
。

早
め
の
避
難
誘
導
が
で
き
た
。

活
動
中
の
団
員
と
の
連
絡
の
や
り
取
り
が
難
し
か
っ
た
。

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
等
の
導
入
、
支
給
。

各
部

で
土

の
う

積
み

班
、
制

作
班
、
運

搬
班

に
分

か
れ

て
効

果
的

に
で

き
た
。

 
 

 

土
の
う
の
砂
が
な
く
な
っ
た
時
の
対
応
。

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

事
前
の
土
の
う
積
み
で
水
の
侵
入
を
防
げ
た
。

事
前
に
土
嚢
作
成
を
始
め
た
た
め
、
署
か
ら
の
連
絡
に
て
早
期
に
対
応
出
来
た
。

事
前

に
各

地
区

の
地

図
を

用
意

す
れ

ば
よ

か
っ

た
。
砂

を
多

く
用

意
す

れ
ば

よ
か

っ
た
。

宅
内
へ
の
流
入
は
ど
ん
な
に
積
ん
で
も
止
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
、避

難
所
へ
の
誘
導
を
し
た
。

田
畑

へ
水

が
と

早
い

段
階

で
来

る
区

民
あ

り
、断

れ
ず

住
宅

対
応

用
の

土
の

う
が

少
な

く
な

っ
た
。

団
員
へ
土
の
う
の
積
み
方
の
指
導
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

無
し

砂
の
不
足
に
よ
り
土
嚢
が
作
れ
な
い
。

役
割
を
分
担
で
き
、
効
率
的
に
作
れ
た
。

砂
な
ど
が
無
く
な
っ
て
、
何
も
で
き
な
か
っ
た
。

 
 

 

 
 

 

土
の
う
用
砂
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

消
防
団
員
の
人
数
で
活
動
で
き
る
限
界
を
超
え
て
お
り
区
と
の
更
な
る
連
携
が
必
要
と
感
じ
た
。

必
要
な
場
所
に
は
あ
る
程
度
対
応
出
来
た
。
人
や
軽
ト
ラ
の
配
置
な
ど
。

想
定

外
と

な
ら

な
い

よ
う

日
頃

か
ら

の
準

備
を

し
て

い
く
（
砂

の
量

な
ど
）。

（
３
）
巡
回
活
動
（
河
川
や
土
砂
災
害
危
険
個
所
な
ど
）

 
 

 

L
I
N
E
に
よ
る
現
場
写
真
の
情
報
共
有
。

な
し
 

 
 

積
載
車
で
の
巡
回
、
細
か
く
危
険
個
所
の
調
査
が
で
き
た
。

河
川
の
状
況
が
悪
く
、
調
査
で
き
な
い
所
も
あ
っ
た
。

 
 

 

各
班
で
コ
ー
ン
等
の
警
備
品
が
揃
っ

て
い

る
班

と
そ

う
で

な
い

班
が

あ
っ

た
。

各
班

で
今

後
自

主
防

災
を

活
用

し
て

備
品
等
の
購
入
を
進
め
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

警
戒

活
動

中
も

と
び

口
、
ス

コ
ッ

プ
等

を
持

っ
て

行
っ

た
ほ

う
が

良
か

っ
た
。

千
曲
川
（
野
沢
団
地
）
巡
回
に
て
早
期
に

堤
防

崩
落

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

通
行
止
め
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。

定
期
的
に
巡
回
し
、
情
報
集
め
が
出
来
た
。

消
防
団
、
水
防
団
と
し
て
ど
こ
ま
で
巡

回
さ

せ
て

良
い

の
か
。
時

間
や

場
所

な
ど

危
険
個
所
を
早
く
確
認
で
き
た
こ
と
。

現
場
対
応
に
追
わ
れ
、
区
全
体
の
見
回
り
に
手
が
回
ら
な
か
っ
た
。

危
険
個
所
の
把
握
や
越
水
箇
所
が
分
か
り
、
警
戒
が
出
来
た
。

特
に
な
し
。

各
地

区
毎

の
情

報
収

集
を

行
う

こ
と

が
で
き
、
区
へ
の
情
報
伝
達
も
で
き
た
と
思
う
。

 
 

 

早
め
の
行
動
が
出
来
た
こ
と
。

以
前
の
台
風
の
時
の
被
害
箇
所
以
外
の
場
所
の
把
握
が
遅
れ
た
こ
と
。

も
う
少
し
、
巡
回
に
人
数
を
か
け
、
広
範
囲
を
見
る
よ
う
に
す
る
。

（
４
）
避
難
誘
導

（
消
防
車
両
に
よ
る
広
報
や
戸
別
訪
問
な
ど
）

地
区
設
置
の
防
災
無
線
の
活
用
。

車
両
に
よ
る
広
報
の
他
、
戸
別
訪
問
実
施
。

な
し

な
し

積
載
車
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
で
の
呼
び
か
け
が
で
き
た
。

マ
イ
ク
で
の
広
報
が
出
来
な
か
っ
た
。
（
故
障
の
た
め
）

積
載
車
の
点
検
を
定
期
的
に
行
う
。

積
載
車
で
こ
ま
め
に
巡
回
し
、
用
水
路
の
状
況
を
見
な
が
ら
早
め
の
避
難
誘
導
が
で
き
た
。

特
に
な
し
。

特
に
問
題
な
い
が
、
来
期
積
載
車
導
入
に
よ
り
２
台
で
巡
回
す
る
順
路
を
明
確
に
す
る
。

実
家
等
に
自
主
避
難
さ
れ
た
方
の
行
方
が
把
握
で
き
な
い
。

野
沢
団
地
広
報
、
全
戸
声
が
け
の
実
施
。

早
期

に
各

部
へ

連
絡

が
出

来
ず
、
応

援
の

団
員

が
対

応
し

き
れ

な
か

っ
た
。

夜
間
は
ど
う
し
て
も
不
安
が
多
く
な
る
。

自
主
的
に
地
元
区
の
公
民
館
へ
の
避
難
に
関
し
て
、避

難
所
で
は
な
い
が
大
丈
夫
な
の
か
。

区
長

に
よ

る
早

め
の

避
難

指
示

が
よ

か
っ

た
。河

川
近

く
の

住
民

へ
の

呼
び

か
け

は
早

く
で

き
た
。

タ
イ
ミ
ン
グ
と
レ
ベ
ル
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

14
部
管
内
は
泉
小
学
校
へ
た
ど
り
着
け
な
い
。避

難
を
呼
び
か
け
て
も
聞
か
な
い
人
が
多
い
。

被
害
に
あ
う
前
に
避
難
さ
せ
ら
れ
て
良
か
っ
た
。

不
慣
れ
で
あ
っ
た
。

戸
別
に
避
難
を
呼
び
か
け
、
誘
導
で
き
た
班
も
あ
る
。

 
 

 

 
 

 

以
前

の
台

風
の

時
に

河
川

の
危

険
個

所
の

住
民

に
は

個
別

訪
問

で
き

た
こ

と
。

消
防
車
両
に
よ
る
広
報
は
効
果
が
薄
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

車
両
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
す
な
ど
、住

民
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
が
届
く
案
内
を
す
る
。

各
区
で
自
主
防
災
訓
練
実
施
の
土
の
う
を
確
保
し
て
い
た
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
搬
・

積
み
作
業
が
行
え
た
。

分
団
長
だ
け
で
な
く
部
長
ま
で
連
絡
し
て
も
ら
い
た
い
（
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
等
で
区
の

要
請
及
び
一
般
の
要
請
等
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
）
。

警
戒
指
示
は
も
っ
と
早
く
て
も
良
い
。
平
日
だ
と
団
員
招
集
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な

い
。

団
員
が
揃
う
ま
で
時
間
を
要
し
た
。
今
回
は
活
動
範
囲
が
広
く
、
少
人
数
の
活
動
で

現
場
が
混
乱
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。

本
部
を
設
置
し
、
部
長
以
上
幹
部
は
情
報
収
集
、
活
動
状
況
の
把
握
を
行
い
、
現
場

へ
適
切
な
指
示
が
行
え
た
。

土
の
う
の
砂
が
不
足
し
、
求
め
ら
れ
た
場
所
へ
の
対
応
が
遅
く
な
っ
た
。
団
員
の
人

数
が
不
足
し
て
い
た
。

前
日
に
土
の
う
作
成
。
砂
置
き
場
の
位
置
、
量
の
再
検
討
。
区
民
が
自
分
で
取
り
に

来
れ
る
仕
組
み
を
作
る
。

土
の
う
積
み
に
地
元
団
員
を
出
動
さ
せ
た
た
め
、
次
の
現
場
に
向
か
わ
せ
る
団
員
へ

伝
達
し
づ
ら
か
っ
た
。

以
前
の
記
憶
を
た
ど
り
な
が
ら
管
轄
内
で
河
川
危
険
個
所
を
巡
回
し
、
素
早
く
通
行

止
め
等
の
対
策
が
取
れ
た
。

翌
日
、
護
岸
が
崩
れ
て
い
る
事
が
判
明
し
た
場
所
を
車
で
通
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
、
怖
く
な
っ
た
。

積
載
車
で
拡
声
器
で
広
報
し
た
が
聞
こ
え
な
か
っ
た
と
情
報
あ
り
。
雨
音
で
屋
内
は

聞
こ
え
に
く
い
。

河
川
の
水
位
が
急
に
上
が
っ
た
と
の
連
絡
を
受
け
て
、
自
主
避
難
を
お
願
い
し
た
。

団
員
が
付
き
添
う
。

区
毎
で
対
応
の
仕
方
が
違
い
、
中
に
は
区
長
へ
呼
び
か
け
て
も
区
長
の
危
機
管
理
意

識
が
低
く
、
う
ま
く
消
防
と
区
で
連
携
が
出
来
な
か
っ
た
班
が
あ
る
。

避
難
勧
告
が
出
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
は
、
巡
回
に
行
か
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
連

絡
が
必
要
。

資
料
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（
２
）
水
防
活
動
（
積
み
土
の
う
、
排
水
な
ど
）

前
日
か
ら
の
土
の
う
の
配
布
。

土
の
う
の
作
り
置
き
を
し
て
お
い
た
が
足
り
な
か
っ
た
。

土
の
う
作
り
置
き
数
を
記
入
し
、
最
低
必
要
数
を
常
に
確
保
す
る
よ
う
に
す
る
。

生
活
用
水
、
農
業
用
水
の
越
水
に
は
積
み
土
の
う
は
効
果
的
で
あ
っ
た
。

初
動
は
早
か
っ
た
と
思
う
。

土
の

う
用

の
砂

が
足

り
な

か
っ

た
。
機

転
を

利
か

せ
、
保

育
園

や
公

園
等

の
砂

も
使

用
。

補
充
時
、
軽
ト
ラ
一
台
で
し
か
持
ち
出
せ
な
い
と
こ
ろ
あ
り
。
機
転
を
利
か
せ
て
ほ
し
い
。

準
備

が
出

来
て

い
た

の
で

す
ぐ

に
持

ち
出

せ
た

。
OB

も
参

加
し

て
く

れ
た

。

支
所
（
方
面
隊
長
）
か
ら
の
指
示
で
動
き
や
す
か
っ
た
。

 
 

土
の
う
量
、
土
の
う
袋
の
点
検
の
強
化
。

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
よ
り
夜
間
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
。

各
団
員
が
今
・
何
を
す
べ
き
な
の
か
理
解
し
て
い
な
い
。

事
前
の
台
風
接
近
情
報
が
あ
っ
た
た
め
、
土
の
う
の
準
備
は
で
き
た
。

大
規
模
の
被
災
に
よ
り
、
人
力
で
は
限
界
を
感
じ
た
。

越
水
し
や
す
い
水
路
の
把
握
が
必
要
。

床
上
浸
水
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

土
の
う
の
準
備
に
時
間
が
か
か
る
。

土
の
う
の
ス
ト
ッ
ク
を
見
直
す
。

作
り

置
き

土
の

う
が

あ
る

程
度

数
あ

っ
た

の
で
、
初

期
対

応
は

良
く

で
き

た
。

用
水
の
溢
水
な
ど
は
土
の
う
で
あ
る
程
度
対
応
し
た
。

川
の
堤
防
な
ど
の
防
御
に
は
今
ひ
と
つ
手
が
な
い
。

木
流
し
？
河
川
水
防
の
訓
練
？

早
い

時
間

土
嚢

積
み

を
行

っ
た

が
２
、
３

段
積

ん
で

も
そ

の
上

か
ら

溢
れ

て
し

ま
う
。

（
１
）
団
員
招
集
状
況
（
要
し
た
時
間
な
ど
）

午
前
中
に
招
集

を
か

け
た

の
で

即
集

ま
れ

た
。
前

日
の

連
絡

体
制

の
確

認
。

現
場
が
混
乱
し
、
人
員
把
握
が
不
十
分
だ
っ
た
。

事
前
の
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
よ
る
待
機
要
請
。
す
ぐ
に
出
動
で
き
た
。

地
域
（
各
部
）
毎
、
災

害
発

生
後

の
出

動
だ

っ
た

の
で

後
手

に
回

る
こ

と
が

多
か

っ
た
。

部
長
以
上
幹
部
の
連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ

ー
で

は
な

く
電

話
と

LI
NE

で
招

集
。
被

害
状

況
が

分
か

ら
な

か
っ
た
。

防
災
無
線
の
活
用
も
よ
い
か
？

前
日
か
ら
区
長
要
請
が
会
議
で
あ
り
、
当
日
午
前
中
か
ら
招
集
で
き
た
。

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

災
害

活
動
に
対
す
る
意
識
が
低
い
と
感
じ
た
。
時
代
な
の
か
…

 
 

 

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
通
知
に
よ
り
、
早
急
に
招
集
が
出
来
た
。

道
路
の
冠
水
危
険
個
所
を
考
慮
し
、
招
集
す
べ
き
だ
っ
た
。

団
員

の
招

集
経
路
に
つ
い
て
も
日
頃
よ
り
情
報
共
有
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

出
席
率
（
稼

働
率
）
は
40

～
35

％
程
。
団
員
の
負
傷
、
死
亡
が
な
か
っ
た
こ
と
。

指
令
、
伝
達
方
法
な
ど
改
善
す
べ
き
部
分
多
々
あ
り
。

L
I
N
E
等
の
普
及
に
よ
り
団
員
間
の
連
絡
が
早
く
取
れ
た
。

オ
ク
レ
ン
ジ
ャ

ー
が

も
う

少
し

早
け

れ
ば
、
招

集
か

ら
の

対
策

準
備

が
で

き
た
。

1
2
日
、
朝
か
ら
の
状
況
か
ら
す
る
と
団
員
招
集
も
自
主
的
判
断
が
必
要
。

台
風
で
仕
事
が
中
止
さ
れ
た
人
は
早
く
来
た
。

終
業
後
以
降
（
5
～
6
時
以
降
）
招
集
の
団
員
も
多
か
っ
た
。

（
上
段
続
き
）
あ
の
状
況
の
中
、
出
動
し
て
く
れ
た
だ
け
で
感
謝
。

分
団 13
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（
３
）
巡
回
活
動
（
河
川
や
土
砂
災
害
危
険
個
所
な
ど
）

危
険
個
所
を
見
回
り
、
い
ち
早
く
越
水
等
の
発
見
が
出
来
た
。

土
の
う
作
り
と
排
水
作
業
に
人
員
を

と
ら

れ
、
細

か
い

巡
回

が
出

来
な

か
っ

た
。

今
回
の
被
害
地
域
を
地
図
に
落
と
し
込
み
、
今

後
効

率
の

良
い

巡
回

を
実

施
す

る
。

事
前
に
土
砂
災
害
危
険
個
所
を
知
っ

て
い

た
た

め
、
重

点
的

に
確

認
が

行
え

た
。

危
険
個
所
の
把
握
は
で
き
た
と
思
う
。

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

午
前
中
の
う
ち
か
ら
巡
回
が
出
来
た
。

 
 

 

「
さ
く
の
絆
」
作
戦
に
よ
り
危
険
個
所
を
特
定
で
き
た
。

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

巡
回
活
動
の
在
り
方
を
考
え
る
。

細
か
い
巡
回
に
よ
り
、
被
害
箇
所
が
早
く
確
認
で
き
た
。

各
班
で
巡
回
の
必
要
性
の
再
認
識
と
意
識
付
け
。

道
路
の
危
険
個
所
は
素
早
く
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

崩
れ
る
ま
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
面
も
あ
る
。

 
 

 

巡
回
に
よ
っ
て
危
険
個
所
が
把
握
で
き
た
。

出
動
人
数
の
少
な
い
部
は
負
担
が
大
き
か
っ
た
。

（
４
）
避
難
誘
導

（
消
防
車
両
に
よ
る
広
報
や
戸
別
訪
問
な
ど
）

消
防
車
両
に
よ
る
広
報
で
明
る
い
う
ち
に
避
難
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

避
難

を
呼

び
か

け
て

も
応

じ
て

く
れ

な
い

方
の

対
応

方
法

が
分

か
ら

な
か

っ
た
。

 
 

 

部
と

区
長

と
の

顔
の

つ
な

が
り

が
あ

っ
た

た
め

、
効

果
的

に
声

が
け

が
行

え
た
。

 
 

 

避
難
拒
否
の
家
、
一
定
有
り
。

避
難
誘
導
は
今
回
実
施
し
な
か
っ
た
。

 
 

 

 
 

 

死
傷
者
が
2
0
分
団
管
轄
区
域
で
は
で
な
か
っ
た
。

特
に
な
し
。

避
難
誘
導
の
在
り
方
を
考
え
る
。

土
砂

流
入

の
危

険
が

あ
っ

た
住

宅
よ

り
、
住

民
の

方
を

無
事

避
難

誘
導

で
き

た
。

も
う
少
し
早
い
時
間
帯
か
ら
の
広
報
活
動
や
戸
別
訪
問
を
実
施
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。

明
る
い
時
間
帯
で
の
避
難
誘
導
。
 

 
 

訪
問
し
て
も
家
に
残
る
人
が
い
た
。
 

 
 

何
も
起
こ
っ
て
い
な
い
う
ち
に
避
難
さ
せ
る
と
い
う
点
が
難
し
い
。

巡
回

に
よ

っ
て

越
水

し
て

る
の

を
発

見
し
、
避

難
誘

導
が

で
き

た
の

は
よ

か
っ

た
。

【
ま
と
め
】
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
1
）
団
員
招
集
状
況
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　
〇
土
曜
日
の
発
災
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
一
定
の
人
数
確
保
が
図
ら
れ
た
が
、
平
日
に
同
程
度
出
動
で
き
る
か
が
課
題
。

　
〇
警
報
発
令
・
注
意
喚
起
・
詰
所
待
機
・
警
戒
等
の
指
示
及
び
情
報
伝
達
に
つ
い
て
、
早
期
の
送
信
に
努
め
る
。

　
〇
団
本
部
並
び
に
第
1
・
2
方
面
隊
本
部
を
佐
久
消
防
署
、
第
3
～
5
方
面
隊
に
お
い
て
は
各
支
所
に
て
本
部
機
能
を
有
し
た
が
、
情
報
の
錯
綜
に
よ
り
混
乱
が
生
じ
た
。

　
〇
各
分
団
・
部
等
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
て
い
る
L
I
N
E
の
活
用
に
よ
り
団
員
間
の
連
絡
調
整
が
図
ら
れ
た
。

（
2
）
水
防
活
動
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　
〇
事
前
に
土
の
う
を
整
備
し
て
お
い
た
が
想
定
以
上
の
規
模
で
あ
っ
た
た
め
相
当
量
の
不
足
が
生
じ
た
。

　
〇
砂
搬
入
業
者
の
置
場
が
水
没
し
た
こ
と
に
よ
り
他
業
者
に
よ
り
緊
急
的
に
対
応
し
た
た
め
砂
補
充
に
時
間
を
要
し
た
。

　
〇
消
防
団
の
み
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
状
況
の
中
、
区
（
自
主
防
災
組
織
）
・
消
防
団
O
B
等
と
連
携
し
活
動
が
分
散
で
き
れ
ば
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
。

（
3
）
巡
回
活
動
 

 
 

 
 

 
 

　
〇
巡
回
に
よ
り
危
険
個
所
を
早
期
に
発
見
し
、
人
的
被
害
の
未
然
防
止
が
図
ら
れ
た
。

　
〇
団
員
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
～
５
活
動
時
お
よ
び
夜
間
活
動
時
に
お
け
る
ル
ー
ル
づ
く
り
の
検
討
。

　
〇
河
川
付
近
の
道
路
等
の
危
険
と
判
断
し
た
箇
所
へ
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
等
で
通
行
止
め
に
し
た
が
、
所
持
の
有
無
に
差
が
あ
っ
た
。

（
4
）
避
難
誘
導
 

 
 

 
 

 
 

　
〇
猛
烈
な
雨
音
に
よ
り
防
災
無
線
の
放
送
が
遮
ら
れ
た
が
、
消
防
車
両
に
よ
る
広
報
は
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
。

　
〇
避
難
誘
導
を
促
し
て
も
応
じ
な
い
住
民
に
苦
慮
し
た
。
ま
た
、
実
家
等
へ
自
主
避
難
し
た
方
の
把
握
が
で
き
な
い
。

　
〇
区
に
よ
り
対
応
の
迅
速
性
に
差
が
あ
り
、
協
力
的
な
地
区
に
お
い
て
は
連
携
し
て
円
滑
な
誘
導
が
図
ら
れ
た
。

ボ
ー
ド
等
に
出
動
し
た
人
員
を
マ
グ
ネ
ッ
ト
等
で
記
載
し
、
活
動
状
況
を
把
握
す
れ

ば
よ
か
っ
た
。

団
員
が
ど
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
か
把
握
す
る
の
が
困
難
で
、
全
団
員
招
集
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
が
難
し
か
っ
た
。

予
想
外
の
災
害
に
ど
こ
ま
で
対
処
す
べ
き
か
判
断
が
困
難
。
団
員
自
身
が
被
災
し
た

ら
参
加
で
き
な
い
前
提
で
考
え
た
方
が
良
い
。

い
く
つ
か
の
班
に
分
か
れ
て
活
動
し
、
一
つ
の
活
動
が
終
わ
っ
た
時
点
で
一
度
報
告

す
る
様
に
指
揮
を
執
っ
た
。

招
集
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
個
別
に
差
が
あ
り
、
手
分
け
し
て
活
動
す
る

余
裕
が
取
れ
な
か
っ
た
。

招
集
の
連
絡
は
来
る
が
一
方
通
行
で
、
災
害
時
に
誰
が
い
つ
集
ま
れ
る
か
等
の
連
絡

体
制
を
再
度
確
認
す
る
。

分
団
長
は
役
所
に
待
機
し
て
指
示
出
し
に
専
念
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
が
、
出
動
人

員
を
考
え
る
と
難
し
い
。

招
集
状
況
は
も
っ
と
人
数
が
い
れ
ば
と
思
っ
た
。
時
間
帯
等
に
よ
る
が
出
動
し
た
人

数
で
対
応
す
る
し
か
な
い
。

補
充
土
の
う
が
3
0
0
袋
程
あ
っ
た
が
各
区
か
ら
の
要
請
に
よ
り
底
を
つ
い
た
。
進
入
路

が
冠
水
し
た
た
め
効
率
よ
く
土
の
う
が
作
れ
な
か
っ
た
。

災
害
時
の
砂
置
き
場
の
混
雑
と
砂
の
ス
ト
ッ
ク
を
考
慮
し
、
近
く
の
砂
販
売
業
者
と

災
害
時
の
契
約
等
を
結
べ
な
い
か
。

十
分
だ
と
思
っ
た
以
上
の
災
害
な
の
で
数
が
足
り
な
か
っ
た
。
消
防
団
だ
け
で
は
手

が
足
り
な
か
っ
た
。

砂
を
素
早
く
補
充
で
き
る
体
制
（
企
業
と
の
提
携
）
。
安
全
な
場
所
の
土
の
う
置
場

を
増
や
す
。
在
庫
の
情
報
共
有
。

以
前
作
っ
て
あ
っ
た
土
の
う
で
劣
化
し
て
い
る
物
が
あ
っ
た
。
想
定
外
の
土
の
う
量

を
作
っ
た
た
め
、
土
の
う
袋
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

全
団
員
を
対
象
と
し
た
訓
練
が
必
要
。
支
所
へ
の
土
の
う
袋
配
備
強
化
。
（
詰
所
等

へ
の
配
備
は
面
積
上
限
界
が
あ
る
）

土
の
う
用
砂
を
も
っ
と
確
保
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。
手
が
回
ら
な
い
場
所
が
出
て

し
ま
っ
た
。

土
の
う
の
作
り
置
き
数
を
増
や
す
。
砂
の
確
保
。
土
の
う
を
積
む
と
き
の
判
断
基
準

を
考
え
て
お
く
。

他
の
場
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
住
民
に
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
告
げ

る
の
が
つ
ら
か
っ
た
。

危
険
個
所
に
見
に
行
く
こ
と
自
体
が
危
険
だ
と
思
う
。
雨
量
が
多
す
ぎ
、
市
が
も
っ

と
早
い
段
階
で
判
断
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

土
砂
災
害
危
険
個
所
ま
で
は
見
に
行
け
な
か
っ
た
。
団
員
も
で
き
る
だ
け
早
く
避
難

さ
せ
る
。

「
さ
く
の
絆
」
作
戦
で
共
有
し
た
土
砂
災
害
危
険
個
所
の
確
認
。
各
班
、
時
間
帯
に

わ
か
れ
て
の
活
動
。

団
員
が
被
災
す
る
危
険
も
あ
っ
た
た
め
、
雨
量
が
小
康
状
態
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
の

巡
回
も
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

当
日
、
団
員
不
在
の
地
区
が
あ
り
、
他
の
班
に
巡
回
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

最
終
的
に
避
難
は
自
主
判
断
と
な
り
、
避
難
は
促
し
た
が
避
難
し
な
か
っ
た
家
が
見

ら
れ
た
。

1
0
/
1
2
清
川
、
上
中
込
、
大
奈
良
で
効
果
あ
り
。
1
0
/
1
4
大
町
、
中
町
で
の
広
報
、
戸

別
訪
問
に
効
果
あ
り
。

1
0
/
1
4
 
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
市
か
ら
避
難
指
示
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思

う
。
で
な
い
と
避
難
拒
否
の
家
が
出
て
し
ま
う
。

前
日
の
入
沢
区
会
議
か
ら
避
難
所
開
設
が
早
か
っ
た
の
で
事
前
に
備
え
ら
れ
た
。
消

防
車
両
、
区
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
呼
び
か
け
た
。

前
日
や
午
前
中
の
安
全
な
時
間
か
ら
消
防
車
両
に
よ
る
広
報
活
動
を
も
っ
と
行
え
ば

よ
か
っ
た
。

災
害
規
模
が
大
き
く
一
歩
間
違
え
た
ら
団
員
が
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
市
か
ら
の
情
報
発
信
を
早
く
も
ら
い
た
い
。

区
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
で
き
た
た
め
、
お
互
い
の
わ
か
ら
な
い
宅
へ
の
訪
問
が
出

来
た
。

避
難
を
呼
び
か
け
て
も
動
い
て
く
れ
な
い
場
合
や
、
夜
中
に
自
分
の
判
断
で
帰
宅
し

て
し
ま
う
住
民
に
困
っ
た
。
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回
答

住
民
→
署
→
分
団
長

へ
の
連
絡
が
来
る
際
、
も
う
少
し
工
夫
を
行
っ
た
ほ
う
が
良
い
。
現
場
に
い
る
際
、
書
き
取
る
こ
と
が
難
し
い
。

放
送
設
備
の
充
実
化

が
必
要
。
雨
の
音
で
行
政
無
線
放
送
が
聞
こ
え
な
い
（
メ
デ
ィ
ア
で
の
情
報
取
得
が
で
き
な
い
人
）
。
今
回
の
被
災
場
所
は
今
後
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
反
映
し
て
ほ
し
い
。
な
る
べ
く
早
く
装
備
品
と
し
て
雨

合
羽
を
希
望
。

食
料
、
毛
布
等
の
備

蓄
が
必
要
。
用
水
路
の
泥
だ
し
を
前
も
っ
て
実
施
す
べ
き
。
電
話
で
の
連
絡
が
困
難
な
の
で
別
の
方
法
で
。
ほ
ぼ
全
員
が
電
話
が
濡
れ
て
い
て
聞
こ
え
な
い
状
況
。
子
供
、
老
人
を
安
全
に
楽
に
動
か
せ
る
よ
う

ボ
ー
ト
の
準
備
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
通

り
の
浸
水
状
況
で
あ
っ
た
が
、
避
難
所
が
使
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

土
の
う
用
砂
の
確
保

。
結
果
的
に
大
規
模
災
害
に
な
っ
て
し
ま
い
、
最
終
的
に
多
く
の
団
員
が
活
動
し
て
い
た
が
、
活
動
開
始
時
の
団
員
不
足
。

活
動
自
体
を
も
う
少

し
早
め
に
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。
雨
具
の
支
給
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。
停
電
に
備
え
て
詰
所
な
ど
の
電
源
の
確
保
も
必
要
。

他
分
団
で
土
の
う
の

砂
が
足
り
な
い
等
問
題
が
発
生
し
た
際
、
当
分
団
は
ま
だ
余
剰
が
あ
っ
た
の
で
横
の
連
絡
体
制
も
確
立
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
た
。

今
回
の
災
害
に
お
い

て
、
避
難
場
所
の
確
保
が
重
要
だ
と
思
う
。
同
時
に
避
難
場
所
の
環
境
も
い
ま
ひ
と
つ
（
体
育
館
で
床
に
敷
く
も
の
、
仕
切
り
が
な
か
っ
た
等
）
。
区
長
さ
ん
の
指
示
権
限
の
明
確
化
も
必
要
。
団
員
の
中
で
も

被
災
し
た
者
あ
り
。

優
先
し
な
く
て
も
よ
い
か
ら
団
員
に
対
し
気
兼
ね
な
く
活
動
で
き
る
配
慮
が
欲
し
い
。

・
今
回
は
誰
も
が
経

験
し
た
こ
と
が
な
い
災
害
規
模
で
あ
る
が
、
今
後
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
数
値
で
事
前
把
握
で
き
る
の
で
、
危
険
個
所
の
把
握
や
土
嚢
を
作
る
よ
り
も
、
と
に
か
く
避
難
を
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
良
い
と

思
う
。
・
状
況
把
握

の
吸
い
上
げ
を
も
っ
と
行
う
べ
き
だ
っ
た
。
・
記
録
係
を
作
り
、
被
害
状
況
の
記
録
や
写
真
撮
り
を
行
う
。
・
オ
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
情
報
が
遅
い
、
連
携
が
取
れ
る
よ
う
に
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。
・
水
防
計

画
を
活
用
す
る
機
会

を
も
っ
と
増
や
す
。
・
各
地
区
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
場
所
や
機
会
が
も
っ
と
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
う
。
・
今
回
の
災
害
を
振
り
か
え
る
よ
う
な
事
や
新
入
団
員
に
伝
え
る
機
会
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

・
行
方
不
明
者
の
捜

索
を
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。

今
回
の
よ
う
な
大
規

模
災
害
に
お
い
て
は
消
防
団
活
動
だ
け
で
は
難
し
い
と
思
っ
た
が
、
区
と
の
連
携
を
日
頃
か
ら
密
に
と
る
こ
と
で
当
区
域
で
は
人
命
を
失
く
こ
と
な
く
対
応
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
良
か
っ
た
と
思
う
。

降
水
量
が
少
な
い
う

ち
の
巡
回
活
動
は
効
果
的
で
あ
る
と
思
う
が
、
累
積
し
て
降
水
量
が
多
く
な
っ
た
場
合
、
自
ら
巡
回
に
い
く
こ
と
が
危
険
で
あ
り
、
二
次
災
害
を
招
く
こ
と
も
あ
る
の
で
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。
特
に
夜

間
、
行
方
不
明
者
捜

索
で
も
、
夜
間
は
行
わ
な
い
こ
と
を
原
則
と
考
え
る
と
、
集
中
豪
雨
で
視
界
が
悪
く
、
地
盤
が
緩
ん
で
お
り
、
や
は
り
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
行
政
や
消
防
団
で
は
で
き
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
。
防
災
は
本
来

自
己
責
任
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
行
政
は
市
民
に
対
し
て
き
ち
ん
と
言
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
高
齢
者
、
子
ど
も
、
障
害
者
、
社
会
的
弱
者
の
方
に
対
し
て
配
慮
は
必
要
で
す
が
。
一
般
的
な
健
常
者
の
場
合
、
一

人
ひ
と
り
が
も
っ
と

責
任
を
持
つ
べ
き
で
す
。
数
日
後
は
台
風
が
来
る
と
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
浸
水
が
予
想
さ
れ
る
住
宅
の
住
民
は
行
政
任
せ
で
は
な
く
、
自
身
で
も
土
の
う
を
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

1
0
0
年
に
1
度
、
5
0
年

に
1
度
が
当
た
り
前
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
環
境
変
化
に
も
っ
と
敏
感
に
反
応
し
た
対
応
を
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
（
最
悪
の
状
況
を
考
え
て
団
員
招
集
等
の
早
急
な
連
絡
）
。

今
回
の
1
9
号
の
レ
ベ

ル
に
な
る
と
団
員
の
危
険
も
考
え
な
い
と
い
け
な
い
た
め
、
指
示
が
出
し
づ
ら
い
。
区
長
は
じ
め
住
民
は
消
防
団
に
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
が
、
ど
こ
ま
で
が
消
防
団
と
し
て
や
る
べ
き
か
の
判
断

が
難
し
い
と
感
じ
た

。

Q５
.全
体
を
通
じ
て
改
善
点
な
ど
が
あ
れ
ば
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

資
料
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５）「災害に強い

　 佐久市」に向けた

ＢＢＢ
　（よりよい復興）

　　　　　の取組

ビルド・バック・ベター
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６）教訓を踏まえた

　 対策パッケージ
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令和元年東日本台風の

教訓を踏まえた

対策パッケージ

令和２年７月

佐久市

令和元年東日本台風の

教訓を踏まえた

対策パッケージ

令和２年７月

佐久市
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１　地域防災力の向上

佐久市で想定されている災害を事前に確認するため、平成３０年３月に

全戸配布した防災マップを修正し、再度全戸配布する。

また、千曲川のハザードマップは、令和２年３月に1000年確率のマップ

が県により作成されたことを受けて作成し、流域の住民に配布する。

経費：1,324千円　（危機管理課）

　　　令和２年４月２４日に契約済

●佐久市防災マップ修正・千曲川ハザードマップ作成事業

気象条件によって、防災行政無線が聞こえにくいという課題に対応する

ため、住民が所有するスマートフォン等で防災行政無線の音声が確認で

きるシステムを導入。将来的には、当該区長のスマートフォン等から当

該区民への情報発信も可能とする。

経費：6,600千円　（危機管理課・広報広聴課・総務課）

　　　うち、特定財源 5,000千円（元気づくり支援金）

●地域コミュニケーションシステム構築事業

佐久市は、令和元年１０月１２日に上陸した令和元年東日本台風による

記録的な豪雨により、市内の河川は極めて短時間で増水し、尊い人命が

犠牲となり、複数箇所で氾濫等も発生するなど、大きな被害がありまし

た。

こうした中で、全国の多くの皆様から、物心両面で心温まる支援をいた

だき、市としても復旧・復興に向けて全庁体制で取り組んでいます。

この度、いただいた支援金等を活用して、令和元年東日本台風の検証を

踏まえた対策に取り組むため、以下の事業に取り組んでいきます。
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防災行政無線の放送が聞き取りにくかった際に、通話料無料（フリーダ

イヤル）で放送内容を確認できるサービスを開始する。

フリーダイヤル：０１２０－７１－１１２０

令和２年６月１日よりサービス開始

経費：通話料（危機管理課・財政課）

●防災無線（無料）テレホンサービス事業

地域の発展には、市とのパイプ役になる区長との連携が重要かつ必要不

可欠である。平時は市との各種業務における連絡手段として、また、災

害時の緊急連絡手段としても活用できるスマートフォンを区（区長）へ

貸与する。

経費：8,700千円（危機管理課）

●区長業務等対策移動通信機導入事業

市と区（区長）との連絡手段として貸与するスマートフォンにかかる月

額使用料などの維持費を補助するため、区等活動費交付金に当該維持費

分を配分。（総務課）

●区長業務等対策移動通信機導入に伴う区等活動費交付金

地域防災の中核となる消防団活動を展開していくため、消防団の心得や

安全管理をはじめ、火災・水害・行方不明者の捜索など、消防団の初動

対応をまとめた携帯用マニュアルを作成・配布する。

経費：2,600千円（危機管理課）

●消防団初動活動マニュアル作成事業

災害時の、消防団員や避難者の二次災害防止のため、地域の警戒におい

て消防団員が発見した危険箇所を周知する「立入制限」の標示板を設置

することで、危険回避と消防団員の負担軽減を図る。

経費：2,700千円（危機管理課）

●消防団活動標示板作成事業

176



２　情報収集力の強化

令和元年東日本台風の教訓から、避難者が市内の情報を収集・活用する

にあたり、区の自主避難場所として利用される公会場に佐久ケーブルテ

レビの視聴環境整備を促進するため、区に対する補助制度を創設する。

経費：3,000千円（総務課・情報政策課）

●公会場等ケーブルテレビ視聴環境整備事業

各区における防災力をより高めるため、防災活動等に関する知識を有す

る「防災士」を地域の防災リーダーとして、活動の展開を図るため、地

域の防災士であることの標示として、ベスト・ヘルメットを貸与する。

経費：120千円（危機管理課）

●防災士地域活動用被服購入事業

現在、市内の雨量計は、国（３箇所）・県（９箇所）・市（７箇所）合

わせて19箇所あるが、総面積が広大であるという地域性や、令和元年東

日本台風を踏まえ、起因となる降雨の状況を確認し、避難判断のための

情報をより正確に収集・発信するため、新たに６箇所へ設置する。

経費：11,900千円（危機管理課）

●雨量観測システム設置事業

３　避難所の開設・運営を迅速に対応

令和元年東日本台風において避難所を開設・運営した際の課題を踏まえ、

職員誰もが、どこの避難所へ行っても一定の対応が図れるよう、マニュ

アルを作成する。

経費：1,500千円（危機管理課）

●避難所運営マニュアル作成事業
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